




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　凜り莉りは麗れい華か宮ぐうの中庭を歩きながら、空を見上げた。昨夜降っていた雨は明け方にはやんだようで、爽さわやかに晴れた空が広がっている。しかしそれを見ても心は晴れず、ため息をついた。

「凜莉様。お疲つかれのようですね。最近あまり眠ねむっておられないようですが、悩なやみ事でも？」

　女官の涼りよう果かが心配そうにのぞき込んで来たので、あいまいに微笑ほほえんだ。

「いいえ。大だい丈じよう夫ぶよ」

　何食わぬ顔をして正面を向いたが、実は涼果の言う通り、大きな悩みがあった。

　原因は大切な友達の事だ。いや、もう彼を友達といっていいのか、それすらもわからない。

（我が嵐らんがわたしを好きって言ったのは夢じゃないのよね？　だって抱だきしめられたし……！）

　一ひと月つきほど経たったいまでも、親友だと思っていた我嵐に告白された衝しよう撃げきは薄うすれていない。

　その時の腕うでの温ぬくもりを思い出して顔が赤くなった。それを俯うつむいて隠かくし、再びため息をつく。

（あれから我嵐は国境の見回りを命じられて宮きゆう廷ていを留守にしているわ。おかげで顔を合わせずにすんでいるけど、そろそろ帰ってくるって聞いた。どんな顔をして会えばいいの……？）

　抱きしめられたあと、我嵐が何か言う前に人が来たのでそれ以上話していない。

　心はざわついていたが、軽く頭を振ふって深呼吸する。

（しっかりしなきゃ。いまは自分の事ばかり考えているわけにはいかないわ）

　何とか気を取り直して歩いていると、前方からふと声が聞こえた。

「……私が煌こう翔しよう様にお茶をお出しするわ！」

　知っている声だ。嫌いやな予感がして急いで庭から続く廊ろう下かに上がる。小走りに進んで廊下の角を曲がると、翡ひ翠すいと取り巻きの姫ひめ達、そして蘭らん々らんと取り巻きの姫達が向かい合っていた。

　麗華宮は神しん瑞ずい国こくの次期皇こう帝ていである煌翔の後宮で、彼の后こう妃ひ候補の姫が百人以上暮らしている。

　ここを取り仕切っているのは、美人会で選ばれた四人の姫だ。四し妃ひと呼ばれる彼女達は、それぞれ貴き妃ひ、淑しゆく妃ひ、徳とく妃ひ、賢けん妃ひという位を与あたえられ、煌翔の正妻にもっとも近い位置にいた。

　その四人の中でも、一番位が高いのが貴妃の翡翠だ。宰さい相しようの娘むすめでもある彼女が煌翔の后妃になるだろうと、誰だれもが予想している。圧あつ倒とう的な美しさと賢かしこさ、求心力を持つ翡翠を中心にして、麗華宮もまとまるはずだった。しかし事情があって湖こ蘭らん国こくに行って留守にしていた間、状じよう況きようが変わっていた。翡翠の隣となりにいた徳妃の珠しゆ華かが、蘭々を見て眉まゆ根ねを寄せる。

「蘭々。皇族が後宮にお見えになったら、貴妃がおもてなしする事になっているはずよ。煌翔様にお茶をお出しするのは、翡翠姫のお役目よ」

「あら、呼び捨てなんて失礼ね。あなたは徳妃でしょ。淑妃である私の方が位は上のはずよ」

　顔をつんと上げて居い丈たけ高だかな態度で言い放った蘭々に、珠華が目を見開いた。

「それはそうだけど、あなたとは麗華宮に来る前からの友達じゃない」

「友達なんて、くだらない事を言わないで。私達はみんな恋こい敵がたきよ。私は必ず煌翔様の后妃になるわ！　あなた達には負けない！」

「ちょっと。どうしたのよ。翡翠姫にどれだけお世話になったと思っているの？　麗華宮に来たばかりの頃ころ、二人して煌翔様へのご挨あい拶さつで緊きん張ちようして失敗して。それをうまく取りなしてくださったのは翡翠姫でしょ。あれからずっと三人で仲良くしてきたじゃない」

　珠華が一歩前に出て、蘭々の袖そでを握にぎろうとした。その手を蘭々が軽く振り払はらう。

「やめてよ。私はなれ合う為ために麗華宮に来たわけではないわ」

　きっぱりと言い切った蘭々に、珠華が言葉を失ったように表情を固まらせた。

　蘭々は堂々と胸を張って、翡翠を睨にらみつける。

「もうすぐ煌翔様がいらっしゃるから、お茶は私がお出しします。いいですね？　翡翠姫」

　翡翠は無表情のまま、蘭々を見つめていた。

「────どうぞ」

　その言葉が信じられなかったのか、珠華が息を吞のんだ。蘭々が勝ち誇ほこった笑えみを浮うかべる。

「それでいいわ。翡翠姫。では、準備があるから失礼するわね」

　蘭々と取り巻きの姫達がその場をあとにした。以前、麗華宮の姫達は四妃を貴妃様や淑妃様など、敬けい称しようをつけて呼んでいた。しかし湖蘭国から帰って来たら、誰も位の敬称をつけなくなっていた。それだけ見ても、麗華宮には大きな異変が起こっているとわかる事態だった。

　姿が見えなくなってから、珠華が翡翠に向き直る。

「どうして黙だまってるんですか？　蘭々を叱しかってください。最近の態度は目に余ります」

　翡翠はそっと目を伏ふせて、何も言わなかった。

　廊下の角から翡翠と珠華の様子を見つめて、唇くちびるを嚙かみしめる。

「麗華宮に憎にくしみ合う嫌な香かおりが充じゆう満まんしているわ。このままでは麗華宮は……」

　友達でもある翡翠の為にも、いまのこの状態を放っておけないと思った。
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「僕が宮廷にまいた災わざわいの種がそろそろ芽め吹ぶく頃だ。どんな憎しみの花が咲さくか楽しみでたまらないな。そうだろう、木もく蓮れん」

　木蓮は名前を呼ばれて顔を上げた。目の前にいるのは、神瑞国の皇帝に恨うらみを持つ同志だ。

「そうですね。あなたはいつでも完かん璧ぺきだ。あなたが宮中で暗あん躍やくしてくれるおかげで、情報は手に入るし、仕し掛かけもしやすくなった」

　言葉では彼を賞賛しつつも、心は複雑だった。彼は完璧だが、誰より冷れい酷こくだ。

　彼がまいた災いの種が、どんな恐おそろしい結果を生むのか、自分が一番よくわかっている。

「どうした？　木蓮、浮かない顔だな。闇やみ香こう士し団の長おさを務めるお前が、いまは『九きゆう尾びの狐きつね』だ。九尾の狐は、皇帝がその徳にふさわしくなければ、反旗を翻ひるがえすのが宿命。皇帝が我々闇香士団に何をしたか忘れたのか？」

「忘れるなんてとんでもない。我らは毒香を操あやつる闇の暗殺集団。先祖代々皇帝に仕えてきたというのに、たった一度の失敗で見捨てられた。我々を見捨てた皇帝は、神瑞国を支配する徳を持たないと判断しました。ですから九尾の狐として皇帝を廃はいし、革命を起こすのが私の役目」

　長い間、皇帝に復ふく讐しゆうする事だけを考えて生きてきた。それなのに、その気持ちに影かげが差すようになったのはいつからだろう。こんな気持ちになる原因は自分でもわかっていた。

「木蓮、凜莉の事を考えているだろう」

　鋭するどい言葉に目を見開きかけて、ぐっとそれを堪こらえた。平静を装って彼を見つめる。

「いいえ」

「噓うそが下手へただな。……いいか、あの女は邪じや魔まだ。僕は秘ひ宝ほう香こうの一つ〝記き憶おくを取り戻もどす香〟の調合に成功した。それをあの女で試ためしてやろうと思って、いままで殺すのを我が慢まんしていたんだ」

　秘宝香とは、香を尊ぶ神瑞国において、幻まぼろしと言われる伝説の香だ。記憶を操る効能があり、記憶を消す香と、記憶を取り戻す香の二つからなる。それを手に入れた者には、巨きよ万まんの富と権力をもたらすとして、誰もが喉のどから手が出るほど欲しいものだった。

　凜莉の父親である先々代の香こう道どう省しようの長、央おう西さい堂どうはその秘宝香の調合に成功していた。

　そして娘である凜莉は、その調合の過程をすべて見ていた。しかし西堂は娘が秘宝香を狙ねらう者に危険な目に遭あわされないよう、凜莉の記憶を秘宝香で消していた。

「だけど記憶を取り戻す香を嗅かいで、凜莉が秘宝香の調合法まで思い出したらまずい。僕は自分の力で〝記憶を消す香〟も完成させたいからね。さっさとあの女を始末したいというのが本音だが、利用価値がありそうだから、もう少し生かしておいてやる。だがそう長くはないぞ」

　凜莉は以前、記憶を消す香を作ったと話していた。だが秘宝香は記憶を操る香であり、記憶を消すだけではなく、どのぐらい消すかという制せい御ぎよができて初めて成功したといえるだろう。

　そして彼は記憶を取り戻す香を完成させたと話しているが、それが本当に効果があるのか証明できていない。二人とも完成まであと一歩のところにいるのは間ま違ちがいないが、どちらが先に秘宝香を作り上げられるかは読めない状況だ。

「木蓮、もうすぐ最終決戦となるだろう。凜莉が可愛かわいいのかもしれないが、そんな浮うわついた気持ちでは、お前についてきた闇香士団の者達はどうなる。我らは毒香の技術を親から受け継ついで闇の中で生きる暗殺者だ。いまさら表の世界では生きていけない者達ばかりだ」

　彼はそっと近づいてきて、隣に腰こしを下ろした。

「お前が凜莉を選ぶなら、彼らを見捨てる事になる。それに、もしお前が闇香士団を抜ぬけでもしたなら……どうなるかわかっているよな？」

「……わかっています。みんなを見捨てたりなんてしません。闇香士団の長は私ですから」

　心の中からわき上がる感情も言葉もすべて吞み込んで、そう答えるしかなかった。
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　麗華宮の大広間には、ここに住む姫が全員集まっていた。

　凜莉は大広間の一番後ろに座り、前方に座る姫達の背中を見つめていた。

　さきほど女官が煌翔から緊きん急きゆうの話があると触ふれ回り、みんな大おお慌あわてで駆かけつけたようだ。

　しとやかに座る姫達は、豪ごう奢しやな襦じゆ裙くんを身にまとい、きらびやかなかんざしや装そう飾しよく品で着き飾かざっている。誰も彼も見み惚とれるほどの美しさで、全員が十代なので肌はだつやも良く、彼女達が放つきらきらした雰ふん囲い気きが大広間を彩いろどっていた。

　だが彼女達から放たれている〝香り〟は見た目の雰囲気とはまったく違うものだった。

（みんなから、憎しみ合う嫌な香りが、むせかえるほど溢あふれているわ）

　唯ゆい一いつの特技である絶対嗅きゆう覚かくは、その人の感情すらも発する香りで嗅ぎ分けてしまう。

　嫌けん悪おや憎ぞう悪おの感情の臭においは、この世で一番苦手だった。

　気分が悪くなりそうだったが、何とか堪えてもう一度彼女達の背中を見つめる。

　麗華宮の代表である四妃達が一番前に座っているが、貴妃の翡翠と徳妃の珠華が右に、淑妃の蘭々と賢妃の薔しよう瑛えいが左に座っている。

　その後ろにそれぞれ翡翠を支持する姫達と蘭々を支持する姫達が座り、大広間の真ん中には溝みぞのように不自然な隙すき間まが出来ていた。

　どうやら麗華宮の分ぶん裂れつは、見た目にも現れるぐらい深刻な状況に陥おちいっているようだ。

　このままでは近いうちに必ずよくない事が起きるだろうと不安に思っていると、大広間の正面横にある戸が大きく開く。

　そこから神瑞国の皇太子である煌翔が、数人の側近達を従えて入ってきた。

　神瑞国の民たみは黒い髪かみと黒い瞳ひとみを持つ者ばかりだが、龍りゆうの末まつ裔えいと言われる皇族は違っていた。

　煌翔は燃えるように赤くて長い髪を一つに結び、灰はい褐かつ色しよくの切れ長の瞳をしている。整った顔立ちは、宮きゆう廷てい中の女性の目を奪うばうほどだ。長身でほどよく筋肉がついている事がわかる身体からだを、皇族のみが着る事が許されている昇のぼり龍の刺し繡しゆうが入った琥こ珀はく色いろの直ちよく裾きよで包んでいた。

　二十歳はたち前後とまだ若い煌翔だが、病気で臥ふせりがちな父に代わって、半年後には神瑞国の皇こう帝ていとなる予定だ。ここに来た当初は、正直に言うと傲ごう慢まんな煌翔が嫌きらいだったが、彼と接するうちに気持ちが徐じよ々じよに変わっていった。

（煌翔様は、口は悪いけど本当は優やさしいわ。いつもいざという時は助けてくださる。皇帝となる彼の為に、わたしにもできる事がしたい）

　麗華宮で何かあれば、主人である煌翔の責任となる。いま、自分にできる事で彼の為になる事は、麗華宮の対立の原因を探さぐる事ではないかと思っていた。

　再び真っ二つに分かれて座る姫ひめ達に目を向ける。

（蘭々姫はもともと翡翠の取り巻きで、彼女に忠実だった。それなのに、急に反はん抗こう的な態度をとるようになったわ。いったい、何が原因なの？）

　みんなには内密にしているが、翡翠とは名前で呼び合うほどの仲だ。

　親友である彼女の為ためにも、麗華宮の状じよう況きようを何とかしたい。

「みな、よく集まってくれた」

　考えていると、低い煌翔の声が大広間に響ひびいた。

　慌あわてて顔を向けると、煌翔が正面の椅い子すに座り、こちらを見回していた。

「今日集まってもらったのは、皇帝からある勅ちよく命めいを受けたからだ」

　その言葉に、姫達の間にぴんっと緊きん張ちようの糸が張ったのがわかった。

（皇帝からの勅命？　麗華宮にきて半年経たつけど、そんなの初めてだわ）

　いったい何事かと首を傾かしげていると、煌翔がゆっくりと口を開いた。

「一月後に、宮廷を上げての一大行事である『雅が香こう会かい』が開かれる。みなも知っていると思うが、雅香会は香道省での香の研究を、国の内外から来る客人に披ひ露ろうする、一年に一度の大事な行事だ」

　神瑞国では、気持ちを落ちつける為に焚たく香はもとより、痛みや病気の治ち癒ゆにも香が用いられている。香を操る香士は医者と同じくらいの地位にあった。

　幼い頃ころから人を癒いやす香士になりたいというのが夢だった。

　しかし香士は国が認める資格で、厳しい試験を突とつ破ぱしなければならない。

　その上、そもそも女性は試験を受けられないので、夢が叶かなう可能性はかなり低かった。

　それでも諦あきらめたくなくて、調合の勉強を続けている。

　雅香会については知っていた。下町に住んでいた頃、雅香会がある時期になると、お祭りのように町も盛り上がったものだ。雅香会が過ぎると、香道省の考案した香についての新しい技術が世間にも発表されるので、毎年とても楽しみにしていた。

　煌翔がゆっくりと姫達を見回した。

「雅香会は皇帝主しゆ催さいの行事だ。我が国の貴族だけではなく、他国の皇族方も招待し、香道省が香の研究の成果を三日間に亘わたって披露する。皇帝自ら客人をもてなし、最終日に開かれる宴うたげは、他国の皇族方との大事な親しん睦ぼくの場でもある。しかしみなも知っていると思うが、最近陛下のご体調が芳かんばしくない」

　煌翔がやや目を伏ふせた。表情には出さないが、父親の事が心配なのだろう。

「陛下は、雅香会の準備を体調を見ながら行うつもりでおられたがなかなか進まず、心を痛めておられた。このままでは開催が危あやぶまれると臣下とも相談をされた結果、今回の雅香会の主催を俺に任せたいと仰おつしやった」

「まあ！　何て光栄な……！」

「素す晴ばらしいわ。雅香会の主催を命じられるなんて、煌翔様が陛下に信しん頼らいされている証あかしよ」

　大広間がざわついた。姫達は興奮しているようで、みんな頰ほおを赤らめている。

「みな、話はまだ続くぞ。静かに」

　煌翔のひと言で、すぐに静せい寂じやくが戻った。

「しかし雅香会まであと一月だ。さっきも言ったが、いろいろあって準備はほとんど進んでいない。いまから準備を行うのはとても大変な事だ。それでも俺は引き受けた」

　強い視線は、揺ゆるぎない自信の表れのように思えた。

「俺が皇帝となるまで、あと半年ほどだ。陛下は雅香会の主催を俺に任せて、他国の皇族方に俺を跡あと継つぎとして正式にお披ひ露ろ目めしたいとも考えておられるようだ。そこで陛下は、毎年最終日に行われる宴の準備を、今年は麗華宮に任せたいと仰った」

　姫達が息を吞のむ気配が伝わった。煌翔が話を続ける。

「みなも知っていると思うが、神瑞国では尊ぶべき三つの瑞ずい獣じゆうの称しよう号ごうがある。まず、この国を統すべる皇帝が『龍』の称号を戴いただき、皇帝の守り神とされる『鳳ほう凰おう』の称号を軍を司つかさどる大将軍が戴く。そして仁の心で国を守ると言われている『麒き麟りん』の称号を正香士が戴く」

　その話は神瑞国の民なら誰だれもが知っていた。

　龍と鳳凰の称号を持つ者は神瑞国に現在も存在するが、麒麟の称号だけが不在だ。

　麒麟の称号を得られるのは、秘宝香を調合できた者だけだ。しかし数百年前、秘宝香を生み出した正香士が亡なくなって以降は、秘宝香の調合法も失われている。いままでたくさんの香士が秘宝香の調合に挑ちよう戦せんしてきたが、いまだに成功した者はいなかった。

「俺は皇帝となって、父から龍の称号を引き継ぐ。そしてその称号に恥はじない政をするつもりだ。今回の雅香会はその第一歩だと思っている」

　煌翔は息をついて、凜り々りしく微笑ほほえんだ。

「雅香会の宴を任せられるのは、後宮の姫にとっては名めい誉よな事だろう。成功すれば、麗華宮の名が他国にも広まる。しかし万が一失敗したら、麗華宮と俺が他国の笑いものになるかもしれない。しかも準備に費ついやせる期間は一月だけだ」

　煌翔は笑えみを浮うかべているが、目は決して笑っていなかった。

「急ぎで申し訳ないとは思っている。しかし、雅香会を無事に成功させて俺が龍の称号を受け継ぐ者としてふさわしいと、国の内外に広めたい。その手伝いをしてくれ。俺はお前達ならできると信じている。俺の信頼を裏切らぬよう、まずは準備に励はげんでくれ」

　話が終わると、姫達は一いつ斉せいに頭を下げた。

　煌翔は満足そうに頷うなずいて、一番前に座る四妃達に目を移す。

「四妃達にはそれぞれ役割を与あたえるので、麗華宮の姫達を導いてすぐに宴の準備に取りかかってもらいたい。まず、珠華徳妃」

「はい！」

　名を呼ばれて、珠華が目を白黒させつつお辞じ儀ぎした。

「宴で用意する料理や酒の手配を頼たのむ。それから宴で客人をもてなす姫達を選べ。問題はないと思うが、客人に対して失礼にならないような所作ができるか確かく認にんも頼む」

「お任せください」

　もう一度珠華が頭を下げた。

「次に薔瑛賢けん妃ひ」

「は、はい……」

　蚊かの鳴くような声で返事をした薔瑛は、緊張しているのか身体が小刻みに震ふるえていた。

「裁さい縫ほうが得意だと聞く。宴で必要な小物を作り、客人に披露する舞ぶ踏とうの衣装などを準備するように」

「かしこまりました」

　煌翔の目が翡翠と蘭々に注がれた。

「蘭々淑しゆく妃ひ。舞踏が得意なようだな。美人会では、お前の舞踏が素晴らしかった記き憶おくがある。客人に披露する舞踏をお前に任せよう。精いっぱい宴を盛り上げてくれ」

「はい、もちろんです」

　蘭々が自信たっぷりに返事した。

「翡翠貴妃には宴の責任者を命じる。宴が滞とどこおりなく進み、客人が満足して帰れるよう心を砕くだいてくれ」

　翡翠がゆっくりと頭を下げた。

「煌翔様の為に、精いっぱい務めさせて頂きます」

　煌翔と翡翠のやりとりを聞いた姫ひめ達がざわついていた。翡翠の後ろにいる姫達は、うれしそうな〝香かおり〟を発しているが、蘭々の後ろにいる姫達からは怒いかりや憎ぞう悪おの〝香り〟が増している。特に蘭々が翡翠を睨にらみつけながら発している香りは、殺意すら感じるものだった。

（きっと宴の責任者は、本来なら皇こう帝ていの正妻である后こう妃ひの役目なんだわ。翡翠がそれに指名されたという事は、もちろん麗華宮の代表だからだろうけど、煌翔様の后妃候補の第一位に躍おどり出た事にもなる。だから、蘭々姫は翡翠にあんなに嫉しつ妬としている……）

　麗華宮が宴の準備をする事になったのは、とても名誉な事だろう。

　しかしいまの麗華宮にとっては、更さらに対立を深める結果になる恐おそれがあった。

　これはまずいのではと危き惧ぐしていると、ふいに声が聞こえた。

「凜莉姫。お前にも仕事を頼もう」

　煌翔の声だった。驚おどろいて思わず声を上げる。

「えっ!?　あ、はい……！」

　慌てて顔を向けると、煌翔がむっとしていた。

「何だ、その慌てぶりは」

「も、申し訳ありません！」
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「まあいい。宴うたげで焚たく香こうの準備を頼みたい。いつもなら香道省が準備するが、今年はお前に任せようと思う。麗華宮には、香を調合できる姫がいると客人にも知らせたい」

　思ってもみない話だった。調合の腕うでが認められたようで、うれしくて頰が緩ゆるむ。

「はい。お客様方に満足して頂ける香の調合に励みます」

　女性は香士にはなれないこの国で、おそらく自分にできるもっとも名誉な仕事だと思う。

　頭を下げると、煌翔が一つ頷いて立ち上がった。

「俺も雅が香こう会かいの準備で忙いそがしくなる。宴はお前達に任せたぞ。翡翠姫に従って、麗華宮一丸となって宴を盛り上げてくれ」

　再び姫達が一斉に頭を下げた。

　大広間に座る姫達は一見するとしとやかに見えるが、目には見えない様々な感情に彩いろどられた香りを放っていた。その香りのせいで、名誉な仕事を賜たまわったうれしい気持ちが吹ふき飛んだ。

　煌翔が大広間を出て行くのを見つめながら、心の中は不安でいっぱいになる。

（こんな状じよう況きようで一丸となって宴の準備なんて……！　もし宴で不ふ手て際ぎわでもあったら、この宮ぐうの主人でもある煌翔様の責任となるわ。皇帝となる煌翔様のお披露目でもあるんだから、失敗は許されない）

　煌翔がいなくなって、大広間のざわつきはひどくなっている。

　睨み合っている翡翠派の姫達と蘭々派の姫達の姿を見て、焦あせりを感じていた。




　　　　[image: ]




「翡翠姫。少しよろしいですか？」

　凜莉は意を決して、廊ろう下かを急ぐ翡翠に声をかけた。

　周りに数人いる姫達と一いつ緒しよに翡翠が振ふり返る。

「何ですか？　凜莉姫」

　珍めずらしく翡翠からぴりぴりした空気が伝わってきた。雅香会の宴の責任者は大役だ。

　まだ十代の翡翠には荷が重いのかもしれない。

　それでも、煌翔は彼女ならやれると信じて命じたのだと思う。

「宴で焚く香について相談したいのですが。お時間は取らせません。……できたら二人で」

　ちらりと周りの姫達に目をやった。彼女達がむっとした顔付きになる。

「凜莉姫、翡翠姫はお忙しいのよ」

「そうよ。雅香会の準備が始まったばかりなのだから、遠えん慮りよしてちょうだい」

「待って」

　翡翠が右手で姫達を制した。

「私も凜莉姫に宴の事で相談があるの。悪いけど、少し席を外して」

　静かな翡翠の声に、姫達が顔を見合わせた。

「わかりました。では、先に参ります」

　姫達が不承不承といった感じで、廊下を歩いて行く。

　彼女達の姿が見えなくなってから、翡翠がこちらに顔を向けた。

「何か話があるの？　凜莉」

　整った顔立ちで、表情もあまり動かないので、人形のようだと形容される事が多い翡翠だが、本当は胸に熱い情熱を秘ひめている。

　泣き顔も笑った顔も、友達として心を許している自分にだけは見せてくれていた。

「忙しいのにごめんね、翡翠。でもどうしても聞きたい事があったの。……蘭々姫の事よ」

　表情は変わらなかったが、翡翠から漂ただよう香りが動どう揺ようした時のものだとすぐに嗅かぎ取った。

「どうして蘭々姫は、あんな態度を取るようになったの？　何よりおかしいのは、あなたが何を言われても黙だまっている事よ。どうして彼女をたしなめないの？」

　それが一番不思議だった。翡翠が叱しかれば、状況は変わるはずだ。

　翡翠はすっと目をそらした。そんな態度にも疑問を覚える。

「……蘭々姫と何かあったの？　もしそうなら、話してみて。力になりたいの。それにいまのままでは麗華宮はばらばらだわ」

　翡翠は苦しそうな表情をしていた。やはり何か事情があるのだと思ったものの、これ以上どう聞けばいいか考えていると、ふいに声がした。

「翡翠姫！」

　廊下の前方から聞こえた声に、びくりとした。

　いま一番聞きたくない声だ。目をやると、蘭々が取り巻き達を連れて歩いて来る。

　きつい視線は翡翠に向けられていた。翡翠はそんな蘭々の視線を避さけるように下を向く。

　そんな彼女の様子がらしくなくて、目を見開いた。美しさに加えて冷静な判断力を持ち、麗華宮をまとめられるだけの知識も持った翡翠は、姫達の憧あこがれの的だ。

　いつでも堂々としていて、こんな風に下を向いているところなんて見た事がなかった。

　蘭々が翡翠の目の前に立って、目め尻じりをつり上げた。

「宴の責任者は本来后妃の仕事。つまり、煌翔様の一番の后妃候補である私の仕事よ。だからあなたは辞退して。私が責任者として他国の皇族方をおもてなしするわ！」

　蘭々の言い分はおかしなものだったが、彼女の後ろにいる姫達はさもそれが当然なような顔をしていた。

「……それはさすがにできないわ。煌翔様から直接責任者を命じられたのだもの」

「だから辞退すればいいでしょ。身体からだの調子が悪いとか何とか言えばいいじゃない」

「皇族に噓うそをつくなんて、恐れ多いわ」

　翡翠にじっと見つめられて、蘭々が唇くちびるを嚙かみしめた。

「私に逆らうの！　あの事をばらすわよっ」

　興奮したように放たれたひと言に、はっとした。

「蘭々姫ひめ。いまのはどういう意味ですか？」

　鋭するどく聞くと、蘭々が慌あわてて口元を押さえた。

「何でもないわ。────とにかく、辞退してちょうだいね。じゃないと、私もここにいる姫達もあなたの指示には従わないから」

　言い捨てて、蘭々がきびすを返した。それを見送って、翡翠に目を移す。

「ねぇ、翡翠。いまの蘭々姫の言葉は……」

「凜莉。急ぐからもう行くわ。……ごめんなさい」

　翡翠は話を遮さえぎるように背を向けて、足早にその場をあとにした。
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　麗華宮の裏には、小さな庭がある。植え込みに囲まれていて、申し訳程度の広さの池と東あずま屋やがあるだけだ。凜莉はその裏庭を訪おとずれて辺りを見回した。

「よろしいですか？　煌翔様」

　東屋では、煌翔が何かを読んでいるようだった。近づくと、彼はこちらに顔を向けた。

「凜莉か。いまは忙しい。話があるならあとにしろ」

　ここは煌翔のお気に入りの庭だ。

　もしかしたらここなら煌翔と話ができるのではとやってきたのは、正解だったようだ。

「すみません。でも大事なお話があって。少しだけいいですか？」

　後宮でも身分が低い才人の自分が、皇太子と二人で話をするなんて、本来ならあり得ない事だ。しかし煌翔はそれを咎とがめるでもなく、こちらを向いた。

「翡翠姫と蘭々姫の事か？」

「ご存じだったんですか？」

「まあな。姫達が翡翠姫の一派と蘭々姫の一派に分かれて対立しているんだろう。後宮では姫達の対立はよくある事だ」

　煌翔が肩かたを竦すくめた。東屋に入り、彼の正面に立つ。

「でも様子がおかしいんです。いままでだったら、蘭々姫は翡翠姫に反はん抗こう的な態度を取る事はなかったのに。翡翠姫も蘭々姫をたしなめないのがおかしいですし。それにいまは雅香会の宴に向けて一丸とならなければならない時です。それなのに、姫達が対立していては……」

　煌翔は手元の書類を置いて東屋の壁かべにもたれた。

「確かに、翡翠姫はいまのように蘭々姫が姫達を先導する前に、どうにかできるだけの頭脳も手しゆ腕わんも持っているはずだ。彼女は麗華宮に入る時から、姫達をまとめる役割を父親に言いつけられているしな」

「そうなんですか？」

　初めて聞く話だった。煌翔はゆっくりと頷うなずく。

「ああ。翡翠姫は圧あつ倒とう的な人望と求心力を持っている。未来の后こう妃ひとして、翡翠の父親がそう育て上げたんだ。本人もそのつもりで麗華宮に入宮した」

　未来の妻になるかもしれない女性の話なのに、煌翔は他人ひと事ごとのように淡たん々たんと話をした。

「それなのに蘭々姫があそこまで勢力を伸のばすのをただ黙って見ているだけなんて、彼女にしてはおかしいな」

「そうなんです。このままでは、雅が香こう会かいの宴うたげの準備がどうなるか……」

　不安な気持ちを吐と露ろすると、煌翔が腕うで組ぐみをした。

「俺が蘭々姫を叱って態度を改めさせる事は可能だろうが、そうなったら表面上は仲良くできても裏ではもっと揉もめるだろう。俺が翡翠姫を庇かばえば、蘭々姫は余計に嫉しつ妬としてもっと陰いん湿しつな手を使うかもしれない。後宮では女性達の嫉妬ほど恐おそろしいものはないからな」

　煌翔の視線が鋭くなった。

（煌翔様のお母様は、皇こう帝ていの愛情を一身に浴びていたせいで、後宮の姫達の嫉妬をかって毒殺されたって聞いたわ。きっと、煌翔様は後宮の姫達の気持ちがわかっていらっしゃる……）

　胸がずきりと痛んだ。言葉を失っていると、煌翔が話を続けた。

「だが、他国の皇族方が招待される宴で失敗は許されない。もし不ふ手て際ぎわがあったりしたら、翡翠姫は責任をとって後宮を去る事態にもなりかねないだろう」

　煌翔の言葉には重みがあった。彼はこちらに視線を向ける。

「凜莉、俺が後宮のもめ事に口を挟はさめば、逆効果になる可能性が高い。しかしこのまま放っておくわけにはいかない。だから、お前が翡翠姫の力になってやってくれないか？」

　見つめられて、大きく頷いた。

「もちろん、そのつもりです。でも、どうしたらいいかがわからなくて」

　胸に手を当てて俯うつむくと、煌翔が肩をぽんっと叩たたいた。

「まずはどうして蘭々姫が翡翠姫にきつい態度をとるようになったのか探さぐる事だな。そして翡翠姫がそれに対して何も言わないのにも、おそらく理由があるはずだ。それを調べろ。あの二人の諍いさかいがなくなれば、麗華宮は一つになれるかもしれない」

「わかりました。何とか調べてみます」

　どうしたらその二つを探れるか考えていると、煌翔がじっとこちらを見つめた。

「お前に聞こうと思っていた事がある。湖蘭国から持ち帰った青い花が咲さく沈じん丁ちよう花げを使えば、秘宝香の調合が進むと言っていただろう。その後どうなった？」

「いま、調合を進めている最中です。まだ完成してはいませんが、いままでにないぐらい、秘宝香の一つ、記き憶おくを消す香の〝香かおり〟に近づいています」

　そっと目を瞑つぶると、ある香りを鼻の奥に感じる事ができた。

　実は幼い頃ころの記憶を父によって消されていた。伝説の秘宝香の調合過程をすべて見ていた自分を、危険な目に遭あわせないようにという父の親心だったようだ。

（父さまは六年前、秘宝香を作り上げていた。でも、それを皇帝陛下の御ご前ぜんで披ひ露ろうして失敗してしまった。そのあとすぐに秘宝香を狙ねらう敵に殺された……）

　最初は父の名めい誉よを回復させたくて、麗華宮に入宮した。

　記憶は失われたが、特とく殊しゆな嗅きゆう覚かくは、父が調合していた〝香り〟を覚えている。その香りを頼たよりに秘宝香を完成させられれば、父が秘宝香を調合できていたと証明できると思っていた。

　実は以前、香で記憶を消す事には成功した事があった。しかし秘宝香の効能は、記憶を操あやつる事だ。一晩だけや一年間だけと、消す記憶を自由自在に操れるまでに精度を上げなければならなかった。いままではそれが難しかったが、最近ようやく手て応ごたえを感じるまでになっていた。

「記憶を消す香は、もう調合の最終段階に入っています。青い花が咲く沈丁花の香木をどのぐらいの分量加えればいいかわかれば、完成が見えてくるはずです。ですが、記憶を取り戻もどす香の調合はまだ手つかずです。申し訳ありません」

　頭を下げると、煌翔が肩を竦めた。

「謝る事はない。お前が麗華宮に来てまだ半年ほどだ。たったそれだけの期間で記憶を消す香の完成が見えてくるなんて、とてつもない事だぞ。香道省の香士達は何十年経たってもお前の足もとまでも辿たどり着かないのに」

「それはわたしが特殊な嗅覚を持っているからできた事です。煌翔様が皇帝になられるまでに秘宝香を完成させるとお約束しました。時間はあまりありませんが、精いっぱい努力します」

　自信はあるのかと聞かれれば、頷けない。それでも前に進むしかなかった。

「わかった。雅香会の宴も大事だが、秘宝香の調合も国にとって何より大事だ。大変だと思うが、同時進行でどちらも調合を進めてくれ」

「はい」

　秘宝香を完成させて、父の汚お名めいを返上したいという思いを煌翔は応おう援えんしてくれている。

　それが何よりうれしかった。煌翔の為ためにも必ず秘宝香の調合を成功させようと心に決めていると、彼が腕うでを組んで息をついた。

「凜莉、いまの神瑞国をどう思う？」

　突とつ然ぜんの質問に、必死で頭を巡めぐらせた。

「……いまの神瑞国は、戦争などもなく平和だと言えます。ですが、民たみが幸せかと聞かれれば、頷けないかもしれません」

　皇太子相手にこんな事を言うなんて、不ふ遜そんだとわかっていた。しかし噓うそはつけなかった。

「下町に住んでいた頃は、毎日食事がとれるだけでも幸せだと思っていました。それが当然だと思って暮らしていたんです。でも、宮きゆう廷ていに来てからわかったんです。貴族や高官がずいぶんと、その……いい暮らしをしていると」

　贅ぜい沢たくで食べきれないほどの食事を並べ、酒を浴びるほど吞のみ、豪ごう奢しやな着物に身を包む貴族や高官達。彼らが一日で使う金額で、きっと下町にいた頃の自分なら数年は暮らせるだろう。

「うまく言えませんが、不公平だなって感じる時があります。同じ人間なのにって」

　思わず本音を口にして、はっとした。

「すみません。煌翔様の前で言う事ではなかったですね」

　煌翔は、じっと目を瞑って聞いていた。そして目を開けて、口元を緩ゆるめる。

「いいや。正直な意見を聞けてよかった。お前は下町と宮廷の両方で暮らしている。そのお前の意見は貴重だ」

　煌翔はふっと真しん剣けんな表情になった。

「凜莉。俺は皇帝になったら、この国の政治を根本から変えたいと思っている。いまの神瑞国は、民たみから搾しぼり取った税で貴族や高官だけが裕ゆう福ふくに暮らせる政治を行っている」

　真しん摯しな声に、思わず息が止まりそうになった。

「だが本来は皇族も貴族も高官も、民の暮らしを一番に考える政治をするべきだと思っている。そんな政治を行うのが俺の夢だ。俺が皇帝になったら、そんな国作りを目指したい」

　力強い煌翔の言葉に、引き込まれるようにして聞き入った。

「今回の雅香会は、すべて俺が仕切りを任されている。他国の皇族方もいらっしゃる雅香会を成功させる事が、俺が皇帝として認められる第一歩だ」

　夢を語る煌翔の笑え顔がおは、いままで見たどんな表情より眩まぶしかった。

（あれ……？　この笑顔、どこかで見た事があるような……）

　ふいにその笑顔が懐なつかしいと感じた。

　遠い昔、どこかで見たような気がして首を傾かしげていると、煌翔が話を続けた。

「俺が皇帝になったら身分や男女関係なく、優ゆう秀しゆうな者が活かつ躍やくできる国を目指そうと思っている。女だからって香士になれないような制度も変えたいと思っている。能力がある奴やつは男だろうが女だろうが、こき使わなきゃな」

　煌翔らしい言い方だった。その言葉は、香士になりたいという自分の夢にも重なった。

「そうなったら、わたしも香士の試験を受けられますか？」

　前のめりになって聞くと、煌翔がいじわるな笑みを浮うかべた。

「試験は受けられるだろうが、合格するかはお前次し第だいだぞ」

「わかってます。でも試験を受けられるかもしれないと思うと調合の修しゆ行ぎようの励はげみになります」

　うれしくなって微笑ほほえむと、煌翔が肩かたを竦すくめた。

「せいぜい頑がん張ばれ。……そうそう、お前に教えてやろうと思っていたんだが、雅香会では発表される香道省の新技術はすごいらしいぞ」

「えっ!?　どうすごいんですか？」

「これは本当は雅が香こう会かいまでは国こく秘ひ扱あつかいだが、特別に教えてやる。香道省が今年発表するのは、香の原料を特定できる新技術だ。いままでも香をもとに原料を探る道具はあったが、分量などの細かい配合まではわからなかった。しかし今回の新技術では、香に使われている原料と分量をほぼ正確に探り当てられるそうだ」

　思わず目を丸くして、息を吞んだ。

「本当ですか!?　そうなったら、他国が作った香の分ぶん析せきもできるようになるって事ですか？」

　他国や香道省の香士以外が調合した香でも、医い療りようなどに使える優秀なものは多い。

　しかし香の原料や分量などは、作った当人がそう簡単に調合法をもらさなかった。

　だからどうしてもその香が欲しければ、相手の言い値で買うしかないのだが、かなり高額な値段を提示される事も多くて、よく問題になっていた。

　だができあがった香から、原料や分量などを探り出す技術があれば、高いお金を出してよそから買わなくても、自分達で調合できるようになる。

　もし本当にそんな新技術が編み出されたのなら、かなり画期的な事だった。

「わたしは香の香りを嗅かげば、どんな原料がどのぐらいの配分で使われているのか、ある程度わかりますが、香道省はいったいどうやって香からそれらを特定するんでしょう？」

　香に関する新技術と聞いたら、興きよう味み津しん々しんにならないはずがない。

「俺も詳くわしい事はわからん。還かん送そうがもったいぶってなかなか喋しやべらないんだ。雅香会で大々的に発表するから楽しみに待っててくださいと言われた。あの堅かた物ぶつがにこにこして報告してきたから、よっぽど自信があるんだろう。この技術がもっと進めば、いずれ秘宝香の原料と分量を特定できるまでになるかもしれないと喜んでいた」

　還送の顔を思い出す。香道省の長おさで、厳しい事で有名だが、実力を伴ともなったまじめな人でもある。彼がそこまで言うのなら、新技術の出来は上々なのだろう。

　香道省の香士達も、みな秘宝香作りに励んでいる。今回の新技術は、そんな彼らにとってもかなり朗報だろう。そう考えると、身体からだがうずうずした。

　思わず両手を合わせて煌翔を拝む。

「見てみたいです！　後宮の才人が新技術を見たいなんて、恐おそれ多いとわかっています。でもどうしても見てみたい……！　どんな技術なんでしょう？　香は香木や植物を精製して作られる事が多いから、木や植物の種類を特定するんでしょうね」

　興奮して叫さけぶと、煌翔が苦く笑しようした。そして右手をぽんっと凜莉の頭に置く。

「雅香会の時に、特別に見せてもらえるよう取り計らってやる」

「本当ですか!?」

　目を輝かがやかせると、煌翔が頷うなずいた。

「お前がそう言うと思っていたから、還送にも話をつけてある。還送は厳しいが、お前の事を買っているようだ。凜莉なら特別に雅香会に参加してもいいと了りよう承しようした。楽しみにしていろ」

　手回しのよさにびっくりだ。煌翔の優やさしさに涙なみだが出そうだった。

「ありがとうございます！」

「礼を言うのは早いぞ。いまはまず、麗華宮の対立を何とかしないと。俺は自分の夢を叶かなえたい。その為には、雅香会を必ず成功させなくては」

　真剣な顔になった煌翔に、大きく頷いた。

「煌翔様の夢が叶うように、わたしもお手伝いします」

　言葉は素す直なおに出てきた。煌翔がそっとこちらの頰ほおに手を伸のばす。

　温かくて大きな手が頰を撫なでて、煌翔が目を細めた。

「お前が応援してくれたら、俺は頑張れる」

　優しくて甘い言葉と表情に、胸の高鳴りが大きくなった。

　最近、煌翔と話をしていると、こんな状態になる事が多い。

（気持ちがふわふわとして、煌翔様の顔を見るのが、恥はずかしい感じがするわ。これって、いったい……？）

　自分の気持ちがよくわからなかった。ただ、以前は傲ごう慢まんで口が悪くて正直に言うと嫌きらいだった彼の印象が、最近は大きく変わったのは確かだ。

（もしかしたら、わたしは煌翔様に好意を持っているの!?　いやいやいや、まさか、そんなはずないわ！　それに……）

　ふいに心が沈しずんだ。ある事を思い出したからだ。

（煌翔様は初はつ恋こいの人をずっと思い続けているのよ）

　美人会の時に、彼に四し妃ひに入って后こう妃ひになるのを拒きよ否ひして、初恋の人に会えるまで時間を稼かせいでくれと言われた事がある。

　その時も胸にちくりと何かが刺さしたような痛みを覚えた。

　そしていまはその事を考えると、息ができないくらいに苦しくなるのを止められない。

「どうした？　変な顔をしているぞ」

　煌翔が不思議そうな顔をして、こちらをのぞき込んできた。

「いいえ、何でもありません。雅香会、必ず成功させましょう」

　なるべく明るい声を出した。

　こんな気持ちは煌翔に悟さとられたくないと、心の中で思っていた。
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「それにしても、煌翔様が夢を語る姿って本当に立派だったわ」

　凜莉は麗華宮の廊ろう下かを歩きながら呟つぶやいた。

　思い起こせば、煌翔には危ない目にあった時に、いつも助けてもらった。

　彼の大きな背中で庇かばってもらった事が何度あっただろう。

「お菓か子しに毒を入れられた時もそうだったわ。もし異変に気づいてもらえなかったら、きっとわたしは死んでた」

　それは数ヶ月前の事だ。毒入りの菓子が煌翔からだと贈おくられてきた。

　うっかり食べる直前に、煌翔がさりげなく菓子を取り上げてくれた。

「そういえば、あのお菓子変だったわ。わたしが毒の香かおりに気づかなかったんだから」

　絶対嗅きゆう覚かくは人の感情すら汗あせの香りで嗅ぎ分けられる。しかし、その菓子に入っていた毒にはまったく気づかなかった。よほど特とく殊しゆな毒だったのだろう。

「あの犯人も結局捕つかまっていないわ。煌翔様は必ず捕とらえるって言ってくださっているけど」

　おそらく、煌翔と親しげにしているのを知った後宮の姫ひめが嫉しつ妬として毒を仕込んだのだろう。

　あれから、食べ物や飲み物は必ず調べるよう煌翔が手配してくれていた。

　そのおかげか、いまのところおかしな事は起こっていない。

「煌翔様には、本当に感謝しているわ。あの方の為ためにも、何とか雅香会を成功させたい」

　そう心に決めて歩いていると、ふと庭に数人の男達がいるのに気づく。

　麗華宮は後宮なので男性は皇族しか入れない。しかし例外もあって、護衛の兵だけは許可を得れば入れるようになっていた。彼らに目をやって、見知った顔があるのに気づく。

　その瞬しゆん間かん、時が止まったように身体が動かなくなった。

「我嵐……」

　その名を呼ぶと、息すら止まる気がした。

　神瑞国の軍を束ねる大将軍である我嵐は、大おお柄がらな身体付きで、鋭するどい眼光をした青年だ。皇こう帝ていを守る鳳ほう凰おうの称しよう号ごうを持つ彼は、一見怖こわそうではあるが、笑うととても優しい雰ふん囲い気きになる。

　強くて思いやりがあって、困った時はいつでも相談に乗ってくれていた。

　宮きゆう廷ていの中で、男性の友達は彼だけだった。我嵐の顔を見ると、以前ならうれしくて微笑んでいたのに、いまはどんな顔をしていいのかわからない。

　我嵐は国境の警備の見回りの為にしばらく宮廷を留守にしていたが、どうやら帰って来たようだ。こちらに気づいたのか、我嵐が視線を向けてきた。

　黒い瞳ひとみに見つめられると、ドキン！　と胸が高鳴った。

　彼に好きだと告白され、抱だきしめられた。その腕うでの温ぬくもりはいまでも残っている気がする。

　我嵐が大きく息を吸い込んで、口を開いた。

「凜莉……」

　名前を呼ばれたが、どうしていいかわからなくて、つい顔を俯うつむけた。

（どんな顔をしたらいいの？　何て話をしたらいいの!?）

　頭は大混乱だった。いままで色いろ恋こい沙ざ汰たとはほとんど無む縁えんだった。

　だからこんな時にどうしていいかわからない。表情も身体も強こわばらせ、小さく首を振ふった。

　我嵐が驚おどろいたように目を見開いて、そしてすぐに拳こぶしを握にぎった。

「我嵐！」

　声をかけたのは、いつの間にか庭の入り口に立っていた煌翔だ。

　煌翔は珍めずらしく慌あわてた様子で、我嵐に駆かけ寄った。

「戻もどってくるなら、連れん絡らくくらいよこせ。予定では明後日あさつてのはずだっただろう」

　煌翔の声を聞いた途と端たん、ほっとした。緊きん張ちようの糸が切れたように息ができるようになった。

　我嵐が煌翔に向き直って、膝ひざをつく。

「申し訳ありません。雅が香こう会かいも近いですし、警備の打ち合わせもあるので早めに戻って参りました」

「そうか。では、あちらで話そう」

　煌翔が促うながすと、我嵐は立ち上がりざま、さっとこちらに目を向けた。

「どうかしたのか？　我嵐」

　にこやかだが、煌翔からぴりりと緊張した〝香り〟がした気がした。

「────いいえ」

　我嵐がそのまま背を向けてくれたので、心の底からほっとした。

（ごめんなさい。我嵐。変な態度をとって。でもでも、どうしていいかわからないのよーっ）

　心の叫びを吞のみ込んで、凜莉は二人を見送った。
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　我嵐は、煌翔の背中を見ながら歩いていた。

　ここ一月ほど宮廷を離はなれていたが、それがよかったと自分では思っている。

　気持ちが高ぶって凜莉に告白したが、それを冷静に考えられる時間ができたからだ。

　一月考えて、出た答え。

　それは、告白した事をまったく後こう悔かいしていないという事だった。

　自分の気持ちを正直に打ち明けたので、とてもすがすがしい気持ちだ。

　ただ一つ気になっているのは、主人である煌翔の後宮の姫を好きになってしまった事だ。

　煌翔は三年前、無実の罪で捕まって牢ろうに入れられた自分を助けてくれた。

　あのままだったら、処しよ刑けいされていたかもしれない。

　彼は命の恩人だ。

　一生仕えるに値あたいする主人だと思っていたし、彼を裏切る事だけはすまいと思っていた。

　そんな煌翔にとって凜莉は〝特別な人〟のような気がしていた。

　彼女と話す時の煌翔は、とても幸せそうだ。いままでずっと仕えてきたからわかる。

　だから凜莉に告白した事は、彼への裏切りだと思っていた。

　それに……と心の中で呟いた。

　凜莉が自分をどう思っているのかはまだ聞いていない。

　さきほど話しかけた時、凜莉は表情を強ばらせていた。

　もしやあれが彼女の気持ちではと思うと、苦しくて胸が張り裂さけそうだ。

　そして何より、煌翔が来た時、凜莉はうれしそうな安心したような表情を見せた。

　つまり、彼女は自分より煌翔を好きなのかもしれない。そう思うと、生まれて初めての感情が心を支配した。胸が苦しくていらいらして悲しくて、叫さけびだしそうになる。

　凜莉を独り占じめして、さらっていきたくなる。

　それが嫉妬という感情だと、そして独どく占せん欲よくと呼ばれるものだと、ようやくいま気づいた。

　この胸を焦こがす思いをどうしていいかわからない。人を好きになるとはこういう事なのだと、思い知った気分だ。これからどうするべきか、ずっと考えていた。

　そしてある決意をした。

「煌翔様、お話があります」

　煌翔が足を止めて振り向いた。辺りには誰だれもいない。いまがいい機会だと思った。

「何だ？　改まって」

　煌翔が腰こしに手を当てる。口にするのは勇気がいった。

　しかし、自分の心に噓うそはつけない。そして主人にも噓はつけなかった。

「大将軍の地位を返上したいと思っています」

　ずっとどう言おうか悩なやんでいたが、口にしたら案外短いひと言だった。

　煌翔は驚くかと思ったが、眉まゆ根ねを寄せただけだった。

「そうか」

　なぜだと問われるかと思っていたが、煌翔は聞かなかった。

　しばらく無言だった煌翔がようやく口を開く。

「もうすぐ雅香会だ。それまでは俺も忙いそがしいから、返事は待ってくれ」

　雅香会までは仕事をするつもりだったので、異存はなかった。

「はい」

「陛下が国境の警備についての報告をお待ちだ。俺は用があるから、先に行って報告しててくれ」

「わかりました」

　何も言われなくて、拍ひよう子し抜ぬけした。自分の気持ちを伝えられた事には満足しているが、煌翔が何を考えているのかはわからなかった。

　ふと、引き留めてほしかったのかと自問自答する。

　自分で宮廷を離れると言っておきながら、何を考えているんだと苦く笑しようした。

　煌翔に頭を下げて挨あい拶さつし、その場をあとにした。
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　我嵐と別れた煌翔は、周りに誰もいないのを確かめてからため息をついた。

　大将軍の地位を返上したいという申し出。

　彼が凜莉を好きだと告白した場面を見ていたから、そう言い出すのではと予想はしていた。

「ひたすらまじめに考えて、ようやく出した答えがそれなんだろうな」

　我嵐の性格はよく知っている。凜莉に告白して、何食わぬ顔で宮廷で働くなんてできないだろう。我嵐は宮廷で信しん頼らいできる数少ない男だ。

　そしておそらく、自分にとって親友と呼べるただ一人の男でもある。まじめで融ゆう通ずうが利きかない我嵐を誰よりも信頼しているし、何かあれば命いのち懸がけで救いたいとも思っていた。

「だが、いくらお前でも凜莉は渡わたせないぞ」

　表情が引き締しまるのが自分でもわかった。

　凜莉は秘宝香のせいで忘れているが、子どもの頃ころにこの宮廷で出会っていた。

　彼女は自分を皇太子だとは知らず、それでも賊ぞくから助けようとしてくれた。

　あの時から、凜莉は特別な人になった。

　思えば、あれが初はつ恋こいだ。そんな彼女をいくら親友だからといって、我嵐には譲ゆずれない。

　しかし、彼を恋こい敵がたきだからと宮きゆう廷ていから追い出すような真似まねもできなかった。

　告白していた場面を見ていた事はまだ二人には話していない。

　我嵐が帰って来たと聞いて、凜莉のそばに行かせたくなくて、慌てて麗華宮に行った。

　二人が話す前に引き離せてほっとしたが、ずっとこんな事をしているわけにもいかない。

「どうしたものかって顔をしているね」

　からかうような声が突とつ然ぜん聞こえて、驚いて振り向いた。

　そこには、湖蘭国の皇太子である聖せい雷らいが立っている。彼は香の勉強をする為ために神瑞国に遊学中だ。流れる銀の長い髪かみに薄うすい茶の瞳ひとみを持つ彼は、誰もがはっとして見つめる美び丈じよう夫ふだった。

「何の用だ。聖雷」

　最近、彼を隣りん国ごくの皇太子として表面上ですら敬う事をやめていた。

　聖雷はまったく気にした様子はなく、なれなれしく肩かたを組んでくる。

「さっき、凜莉の顔を見に行こうと思って麗華宮に行ったら……」

「おい。何度も何度も言うが、麗華宮に勝手に入るな」

「いいじゃないか。君の後宮は私の後宮だ。だって私達は親友だろう」

「違ちがう！」

　きっぱり言い切ったが、聖雷はどこ吹ふく風だ。

　軽くて女好きで、いつでも適当な聖雷が大だい嫌きらいだった。

「もうその話はいいよ。毎度の事だから。それより、そこで君と我嵐と凜莉が何か変な感じだったのに出で会くわしたんだ。凜莉は我嵐を見て顔を強こわばらせていたし、我嵐は凜莉を情熱的な目で見つめていたし。君はそんな二人を引き離そうとわざと我嵐を連れ出した」

　相変わらず鋭するどい男だと内心で思ったが、顔には出さなかった。

　聖雷はそっと声を潜ひそめた。

「我嵐はそのあと大将軍の地位を返上したいって言ってたよね。何があったのか、なんとなーく想像はついたけど、私を抜ぬきにして勝手に凜莉を巡めぐってもめるのはやめてくれないかな。私だって凜莉が好きなんだから」

　にっこり笑った聖雷だが、目だけは笑っていなかった。

　どうやら麗華宮での事からずっと見ていたようだ。話が聞こえるほど近くにいたのに、自分も大将軍である我嵐すら気づかなかったのは、彼が完かん璧ぺきに気配を消していたからだろう。

　やはり、油断がならない男だと思った。

　聖雷はいろいろあって、凜莉を妻として湖蘭国に連れ帰ると豪ごう語ごしている。

　軽けい薄はくな見た目と雰ふん囲い気きに騙だまされると、とんでもない目に遭あうと本能が警告していた。

　肩にあった聖雷の腕うでを振ふり解ほどく。

「凜莉はお前には渡さない」

「ふーん。それって私以外だったらいいように聞こえるけど」

「誰にも渡さない。凜莉は俺のものだ」

　胸に手を当てて宣言すると、聖雷がふっと微笑ほほえんだ。

「親友と好きな人の間で困ってますって顔をしていたくせに。私にはずいぶん強気な態度を取るんだね」

　聖雷は、何もかも知っていると言いたげな表情だった。

「一ついい事を教えてあげるよ、煌翔。大切なものが多くなると、人は身動きができなくなってしまう時がある。そして最後にはどれか一つを選ばなければならないだろう。君はいったい、どれを選ぶんだろうね」

　この上から目線の言動や笑えみも大嫌いだが、それを口にしないだけの理性は何とか保った。

「言いたい事はそれだけか？」

「ああ、大事な事を忘れていた。父が雅が香こう会かいに出席したいと言っているから、湖蘭国に迎むかえに戻もどるよ。父は凜莉が調合してくれた香のおかげで、身体からだの調子がいいらしくてね。凜莉の顔を見にきたいらしいんだ」

　湖蘭国の亜あ廉れん皇こう帝ていには、ついこの間とんでもない目に遭あわされた。

　しかし彼にも招待状を出した以上、来ないでくれとは言えない。

　聖雷はこちらに背を向けて、手をひらひらと振った。

「湖蘭国に戻る時は馬だけど、こちらに来る時は父に合わせて輿こしに揺ゆられてゆっくりの道中になるから、しばらく留守にするよ。私がいない間に凜莉に強ごう引いんに迫せまったりしないでくれ。抜け駆がけは許さないから。それと、我嵐の行動も見張っててくれ。あのまじめで不器用な男は思い詰つめて凜莉をさらって宮廷から逃にげるくらいの事はやるかもだよ」

「我嵐はそんな事はしない。それが出来るほど器用な男ではないからな」

「ずいぶん信用しているんだね。それならいいけど。じゃあ、そろそろ出発するね」

　聖雷を見送って、凜莉を狙ねらう恋敵は手て強ごわい奴やつばかりだと、煌翔はため息をついた。
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　雅香会の宴うたげで焚たく香は、料理の匂においを邪じや魔ましないくらい控ひかえめで、だけど主張を忘れない、そんなふうに調合した。

　約十日かけて作り上げた香に、凜莉は満足して笑みを浮うかべる。

「これなら大だい丈じよう夫ぶだわ。宴で焚く香はあくまで添そえ物。お客様には宴で漂ただよういろんな香かおりを楽しんでもらいたいもの」

　やっと完成した香を前にして、息をつきつつ辺りを見回した。

　ここは香こう妃ひ宮ぐうと呼ばれていて、数百年前神瑞国を救ったという正香士が使っていた宮だそうだ。凜莉はもともと麗華宮に住んでいたが、香を調合する時には嫌いやな香りがする事もあって、隣となりの部屋に住む姫ひめ達に苦情を入れられる事がしばしばあった。

　美人会で上位の成績を取って四妃に入れれば、自分の宮を持てると聞いて頑がん張ばってみたが、結局いろいろあって辞退した。

　どうやって迷めい惑わくをかけずに調合するか悩なやんでいたら、美人会にまつわる事件の末、皇帝の計らいで香作りに専念できるようこの宮に住める事になったのだ。

　四妃達の宮は、新しくて広くて豪ごう華かな作りだが、香妃宮はこぢんまりしていてかなり古かった。それでも、ここに住める事を誇ほこりに思っている。

「よし！　この香を翡翠に試ためしてもらおう。きっと今度こそは会ってくれるはず！」

　練り香を白い紙で包み、懐ふところに入れて立ち上がる。

　実はこの十日間、毎日のように麗華宮に行って翡翠に面会を申し出ていたが、忙いそがしいからと断られて顔も見られずにいた。

　忙しいのは確かだと思う。宴の準備は少なくとも三ヶ月はかけるのが通例らしい。

　それをたった一ヶ月でなんて、宴の責任者である翡翠は、寝ねる間も惜おしんで準備しているのではと想像はつく。

「それでも、こんなに会えないなんておかしいわ……」

　翡翠に避さけられているのではと、心には不安が芽生えていた。

　しかしその考えを頭を振って追い払はらう。

「ううん。きっと本当に忙しいのよ。宴で使う香を持って来たと言えば会ってくれるわ」

　部屋を出ると、廊ろう下かに控えていた涼果が立ち上がって付き従った。

　本来は後宮の姫は所属する宮を出る事は許されていないが、自分の宮を持つ姫だけは違った。

　後宮と自分の宮を行き来するのだけは、警護の兵と女官を連れていれば許されていた。

　香妃宮の門には、常に警護の兵が二人いる。

　一人は香妃宮の警護の為ために残り、一人は外出する際に付き添ってくれる事になっていた。

　香妃宮を出て、涼果と兵とともにしばらく歩くと、麗華宮の門に辿たどり着く。兵はここで待機する事になっているので別れて涼果と一いつ緒しよに門を潜くぐると、ふいに声が聞こえてきた。

「食材の手配がまだできていないですって!?」

　声は翡翠のようだ。いつも冷静な彼女らしくなく、動どう揺ようしたものだった。

　慌あわてて麗華宮に入り、声のした中庭に向かう。そこには翡翠と数人の姫が立っていた。

「料理は献こん立だてを考えて、厨ちゆう房ぼうに渡わたしたはずでしょう」

　翡翠の声に、宴の料理の責任者である珠華が泣きそうになっている。

「それが……厨房に連れん絡らくを頼たのんだ姫が、その……蘭々に何か言われたようで」

　声がだんだん小さくなっていって、最後は消えてしまいそうだった。

　翡翠が小さく唇くちびるを嚙かみしめた。珠華が目に涙なみだを浮かべて、彼女を見つめる。

「どうしましょう。もう食材の手配は終わっていないといけないのに、料理の献立もお酒の種類も厨房には伝わっていません。宴まであと二十日ありますが、神瑞国でも希少で高価な食材をふんだんに使う予定なので、いまから手配してもすべて揃そろうかどうか……」

　深刻な様子で二人が話をしていると、ふいに右手から声が聞こえる。

「あら、何か困り事かしら？」

　蘭々が扇おうぎを片手に、十人ほどの姫を従えて中庭の入り口で微笑んでいた。

　勝ち誇った表情の蘭々に、かっと怒いかりで顔を染めたのは、珠華だ。

「蘭々！　あなた、どういうつもりなの？　厨房への連絡を邪魔したでしょう！」

　詰め寄った珠華を見て、蘭々が鼻で笑った。

「あら、私は何もしていないわ。どこにそんな事をしたって証しよう拠こがあるの？」

　珠華がぐっと言葉に詰まっている。それでもすぐに気を取り直したのか、再び口を開いた。

「あなたは舞ぶ踏とうの責任者を命じられたはずでしょう。でもぜんぜん練習していないじゃない。それどころか舞踏に出る姫達も選んでいないって聞いたわ。準備の話し合いにも来ないし、いったい、どういうつもり？」

　珠華が続けてまくしたてた。

「宴の準備は煌翔様から命じられたのよ。それを無視するなんて恐おそれ多いわ！　あなたが命じたせいで、麗華宮の姫の半数が宴の準備に出てこない。このままでは宴が失敗してしまう！」

　蘭々は余よ裕ゆうたっぷりの表情で笑った。

「私なりにちゃんとやっているわよ。それに他ほかの姫達が翡翠姫に従わないのは、私のせいじゃないわ。姫に人望がないからじゃない？」

「ふざけないで！　あなたが翡翠姫に従わないよう、みんなに言い含ふくめているんでしょう」

「だから、そんな証拠がどこにあるっていうのよ」

　きつい眼まな差ざしを向けられて、珠華がまたしてもぐっと言葉に詰まった。

　蘭々が翡翠に目を向ける。

「確かに珠華の言う通り、このままでは宴は失敗するんじゃない？　そうなったら責任者の翡翠姫のせいね。無能な人が上に立つとみんな苦労するわ。私が責任者だったら、もっとうまくやれるけど？」

　蘭々があざ笑うように鼻を鳴らした。珠華が目を見開く。

「準備が進まないのは、あなたが……」

「もういいわ」

　翡翠が珠華の肩かたに手を置く。

「ここで言い合いをしていても、何も進まないわ。厨房には私が直接行って、仕入れをできるだけ急いでもらうようお願いしてきます」

　淡たん々たんと話す翡翠に、蘭々があからさまにむっとした顔を向けた。

「宴の準備が進まないのは翡翠姫の責任よ。さっさと反省して、責任者を辞退しなさい！」

「何て事を言うの！　蘭々！」

　珠華が食ってかかったが、翡翠は何も言わなかった。

　そんな様子を見て、またしても違い和わ感かんを覚える。

（どうして翡翠は黙だまっているの？　明らかに蘭々姫の言い分はおかしいのに。……やっぱり、蘭々姫のあの時の言葉が原因ではないのかしら）

　それは、以前蘭々が翡翠に責任者を替かわりなさいと詰つめ寄ってきた時の事だ。

（あの時、蘭々姫は〝あの事をばらす〟って言ってたわ。もしかしたら翡翠は何か弱みがあって、蘭々姫はそれをばらすって言っているのではないかしら。もしそうなら、二人の関係が大きく変わったのも理解できる。でも、それはいったい……ん？）

　ふと、蘭々の斜ななめ後ろにいる少女が気になって目を留めた。

　少女は賢けん妃ひの薔瑛だ。彼女とは話した事はなかったが、小こ柄がらで可愛かわいらしいなと思っていた。

　自分より少し年下だろう。大人しくて、四妃だというのに目立たない少女だった。

　彼女も、もともとは翡翠派の姫だった。

　しかし湖蘭国に行って帰って来たら、蘭々と一緒にいるのをよく見み掛かけるようになった。

　いつも蘭々の後ろにいて、何かを言うわけではない。怯おびえた表情でじっと周りで起きる事を見つめているので、気が弱くて何も言えないのかもと思っていた。

　そんな薔瑛は、はらはらした様子で翡翠と蘭々を見つめていた。

　何かを言おうとして口を開くが、結局何も言えずに口を噤つぐむという動作を何度も繰くり返している。そして悔くやしそうに唇を引き締しめて、俯うつむいていた。

（薔瑛姫は翡翠を見て心配そうにしている気がするわ……）

　確証はないが、それが薔瑛の様子を見ていて浮かんだ感想だ。

　蘭々が翡翠を睨にらみつける。

「私ならもっとうまく宴の準備ができるわ。翡翠姫、よく考えてちょうだい。責任者を替わるなら早い方がいいから」

　ほほほと笑って、蘭々が背を向けた。翡翠はそっと目を伏ふせている。

　蘭々達の姿が見えなくなってから、翡翠が珠華に目を向けた。

「さ、厨房に参りましょう」

　翡翠は何事もなかったように、姫ひめ達を連れてその場をあとにした。

　誰だれもいなくなった中庭で、凜莉は腕うで組ぐみする。

「まずいわ。宴うたげの準備が滞とどこおっているわね。さすがに煌翔様の命令だし、蘭々姫も動いてくれるかもと期待していたけど……」

　唇を嚙みしめると、涼果が首を傾かしげた。

「どうして翡翠姫は何も仰おつしやらないのでしょう。姫が一いつ喝かつなされば、みなさん考えを変えてくださると思うんですが……」

（涼果の言う通りだわ。やっぱり翡翠が何も言わない事が事態を悪化させているように思える。蘭々姫に強く出られなくなったのは、事情があるはず。わたしの予想では、何か弱みを握にぎられているのではと思うのだけど。それが何かわかれば……）

「翡翠は大切な友達よ。煌翔様の為にも何としてでも宴を成功させたい。その為には……」

　ふとある人物の顔が頭に浮うかんだ。

　突とつ破ぱ口こうを握るのは彼女ではないかと思った。
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　凜莉は麗華宮の奥にある小さな部屋へと足を踏ふみ入れた。

「わあ、綺き麗れいな生き地じがいっぱいですね」

　ここは麗華宮の裁さい縫ほう部屋だ。いろんな生地と糸が集められていて、麗華宮に住む姫は自由に使っていい事になっていた。大きな机には、色いろ鮮あざやかな生地が何枚も並べられて、それを前にして一人の少女が針を手に着物を縫ぬっていた。少女はこちらを向いて、目を見開く。

「凜莉姫……どうしてこちらに？」

「ごきげんよう、薔瑛姫。あなたとお話がしたかったんです。ここにいつもいらっしゃると伺うかがったので」

　賢妃の薔瑛は目を白黒させていた。近くで見ると、目元に小さなほくろがある。

　結ゆい上げた黒くろ髪かみには、銀色のかんざしが光っていた。

　着ているのは、豪ごう華かな生地を使った交領襦じゆ裙くんだ。黄色い地に、赤い小花が刺し繡しゆうされている。

「そのお召めし物。すごく素す敵てきですね。その着物の柄がらは、夾きよう竹ちく桃とうの花ですか？」

　薔瑛が慌てたように、自分の胸むな元もとに手を当てた。

「はい。愛らしいこの小花が大好きで、刺繡したんです……」

「えっ!?　ご自分で刺繡されたのですか？　すごい！　さすが宴で使う小物や舞踏での衣装を任せられるだけはありますね」

　思わず手を叩たたくと、薔瑛が真っ赤になった。

「そんな。凜莉姫こそ、香こうの調合がお上手だと伺いました。みんな凜莉姫が調合した匂におい香を持っていて、いいなっていつも思っていて……」

　緊きん張ちようしたように言葉をつっかえながら、恥はずかしそうに薔瑛が俯いた。

「では、薔瑛姫にもお作りしましょうか？　どんな香かおりがお好きですか？」

「いえ、私の為ためになんて、そんなもったいない」

「もったいなくないです。わたしは皇こう帝てい陛下から、麗華宮の姫達を香で癒いやせとお言葉を賜たまわっているのですから」

　隣となりに座ると、薔瑛がびくっとした。

「あの……私、凜莉姫とは……」

「話すなって、蘭々姫に言われていますか？」

　薔瑛が驚おどろいたように目を見開いた。そのまま黙り込んだ薔瑛の態度が答えだと思った。

「やっぱりそうなんですね。最初はわたしも蘭々姫の一派に加わるようお話があったんですけど、そのあと翡翠姫を庇かばったら、話しかけられなくなりました。蘭々姫のお仲間達にもです」

「で、でしたら、私も……」

　立ち上がろうとした薔瑛の腕うでをさっと摑つかんだ。

「いまのままでいいと思っていますか？」

　薔瑛がびくっと震ふるえたのが、摑んでいる腕から伝わった。

「さっき、翡翠姫と蘭々姫が話しているところを心配そうに見つめていたでしょう？　あなたは、蘭々姫の後ろにいたけれど、目は翡翠姫を見ていた。心配そうに」

　薔瑛が唇くちびるを嚙かみしめて俯いた。

「わたしが湖蘭国に行く前、薔瑛姫は翡翠姫と一いつ緒しよにいましたよね？　だけど湖蘭国から帰って来たら、蘭々姫と一緒にいた。どうしてですか？」

「それは……蘭々姫に、自分と一緒にいた方が得よと言われて。私、強く言われると断れなくて……」

　四妃に選ばれたからには、おそらく薔瑛はそれなりの知識と作法を持っているはずだ。

　それらを習得するだけの根こん性じようもあると思う。しかしどうも彼女は気が弱いようだ。

「蘭々姫に強く言われて断れなくて彼女に従っているけど、翡翠姫が心配なんですよね？」

　優やさしく問いかけると、薔瑛は何度も目を泳がせて、そして一ひと粒つぶ涙なみだをこぼした。

「……蘭々姫があんな風に翡翠姫につらくあたるなんて思わなくて。最初に蘭々姫が翡翠姫にきつい言葉を投げかけた時に、ちょうど私も一緒にいて。それで、翡翠姫の取り巻きの方達から敵だって言われて。どうしていいかわからなくて。それで……」

　思いがあふれ出すように、薔瑛が途と切ぎれ途切れに言葉を紡つむいだ。

　泣き崩くずれた彼女の肩かたを抱だいて、ゆっくりと背をさする。

「悪気があったわけじゃないんでしょう？　大だい丈じよう夫ぶ。落ちついてください。わたしは、宴の準備がちゃんと進むように翡翠姫を助けたいと思っています。できたら、その手伝いをしてもらえないかと思って会いに来たんです」

　驚いたように、薔瑛が顔を上げた。

「私が何の役に立てるんですか？　いままでも蘭々姫が怖こわくて何もできなかったのに。私だって、姫達が対立するところは見たくないんです。だけど何とかしようと思ってもできなくて。蘭々姫の前に立つと何も言えなくなるんです。……こんな弱い自分が情けない……！」

　すすり泣く薔瑛が痛々しいとさえ感じた。彼女なりにきっと悩なやんできたのだと思う。

「宴の準備をするなと蘭々姫に言われていますが、こっそりここで舞ぶ踏とう用の衣装の準備をしています。これが私にできる精いっぱいの事なんです」

　両手で顔を覆おおって、泣きじゃくる薔瑛の肩を優しく叩いた。

「薔瑛姫も宴の成功を願っているんですよね。いまからでも遅おそくありません。一緒に麗華宮の対立がなくなるよう行動してくれませんか？　いまのままでは宴は失敗するかもしれない。そうなったら翡翠姫が責任をとる事になります。彼女の力になりたいんです。お願いします」

　頭を下げると、薔瑛がしばらく考え込んで、やがてこちらに目を向けた。

「こんな私でも、麗華宮や翡翠姫の為にお役に立てますか？」

「もちろんです。一緒に頑がん張ばってくれますか？」

　右手を差し出すと、薔瑛がおずおずと手を伸のばしてそれを握り、ようやく笑えみを浮かべた。

　いつも困った顔をしておろおろしている事が多い薔瑛だが、初めて近くで見た彼女の笑え顔がおは、眩まぶしいほどに愛らしかった。

「私がお役に立てるなら、何でもします」

　震えながらもそう言い切った薔瑛に、ゆっくりと頷うなずいた。
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　凜莉は麗華宮の近くにある、翡翠が住む貴妃宮を訪おとずれていた。

　ひのきの香りが辺りに漂ただよう真新しい建物は、広くて気品が感じられた。

　女官に案内され、奥にある部屋に通される。

　広い部屋はすっきりとしていて、落ちついた印象だ。

　置いてある家具はそれほど華か美びな物ではないが、一つ一つが高級な輝かがやきを放っていた。

　部屋の真ん中にある文ふ机づくえの前に座っていた翡翠が、笑みを浮かべる。

「久しぶりね、凜莉。なかなか会う時間がとれなくてごめんなさい。宴で焚たく香ができたんですって？」

[image: ]

　翡翠は女官に目配せして出て行くよう指示した。

　二人っきりになると、彼女の正面に座って微笑ほほえむ。

「ええ。とてもいい香りの香ができたから、早く試ためしてほしくて持ってきたの」

「あら。楽しみだわ。どんな香りかしら」

　表情も声こわ色いろも友達を歓かん迎げいしている時のものだ。

　しかし、彼女から漂う〝香り〟は緊張したものだった。

　その香りに気づいて、やはりこの十日間面会を断られていたのは、忙いそがしいからではなく、避さけられていたからだと気づく。それは友達として、とても悲しい事だった。

　翡翠には自分に隠かくしたい事があるようだ。それを気づかれたくないから、こうして表面上は何でもないふりをしているのだろう。だからそれを探さぐるのは、心苦しかった。

　それでもここで引いてしまったら、彼女は一人で苦しみ続けるだろう。

　彼女の力になる為にも、心を決めなければと思った。

「これよ。とてもいいものができたと思うわ。試してみましょうか」

　白い包みから練り香を取り出して、持って来ていた香こう炉ろに入れた。

　火をつけると、ほどなくして香炉から白い煙けむりが上がりはじめる。

「いい香りね。宴うたげにぴったりだわ」

　香のおかげか、翡翠から漂う緊張の香かおりが和やわらいだように思えた。

「……ねぇ、翡翠。ずっと話がしたかったの。最近の麗華宮についてだけど」

　思い切って切り出すと、翡翠の表情がすっと強こわばった。

「その話はまた今度にしましょう。宴の準備で疲つかれているの」

　声も強ばっているし、何より彼女から警けい戒かいする時に出る香りが放たれていた。

「いいえ。翡翠。また今度にはできないわ。だってこのままだったら、あなたはどんどん苦しむ事になるもの」

　翡翠に向かって、身を乗り出した。

「わたしはあなたを友達だと思ってる。だから、あなたが苦しむのは嫌いや。何とかしたいの。……蘭々姫ひめに脅おどされているんでしょう？」

　核かく心しんをつくと、翡翠はきゅっと口元を引き締しめた。

「いいえ」

「翡翠、わたし知ってるのよ。あなたが蘭々姫に弱みを握にぎられているって」

　それは薔瑛に聞いた話だった。蘭々が取り巻きの姫に話をしていたのを聞いたそうだ。

　蘭々は〝翡翠姫の弱みを握っているから、彼女は私に逆らえない。煌翔様の后こう妃ひになるには、翡翠姫が邪じや魔まだわ。必ず麗華宮から追い出してやる〟と話していたらしい。

　翡翠がはっとしたように、こちらを見つめた。

「そんなの噓うそよ」

「噓じゃないわ。蘭々姫があなたの弱みを握っているって事はわかったけど、それが何かまではわからなかった。翡翠、脅されているから、蘭々姫をたしなめられないんでしょう？」

　翡翠は無言だった。こんな態度をとられるだろうと予想はついていた。

　大きく息を吸い込んで、翡翠の両りよう肩かたに手を置き、ぐっと摑つかむ。

「よく聞いて。宴まであと二十日ほどよ。だけど準備はほとんど進んでいない。料理もお酒も手配はいまからだし、宴で披ひ露ろうする舞踏の練習にも人が集まらない。他国の皇族方がいらっしゃる宴でもし不ふ手て際ぎわがあれば、すべて麗華宮の主人である煌翔様の責任になるのよ」

　翡翠が目を伏ふせて、唇くちびるを嚙かみしめた。

「そんな事はあなたが一番よくわかっているはず。このままではそうなる可能性が高いわ。翡翠は麗華宮の代表である貴き妃ひよ。貴妃は主人である煌翔様の為ために尽つくすのが仕事のはず」

　あえて厳しい言葉を選んだ。翡翠はよくも悪くも意志が強い。

　一度言わないと決めたなら、ちょっとやそっとでは事情を話してくれないだろう。

　だったら、責任感の強い彼女の感情を揺ゆさぶるしかないと思った。

「それなのに、あなたは準備の邪魔をする蘭々姫に何も言わない。いまのままではあなたもこの麗華宮の姫達も、そして煌翔様もみんなとてもまずい状じよう況きようにおかれてしまう」

　目をしっかりと見つめた。そして優やさしい声色を心がけて、ゆっくり語りかける。

「わたしはあなたの力になりたい。煌翔様の為にも、事情を話して。絶対に何とかしてみせる……とは言えないけど、できるだけの事をするわ」

　精いっぱいの思いが伝わるように、言葉を尽くした。

　翡翠はじっと目を見つめたまま、何かを考えているようだった。

「……凜莉には、敵かなわないわね」

　声からは力が抜ぬけたように感じた。翡翠は居住まいを正して、こちらに向き直る。

「黙だまっていてごめんなさい。でも、私だけの問題ではなくて、誰だれにも言えなかったの」

　ようやく、気持ちが通じたようだとほっとした。

「蘭々には確かに弱みを握られているわ。実は、彼女は私の父が不正を行ったっていう証しよう拠こを持っているの」

「え!?　翡翠のお父様って宰さい相しよう様？」

　宰相の壬じん功こう徳どくの顔を思い浮うかべる。口うるさく、翡翠を煌翔の妻にしたいと強ごう引いんな態度を取る時もある。しかし皇こう帝ていの信しん頼らいも厚く、そう悪い人ではない。それが彼の印象だ。

「ええ。蘭々は、父がある省から不正にお金を受け取ったという証拠を持っているの。宰相だけが使う桔き梗きようの花のすかしが入った紙に、父の字で受け取った金額と署名が入っていて。私も見せてもらったけど、確かに父の字だったわ」

「そんな……宰相様がそんな事をするなんて信じられない」

　素す直なおな気持ちを口にすると、翡翠が頷いた。

「私もそう思ったわ。だから父に直接聞いたの。父は不正にお金を受け取った事なんてないと言うの。娘むすめの私が言うのもなんだけど、確かに父はそんな事をする人ではないわ。案外気が小さいから、不正なんてとてもできないと思うの」

「でも、その証拠の紙に書いてあった字は宰相様のものなんでしょう？」

「ええ。だけど、どうもおかしな感じがして。もしかしたら、あれはねつ造された偽にせ物ものではないかと思っているの」

　目を見張ると、翡翠が口元に手を当てた。

「だけど証拠の紙を見たのは一度だけで、それが偽物かどうか確かめるすべはないわ。父が噓をついているのだとしたら、どうしようもないし。……あれから父にまた、その不正の証拠の事を聞かれたけど、私の勘かん違ちがいだったと説明したわ。あれが本物であれ偽物であれ、父が出張ってくると事が大きくなってしまうから」

　宰相か蘭々のどちらかが噓をついている可能性が高い。どちらが噓をついていたとしても、娘として、そして麗華宮をとりまとめる貴妃として、翡翠が苦しむ結果となるだろう。

　事情を聞いて、ようやくいままでの翡翠と蘭々の言動が理解できた。

「それで、蘭々姫に逆らえないでいるのね」

　翡翠が小さく頷うなずいた。

「いまのままではまずいとわかっていたの。だけど、父の事を考えるとどうしようもできなくて。もしあれが表に出たら、父が罪に問われる可能性は高いわ。蘭々の気持ち一つで、父が牢ろうに入れられるかもと思うと……」

　翡翠が肩かたを震ふるわせて俯うつむいた。その背中をそっと撫なでる。

「凜莉。いままで黙っていてごめんなさい。でも、父の事を考えると、いくらあなたでも言えなくて……。苦しかった……！」

　翡翠の弱った姿を見るのは初めてだ。彼女の友達として、何とか力になりたい。

　何より、煌翔の為にも雅が香こう会かいを成功させたかった。

「翡翠。大だい丈じよう夫ぶよ。……わたし思ったんだけど、その証拠を何とか手に入れられないかしら。そうすれば蘭々姫に対して弱みがなくなるわ。それにその証拠が本物かどうかじっくり調べる事もできる」

「無理よ。どうやって手に入れるの？　蘭々はそう簡単には渡わたさないわ」

　顔を上げた翡翠に見つめられて、頭を必死に巡めぐらせる。

　実はある方法を思いついていたが、さすがにそれを実行するのは無理だとわかっていた。

　それでも、目の前で涙なみだを浮かべている翡翠を何とか救いたいという気持ちが口を開かせた。

「……大事な証拠だもの。持ち歩いたり、誰かに預けたりはしていないと思う。きっと彼女が住む淑しゆく妃ひ宮ぐうに隠してあるわ。────忍しのびこんで探したら、見付けられるかもしれない」

　胸に手を当てると、翡翠が慌あわてて首を振ふった。

「馬ば鹿かな事を言わないで！　淑妃宮には護衛の兵がいるわ。それに聞いた話だと蘭々は最近用心深くなったらしくて、女官に居室を見張らせているらしいの。とても忍びこむなんて……」

　無む茶ちやな考えだとわかっていた。捕つかまったらどうなるか想像するだけでも、震えが走る。

　それでも他ほかに方法を思いつかなかった。

「女官に居室を見張らせているのなら、そこに大事なものを隠かくしてある可能性が高いわ。翡翠、心配なのはわかってる。わたしだってとても怖こわいわ。だけどこのままでは麗華宮はめちゃめちゃよ。わたしは……翡翠が泣くところも煌翔様が困るところも見たくない」

　麗華宮の対立を何とかしたかった。その為にはできる事をするしかない。

「翡翠。雅香会を成功させましょう。微び力りよくだけど、わたしも手伝うから」

　両手を握り合い、目と目を合わせて、ゆっくり微笑ほほえんだ。
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　麗華宮の庭に来た凜莉は、どきどきする胸を何とかなだめた。

　庭の隅すみには、部下らしき軍人二人と話をしている我嵐がいる。

　話が終わるまでじっと待って、意を決して声を上げた。

「我嵐大将軍、少しよろしいですか？」

　声をかけるのは、人生で最大級の勇気がいった。こちらに顔を向けた我嵐が、目を見張る。

「……何かご用ですか？」

　頷くと、我嵐は軍人達に目配せした。

　彼らは心得たように、その場を離はなれる。

　右手にある大きな木の下に移動するよう手で促うながすと、我嵐は何も言わずそちらに足を向けてくれた。木の下は日ひ陰かげになっていて、爽さわやかな風が吹ふいていた。

　辺りに誰もいない事を確かく認にんして、我嵐がこちらを見つめる。

　黒くて鋭するどい瞳ひとみに吸い込まれる気がした。

　彼には告白された。好きだと言われて抱だきしめられた。それ以来、こうして面と向き合って話をするのは初めてだ。彼の気持ちをどう受け止めていいのか、いまでもわからない。

　彼の事はとても好きだ。

　頼たよりがいがあって優しくて、彼が困っているなら助けたいと思う。

　だけど、それが恋こいなのかと聞かれると首を傾かしげてしまう。

　自分の気持ちがわからなくて、彼が帰ってきてからも避さけてばかりいた。

　しかしいまのままではいけないと、わかってもいた。

「あの……我嵐……」

　彼の顔が見られなくて俯いた。

　顔がかっと赤くなって、心臓が口から飛び出そうなほど緊きん張ちようする。

「……凜莉。どうかしたのか？」

　心臓がばくばくしていたが、ふいに聞こえた我嵐の声は、いつものように優やさしくて明るいものだった。驚おどろいて顔を上げると、穏おだやかな我嵐の笑え顔がおがある。

（あれ？　何かいつも通りだわ。何もなかったみたいな顔だけど、あれ？　あれ？　告白されたのって、まさかわたしの妄もう想そうじゃないわよね？）

　そう疑ってしまうほど、我嵐は普ふ段だん通りだった。

「もしかして、雅香会の事か？　準備がなかなか進んでいないようだが」

　心配そうな顔付きの我嵐に思わず頷いた。何とか気を取り直して、本題に入る。

「ええ。翡翠姫ひめの取り巻きの姫達と蘭々姫の取り巻きの姫達が対立してて」

「そうみたいだな。湖蘭国から帰って来たら、麗華宮の雰ふん囲い気きが悪くなっていたから、心配していたんだ。俺も国境から帰ってきて調べてみたが、どうやら蘭々姫が翡翠姫にずいぶんきつい態度をとっているようだな。あの二人は何があったんだ？」

　実はその事で彼に相談があったのだが、どう話せばいいかと躊ちゆう躇ちよした。

（淑妃宮に忍びこむのに協力してほしくて来たんだけど……。宰相様の不正の証拠を蘭々が持っているなんて、わたしが話していい事ではないわよね。翡翠だって誰にも知られたくないから黙ってたんだし。でも我嵐の協力なしでは計画は成功しないわ）

　我嵐は口が堅かたいというのはよくわかっていたが、それでも翡翠の秘密を話すのはためらわれた。うまく真実を隠して協力を頼たのめないかと思って考えていたものの、我嵐を前にしたらどう切り出していいかわからなくなった。

「……凜莉。何か知っているんだな」

　鋭い問いかけに、うっと言葉に詰つまった。

「あの……それは、その……」

「麗華宮の対立の原因を知って、それを解決したいと思っている。その為ために何かしようとしていて、俺に協力してほしいと頼みに来たが、その原因が……そうだな。凜莉にとって大切な人に関かかわる事だから、口にしていいかどうか迷っている。違ちがうか？」

　目を丸くして、我嵐を見つめた。

「困っているなら話してみろ。俺は何をすればいいんだ？」

　我嵐の男らしい笑みは頼りがいがあった。問題が大きすぎて、一人では対処が難しくて頭を悩なやませていたので、その笑みに背中を押された気がした。

（我嵐は宮きゆう廷ていで一番信用できるし、何よりわたし一人では計画は実行できない。こんな風に言ってくれているし、彼に協力を求めるなら真実を話した方がいい。……翡翠、ごめんなさい）

「ここだけの話にしてほしいんだけど……」

　意を決して、翡翠から聞いた話を聞かせた。

　すべて話し終わると、我嵐が眉まゆ根ねを寄せる。

「宰さい相しよう……功徳様が賄賂わいろをもらったというのか？　それはちょっと考えにくいな」

　我嵐が顎あごに手を当てた。

「功徳様は煌翔様の結けつ婚こんに口うるさく言うが、根は悪い人ではない。陛下にも忠誠を誓ちかっておられる。それに功徳様は神瑞国で一、二を争う財産家だ。金はあまるほど持っているはずだから、いくばくかの賄賂をもらって地位を脅おびやかすような真似まねをするとは思えない」

　我嵐が小さく息をついた。

「だが、もしその証しよう拠こが表に出たらまずい状じよう況きようになるだろう。前にも話したが、俺も昔、不正を行ったと言われて投とう獄ごくされた事がある。ある男が俺が賄賂をもらっているのを見たと証言したんだ。あの時は煌翔様が助けてくださったんだが」

　その話は聞いた事があった。それから我嵐は煌翔に一生従うと決めたらしい。

「あの時も、その男は証拠として俺が賄賂を受け取ったという覚え書きを出したんだ。筆ひつ跡せきはまったく違うしかなり雑に作られた偽にせの証拠だったが、それでも一度表に出ると覆くつがえすのは難しかった。功徳様の筆跡で書かれているというなら、扱あつかいに注意しないとまずい事になる」

　どうまずくなるかは、言われなくてもわかっていた。

「わたしもそう思うわ。水面下で証拠を手に入れて調べる必要があると思うの。それで……無む謀ぼうだって言われるとわかっているんだけど、淑妃宮に忍びこんで探そうと思っていて……」

　我嵐が啞あ然ぜんとした表情になった。こんな顔をされると予想はしていた。

「何を馬鹿な事を言っている！」

　我嵐が声を荒あららげるのは珍めずらしい事だった。とんでもない事をしようとしているのは、よくわかっている。首を竦すくめつつも、何とか口を開く。

「でも証拠を手に入れないと、それが偽にせ物ものなのか調べる事もできないわ。だけど蘭々姫が素す直なおに渡わたしてくれるとは思えないし。それに証拠がこちらの手にあれば、もう翡翠姫が蘭々姫に気き後おくれする必要はないわ。翡翠姫が蘭々姫をたしなめられれば、雅が香こう会かいの準備も進むと思うの」

　いろいろ考えた末に、これしか証拠を手に入れる方法はないという結論に至った。

　我嵐が心配そうな表情で首を振ふる。

「危険だ。見つかったらどうする。俺が忍しのびこんで証拠を見付けてこよう」

「それはいけないわ。我嵐は淑しゆく妃ひ宮ぐうには出入りできるけど、部屋に無断で入る事は許されていないでしょう。もし見つかったら牢ろうに入れられるわ。わたしだったら、まだ言い訳ができるはずよ。だから我嵐には、わたしが淑妃宮に入る時に、見張りの兵の目をそらしてほしいの」

　胸に手を当てると、我嵐は唇くちびるを引き締しめた。

「しかし、それでうまく門の中に入れたとしても、淑妃宮はそれなりに広いぞ。その証拠が隠してあるのがどこかわからないと、探し出すのは難しいだろう」

「大事な証拠だから、なるべく手元に置いておいて、いつでも確認できるようにしているはずよ。蘭々姫は最近用心深くなったらしくて、女官に居室を見張らせているんですって。きっと証拠をそこに隠しているんだと思う」

　口元に手を当てると、我嵐が腕うで組ぐみをした。

「……蘭々姫の居室か。だがその居室の場所がわからないだろう。俺も警備で淑妃宮の庭に入った事はあるが、建物には入った事がないから居室がどこにあるのか知らないんだ。探すのに手間取るとまずいぞ」

「わかっているわ。蘭々姫の居室の場所は、忍びこむ前に調べられると思うわ。考えがあるの。わたしが居室を捜そう索さくするから、我嵐はもし何かあった時の為に、近くで待機していて。雅香会を成功させる為にも、お願い」

　見つかったらまずいどころの騒さわぎではなくなるだろう。それでも翡翠を何とか助けたい。

　そして煌翔の為にも雅香会を成功させたい。

　その思いに突つき動かされて、勇気を振り絞しぼって立てた計画だ。

「煌翔様にはこの事は？」

「……言っていないわ。雅香会の準備で忙いそがしくされているし。それに話してしまったら、煌翔様に宰相様が不正をしているかもしれないという事も伝えなくてはならなくなる。翡翠はそれを望まないと思うの」

　俯うつむくと、我嵐がしばらく考え込んだ。

「俺を頼りにしてくれたんだな」

　小さな声は聞き取れないほどだった。

「え？　いま、何て？」

　首を傾げると、我嵐は小さく首を振った。

「いいや。何でもない。……凜莉、絶対に無理はしないと誓えるか？　もし見つかりそうになったら、すぐ逃にげるんだぞ。俺が近くにいるから駆かけてこい。約束できるか？」

　じっと目を見つめられて、頷うなずいた。

「約束するわ。わたしだって、これが命いのち懸がけだってわかっている。淑妃宮の中にある蘭々姫の居室を調べて、何も見つからなかったらすぐに出るわ」

　我嵐が仕方なさそうに息をついた。

「わかった。まったくお前は無む茶ちやするんだから。……まあ、それがいいところだが」

　どうやら褒ほめられているようだ。微笑ほほえむと、我嵐が目を見張った。

「……？　どうしたの？　我嵐」

　目をそらした我嵐に首を傾かしげた。

　彼は息を調ととのえるように深呼吸し、再びこちらを見つめる。

　その目が────熱を帯びていた。

　それが告白された時の彼の目と同じだと気づいて、一気に顔が赤くなった。

「あ、わたし、じゃあ、これで……」

　慌あわてて俯いて、その場を離はなれようと彼に背を向けた。

　だが我嵐の右手がぐっと腕を摑つかむ。そしてそのまま引き寄せられた。

　彼の大きな腕に抱だきしめられるのは、二度目だ。

　彼の香かおりは大らかで、心地ここちいいものだった。

　その香りを間近で嗅かぎ、心臓が爆ばく発はつしそうに鼓こ動どうを打つ。

「が、我嵐！」

　思わず声を上げると、抱きしめている腕の力が更さらに強くなった。

「……俺は大将軍をやめる覚かく悟ごだ」

　そのひと言は告白された時よりも衝しよう撃げきだった。

　彼の顔が見たくて身じろいだが、それを阻そ止しするように強く強く抱きしめてくる。

「お前が好きだ。その気持ちに偽いつわりはないし、こんな気持ちのまま、煌翔様に仕えるわけにはいかない。────雅香会が終わってからでいい。お前の気持ちを聞かせてくれ。どんな答えでも俺は受け入れるから」

　抱きしめられた腕は熱く、言葉は火傷やけどしそうに激しい情熱がこもっていた。

　どうしていいかわからなくて、あたふたしていると、我嵐がそっと腕を放した。
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　愛いとしげな目で見つめられ、そっと頰ほおに手を当てられる。

「お前を困らせたいわけではない。お前を応おう援えんしたいと思っている。俺の気持ちを知ってくれて、ありがとう」

　風のようにふわりと、我嵐の言葉は心に響ひびいた。
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　凜莉は、再び麗華宮の裁さい縫ほう部屋に来ていた。

　こっそり入り口から覗のぞくと、数人の姫ひめと談だん笑しようしながら刺し繡しゆうをする薔瑛の姿があった。どうやら薔瑛が姫達に刺繡を教えているようで、和気あいあいとした雰ふん囲い気きが部屋に流れている。

　どう声をかけようか戸と惑まどっていると、薔瑛がこちらに気づいたようで、口を開いた。

「みなさん。用事を思い出しましたので、少し席を外します」

「まあ、薔瑛姫がいらっしゃらないと、わからないところを教えて頂けないわ」

「ええ。薔瑛姫の刺繡は麗華宮一といってもいいほど素す晴ばらしいものですし」

　困ったような表情の姫達に向かって、薔瑛が微笑む。

「申し訳ございません。すぐ戻もどります。それまで休きゆう憩けいなさっててくださいませ」

　薔瑛が頭を下げて立ち上がり、こちらに近づいてきた。戸に身を隠かくして、出てきた薔瑛のあとに続いて歩く。そのまま少し離れた場所まで来ると、薔瑛が振り向いた。

「凜莉姫。何かご用ですか？」

　やや頰を紅潮させている薔瑛に、笑えみを浮うかべた。

　周りを見回して人がいない事を確かめると、そっと声を潜ひそめる。

「お願いがあるんです。まず聞きたい事があるんですが、淑妃宮に入った事はありますか？」

　単刀直入に聞くと、薔瑛は不思議そうな顔をしつつも頷いた。

「はい。一度蘭々姫に招待されてお茶を頂いた事があります」

「では、淑妃宮のどこに蘭々姫の居室があるかわかりますか？」

　薔瑛が怪け訝げんな顔をした。

「わかりますけど、どうしてそんな事を聞くんですか？」

　一いつ瞬しゆん悩なやんだが、先日薔瑛が麗華宮の対立をなくしたいと話した時、噓うそをついている〝香り〟はしなかった。人の感情さえ嗅ぎ分けられる絶対嗅きゆう覚かくは、こんな時に何よりも信用できる。

　だから彼女に協力してもらう為ためにも、真実を話すべきだと思った。

「……翡翠姫が蘭々姫に脅おどされているって話をしてくれたでしょう。その脅されている原因の、ある証しよう拠こを見付けようと思うんです」

　さすがに、翡翠の父親の不正の証拠だというのは口にはできなかった。

　薔瑛が目を見開いて、口元に手を当てる。

「いったい、どんな証拠ですか？　それにそれってもしかして、蘭々姫のお部屋に忍しのびこんで探すって事ですか？　そんな事をしてもし見つかったら……！」

「いまはまだ詳くわしい事は言えないんです。わたしもこんな事をするのは気が進みません。正直に言うと、怖こわいです。でもいまの状じよう況きようを何とかする為には、それしか手はなくて。お願いです。蘭々姫の居室が淑しゆく妃ひ宮ぐうのどこにあるか教えてください」

　頭を下げると、薔瑛は首を横に振ふった。

「いいえ。そんな事はできません。危険ですもの。凜莉姫がもし捕つかまったら、私は……」

　心配してくれているのが、よく伝わってきた。顔を上げて、薔瑛の目を見つめる。

「いまのままでは、麗華宮は分ぶん裂れつしてしまいます。雅が香こう会かいの宴うたげだってどうなるかわかりません。蘭々姫は舞ぶ踏とうの責任者ですが、ぜんぜん練習していないと聞きました」

　薔瑛が胸に手を当てて、俯うつむいた。

「それは……確かにそうです。舞踏で使う衣装の準備はこっそり進めていますが、蘭々姫達は舞踏場に集まってもお喋しやべりばかりで。このままでは宴で舞踏を披ひ露ろうできないと珠華姫に注意されても、練習ができないのは翡翠姫のせいだと言われるばかりで」

　蘭々は宴の舞踏をわざと失敗して、翡翠にすべての責任を押しつける気なのかもしれない。

　他国の皇族達も集まる宴でそんな事をすればどうなるか、わかっていないのだろうか。

「宴を成功させる為にも、蘭々姫の暴走を止める必要があります。その為には、その証拠を手に入れなくてはなりません。これは誰だれかがやらねばならない事なのです。だからお願いします。協力してください。麗華宮の為に」

　じっと見つめて説得すると、薔瑛は動どう揺ようしたように目を泳がせていた。

　だがしばらくしてから、ようやくこちらに視線を向ける。

　その目には、強い意志が見え隠れしていた。

「無む茶ちやはしないでくださいますか？」

　気き遣づかうような声に、そっと頷いた。
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　蘭々が住む淑妃宮は、麗華宮の正門から出て、すぐのところにあった。

　凜莉は香妃宮に戻るふりをして麗華宮を出て、淑妃宮の門が見えるところまで来ていた。

　宮の行き来には護衛と女官が付き添そう決まりだが、今回はそれを何もかも知っている我嵐と涼果が引き受けてくれた。

　我嵐と顔を合わせるのは恥はずかしかったが、彼は人前では普ふ段だん通りに接してくれた。

　まだ彼の前に立つとどきどきしてしまうが、いまは雅香会を成功させる事にだけ集中しようと気を取り直す。近くの植え込みに隠れると、我嵐が予定通り、淑妃宮の門番に近づいた。

「ちょっと話がある。こっちに」

　手招きで彼らを誘さそい、門の左手に立つ。我嵐が門の方を向いたので自然と門番は向かい合い、門に背を向ける形になった。我嵐が彼らと話をしながら、ちらりとこちらに目で合図する。

「いまだわ。涼果。ここで待っていて」

「はい。凜莉様。お気をつけて」

　涼果の声せい援えんを背に、植え込みに隠れながら門の方へと移動した。こちらに背を向けている門番達に目をやる。二人とも、大将軍である我嵐の話を直立不動で聞いていた。

　彼らの背後を通って、素す早ばやく門の中に入る。

　心臓は大きく鼓こ動どうを打っていて、それが門番達に聞こえるのではないかとひやひやした。

　足も身体からだも小刻みに震ふるえていたが、そんな自分を心の中で叱しつ咤たする。

（しっかりして。わたし！　大だい丈じよう夫ぶよ。わたしには絶対嗅覚がある。人が近くにいたら、香かおりですぐに気づけるわ）

　一度深呼吸して、気持ちを落ちつかせた。そして鼻に意識を集中させつつ、足を進める。

　門から入ってすぐのところに広い庭があった。庭には、幸い人はいない。

　杉すぎの香りに包まれた淑妃宮は右手にあり、左手には高い塀へいがそびえている。

「薔瑛の話では、この庭を突つっ切った奥に、蘭々姫の居室があるらしいわね」

　身を低くしながら、庭の植え込み沿いに進んでいく。

　人がいる香りがしてきたので、すぐに動きを止めて植え込みに身を隠した。

「……蘭々姫はしばらくお留守だから、いまのうちにお掃そう除じを」

「ええ、もし帰っていらした時にお掃除が終わっていなかったら、叱しかられるわ」

　女官達が慌あわてた様子で、庭を歩いていた。彼女達が通り過ぎるのを息を殺して待つ。

「蘭々姫はしばらくお留守って事は、我嵐の情報は正しかったんだわ」

　我嵐から、今日は後宮御ご用よう達たしの装そう飾しよく品を取り扱あつかう問屋が来るので、蘭々は麗華宮に行くはずだと聞いていた。蘭々は装飾品が好きらしく、その問屋が来る時は朝から晩まで買い物を楽しむらしい。だから今日なら、淑妃宮で捜そう索さくがしやすいかもしれないと教えてくれたのだ。

「薔瑛姫が教えてくれた蘭々姫の居室は……」

　慎しん重ちように歩を進めていき、女官が庭を通るたびに息を詰つめて、身を隠した。

　一生分の勇気と気力を振り絞しぼり、何とか足を進めて庭の奥の方まで行くと、二人の女性が庭に面した廊ろう下かに座っていた。彼女達の背後には、頑がん丈じようそうな戸がある。

「あれだわ……！」

　彼女達は女官のようだ。おそらく蘭々の居室を見張っているのだろう。

　手になぎなたを持ち、背筋をしゃんと伸のばしている。

　ぴんと張った緊きん張ちよう感かんが、彼女達から伝わってきた。植え込みに隠れつつ、腰こしに下げていた布ぬの袋ぶくろから小さな香こう炉ろを取り出す。風を計算しつつ、包みから練り香を取り出して、手早く火をつけた。わずかに上がった白い煙けむりが、風に乗って見張りの女官達の方へ流れていく。

「う……！」

　眠ねむり香の効果はすぐに現れた。小さなうめき声を上げて、女官が倒たおれたのだ。

「うまくいった……」

　ほっと息をつきつつ、辺りを見回してから部屋へと近づく。

　見張りの女官達の顔をのぞき込み、眠っているのを確かく認にんした。

「ごめんなさい。しばらくしたら目が覚めるので許してください」

　頭を下げてから、戸に近づく。そっと手をかけると、戸がゆっくりと開いた。

　中は薄うす暗ぐらかった。広い居室には高価そうな調度品が溢あふれている。

　豪ごう華かな居室だが、どこか寒々しく感じて、ぶるっと身を震わせた。

「証拠はどこかしら……」

　緊張と恐きよう怖ふで心臓がどくどくと脈打っていたが、深呼吸して何とか落ちついた。

　そして鼻に意識を集中させる。蘭々の居室なので、彼女の香りが充じゆう満まんしていた。

　よく香りを嗅かいでいると、居室には何カ所か蘭々の匂においが濃こい場所があると気づく。

「彼女がよく座っている場所。彼女がお茶を吞のむ場所。くつろぐ場所。そして……」

　隅すみにある飾かざり棚だなの前で立ち止まる。何の変へん哲てつもない古い飾り棚だ。

　高価な調度品が溢れている居室で、唯ゆい一いつ質素な作りのものだった。棚に飾られているのも、紙で造った花や古びた茶ちや碗わんなどで、ここだけ雰ふん囲い気きがやや違ちがっていた。蘭々の居室の印象からすると、あまり好きな飾り棚ではないだろうに、彼女の匂いがきつく残っている。

「ここに座って、何度も飾り棚を触さわっているみたい。それも最近」

　座って、飾り棚に手を触ふれてみる。棚を触っていると、ふいに違い和わ感かんがあった。

　目には見えないが、手の感かん触しよくは棚の隅に段差があると伝えていた。

「何かあるみたいね……」

　手で探さぐると、ガタッと音がした。

　驚おどろいていると、どうやら隠かくし棚になっているようで、板の部分に穴が空いている。

「もしかしたら、ここに……」

　どきどきしながら、手を入れてみた。

　そうすると何かが手に触れる。それを握にぎって取り出すと、三つに折られた紙だった。

　緊張して紙を開くと、宰さい相しようが使うとされる桔き梗きようの花のすかしが入っていた。

　そこには自分だったら一生遊んで暮らせるだろう金額と、壬功徳という署名が入っている。

　その金額を香道省から確かに受け取ったと書かれてあった。

「これだわ……！」

　まず最初にしたのは紙の香りを嗅ぐ事だった。絶対嗅きゆう覚かくを持つ自分なら、香りから多くの情報を読み取れる。紙からは蘭々の香りがした。そして……。

「木蓮の、香りがする────」

　闇やみの足音がひたひたと忍しのび寄ってくる光景が頭に浮うかんで、背筋がぞっとした。







　蘭々の居室にあった宰相の不正の証しよう拠こから、木蓮の香りがする。

　それがいったい何を意味するのか想像して、凜莉は唇くちびるを震わせていた。

「落ちついて。湖蘭国から帰って来た時、蘭々姫ひめから木蓮の香りがしていたわ。あの時から、彼が蘭々姫と関かかわっているかもと気づいていたじゃない。いまさら、どうしてこんなに泣きそうになるの……！」

　そのあとは蘭々から木蓮の香りはしなくなったので、何かの間違いだと思いたかった。しかしこの証拠からも彼の香りがしたのなら、木蓮が蘭々と接触しているのは間違いないだろう。

「この証拠は偽にせ物ものの可能性もある。もし木蓮が偽の証拠を用意した張本人だとしたら……？」

　一つの可能性ではあったが、口にしたらそれが真実ではないかという気持ちが強くなった。

　翡翠から蘭々が不正の証拠を持っていると聞いた時から、ずっと違和感があった。

　証拠の紙は、宰相だけが使う桔梗の花のすかしが入ったもので、筆ひつ跡せきも確かに父のものだと翡翠は言っていた。もし蘭々が翡翠を陥おとしいれる為ために用意したものだというなら、完かん璧ぺきすぎた。

　しかし、これを用意したのが木蓮だとしたら、納なつ得とくはいく。

　完璧主義の木蓮なら、これだけのものを用意する事は可能だろう。

「もしそうだとしたら、この証拠が偽物だと証明するのは難しいわ。木蓮が蘭々姫と繫つながっているという手がかりを探さなくては」

　気を取り直してもう一度鼻に意識を集中させた。紙の香りを嗅いで、ふとある事に気づく。

「あれ？　これって……」

　呟つぶやくと同時にがらっと背後の戸が開いた。

　驚いて振ふり向くと、勝ち誇ほこった様子で笑う蘭々がいた。

「何をしているのかしら。凜莉姫。あなたを淑しゆく妃ひ宮ぐうに招待した覚えはないけど」

　普ふ通つうなら人が近づいてきたら香りでわかるのに、証拠を探るのに集中していて、気づけなかったようだ。数人の姫を従えた蘭々は、驚いた様子もなく部屋に入ってくる。

　その中には、目を見開いている薔瑛の姿もあった。

　彼女には今日ここに忍びこむ事は伝えていない。だから驚いているのだろう。

　突とつ然ぜん現れた蘭々を見て頭は混乱していたが、薔瑛に黙だまっているよう目で合図する事は忘れなかった。

　いまの様子だと、薔瑛が淑妃宮の様子を教えてくれた事を蘭々は知らないようだ。だったら、いま薔瑛が何か言ったら、彼女も罰ばつを受ける事になるだろう。それだけは避さけたかった。

「その手にあるものを返してちょうだい」

　蘭々が腰に手を当てた。どうしたらいいかと、必死で周りを見回した。

（ここで返したら、もう手に入れられないかもしれない。この証拠をもっとよく調べて、何とか偽物だって証明しなくては。その為には……）

　何とか息を調ととのえて、証拠を懐ふところの奥深くに入れ込んだ。

　危機の時に慌てふためいているだけでは、問題は解決できないとわかっている。冷静にと頭で唱えつつ、さっと立ち上がり、そのまま蘭々と姫達の間をすり抜ぬけるように走り出した。

「待ちなさい！」

　蘭々の声が聞こえたが、速度は緩ゆるめなかった。戸の辺りにいた姫達にぶつかりながら、何とか外に出る。無我夢中だったので、誰だれにぶつかったのかもわからない。

　とにかく逃にげるのに必死だった。蘭々の怒ど鳴なる声を背にしながら走ろうとすると、誰かが腕うでを摑つかんだ。みると、さきほど眠らせた女官だ。彼女は頭を押さえつつ、こちらを睨にらみつけた。

「侵しん入にゆう者です！　みなさん、お集まりくださいっ」

　女性の力とは思えないほど強かった。庭と廊下に女官達がどんどん集まってくる。

（まずいわ……！）

　心で叫さけんで真っ青になっていると、庭の方から誰かが駆かけてきた。

「何事ですか！」

　その声が聞こえて、思わず心の中で安あん堵どした。振り返ると、門番を連れた我嵐だ。

「声がしたので、警備の責任者として淑妃宮に入らせて頂きました。いかがされましたか？」

　蘭々が一いつ瞬しゆん何かを考えるように、目を彷徨さまよわせた。

　そして、口元に嫌いやな形の笑えみを浮かべる。

「……凜莉姫が私の部屋に勝手に入り込んだの。翡翠姫の差し金よ。だって、私は宰相様が賄賂わいろを受け取った証拠を持っているんですもの！」

　高らかに宣言するように、蘭々が声を上げた。勝ち誇った表情で、こちらを指さす。

「私はその証拠を翡翠姫の部屋で偶ぐう然ぜん手に入れたの。どうしていいかわからなくて、翡翠姫に相談したら、少し考える時間をちょうだいと言われたわ。だから部屋で保管していたのに、翡翠姫は凜莉姫に命じてそれを盗ぬすませたのよ！」

　思わず目を見開いた。蘭々は完全に翡翠を追い詰める方向で気持ちを固めたようだ。

　辺りがざわっとした。女官達は何も知らなかったのだろう。我嵐が連れて来た門番達も、顔を見合わせて眉まゆ根ねを寄せている。我嵐が冷静な顔付きで、こちらに手を差し出した。

「……では、凜莉姫の取り調べはこちらでします。証拠が本当に出てきたら、すぐにお知らせしますので」

（よかった……。このまま我嵐に連れ出してもらえれば、証拠をこっそり隠せるわ。近くにいてもらって助かった……）

　ほっとして、我嵐に向かって一歩踏ふみ出そうとした。

「どうかなさったんですか？」

　涼すずやかな声が聞こえて、目を瞬またたかせた。振り向くと、見た事のない男性が立っている。

　男性は数人の兵を従えていて、鉄の胸当てをしている事や腰こしに剣けんをさしている事から軍人だと思われた。だが彼の風ふう貌ぼうはとてもそうは見えない。細身で優やさしげな顔立ち。品のある佇たたずまいはまるで学者のようだ。二十代後半ぐらいで整った顔付きの彼は、長い黒くろ髪かみを一つにまとめている。

　我嵐が彼を見て、眉根を寄せた。

「羅ら来らい殿どの……」

　どうやら知り合いのようだ。しかし我嵐の顔付きからすると、あまり会いたい相手ではないらしい。羅来と呼ばれた男は、軽くお辞じ儀ぎした。

「これは我嵐大将軍。雅が香こう会かいの警護の補ほ充じゆうの為に、国境警備からさきほど戻もどって参りました。さっそく陛下から、雅香会では宴うたげで舞ぶ踏とうの警備を行うよう命じられましたので、蘭々姫に詳しよう細さいを伺うかがいに参りました。淑妃宮に入る許可は得ておりましたので、お邪じや魔ま致いたしました」

　丁てい寧ねいな挨あい拶さつだが、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな感じがした。年は我嵐より上のようだが、身分としては大将軍である我嵐が上だろう。しかし、羅来からは我嵐を下に見ている感じがありありと窺うかがえる。

　羅来はぐるりと辺りを見回した。

「何かもめ事のようですね。どうかなさったのですか？」

　優しい笑みだが、どうも何かを含ふくんでいるような気がした。我嵐がきつい眼まな差ざしを送る。

「こちらで処理できます。羅来殿は、ご自分の仕事をされてください」

　初めて聞くような冷たい声だった。我嵐から緊きん張ちようした時に発せられる〝香かおり〟がする。

　よほど羅来の事が嫌きらいなのかと思ったが、それともまた違ちがうと思い直す。

　我嵐が羅来に向けている香りは、敵を前にした時のものだ。

「そういうわけにはいきません。……おや、そちらはもしかして、凜莉姫ですか？」

　羅来に名前を呼ばれて、目を瞬かせた。

「お噂うわさはかねがね。僕は豪ごう羅来。我嵐大将軍のいとこなんです。麗華宮で調合をされているとか。僕も香にはかなりうるさくて。香道省で香士となるか、家か督とくを継ついで軍人になるか迷ったほどなんですよ」

　にこやかな笑みは、正直に言うとうさんくさい感じがした。

　いとこだというが、誠実な我嵐とはずいぶん印象が違う。それに我嵐がこれだけ警けい戒かいしているという事は、油断してはならない人物ではないかと思った。

　そのせいでどう挨拶していいか躊ちゆう躇ちよしていると、羅来はくすりと笑って近づいてきた。

「おっと、失礼」

　目の前まで来ると、羅来がふらりと倒たおれ込みそうになった。

「あっ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　とっさに手を差し出して、彼を支える。羅来はすぐに身を起こして微笑ほほえんだ。

「申し訳ありません。たちくらみがしました。国境から早馬で休みもとらずに帰って来たので疲つかれているようです。それにしても、凜莉姫はお優しい。香という共通の趣しゆ味みもあるし、あなたは煌翔様のお気に入りだと聞いています。ご挨拶できてよかった」

〝煌翔様のお気に入り〟という余計なひと言で、蘭々から嫉しつ妬とに満ちた視線を向けられた。

　ぴりぴりとした雰ふん囲い気きの中、羅来は小さく息をつく。

「……ああ、ところで、いまそこでとんでもないものを拾ったんですが」

　羅来がさしたのは、彼が来た方角だ。彼はどうやら裏口から入ってきたようで、蘭々の居室の前を通って、廊ろう下かを進んできたようだった。

　羅来は嫌な笑みを浮うかべながら、袖そでの中に手を入れて、一枚の紙を出す。

　それを広げてこちらにみせた。その途と端たん、息が止まりそうになる。

　彼が持っていたのは、さきほど蘭々の居室から見つけ出した、桔き梗きようの花のすかしが入った証しよう拠この紙だ。とっさに胸むな元もとに手をやると、懐に入れたはずの紙がなくなっていた。

（え……！　噓うそっ）

　顔が蒼そう白はくになるのが自分でもわかった。羅来が、左手で紙を指さす。

「ここには、宰さい相しようである壬功徳様の署名と賄賂として受け取ったと思われる金額が書かれています。僕は何度か仕事をご一いつ緒しよしているので知っていますが、これは間ま違ちがいなく功徳様の筆跡です。これはとんでもない事になりますね」

　羅来は愉ゆ快かいそうに、手に持った紙をみんなに見せつけている。

「すぐ陛下に報告しなくては。それにしてもどうしてこんなものが落ちていたんでしょう」

　首を傾かしげた羅来に蘭々が一歩前に進み出た。

「それは、私が事情があって保管していたものです。翡翠姫ひめに命じられた凜莉姫が、私の居室に忍しのびこんで盗んだんです！」

　蘭々がこちらを指さした。我嵐がさっと前に立ってくれる。

「……羅来殿、その紙を渡わたしてください。こちらで調べますので」

　我嵐が目を向けると、羅来はふっと笑った。そして紙をひらひらさせる。

「そういうわけにはいきませんね。我嵐大将軍は、功徳様と親しいようですし。この紙は僕が預かって、陛下と軍と高官達が集まる場で正式に発表させてもらいます」

　羅来が大事そうに紙を畳たたんで、懐に入れた。

「蘭々姫。凜莉姫が部屋に忍びこんだと仰おつしやいますが、証明できますか？」

　羅来に聞かれて、蘭々は大きく頷うなずいた。

「ええ！　ここにいる姫と女官達が証人です。私の居室に凜莉姫がいるところをみんな見ています。私は凜莉姫を訴うつたえます！　彼女は盗人ぬすつとだわ！」

　きつい眼差しには、嫉妬の色が含まれていた。

　さきほど羅来が〝煌翔様のお気に入り〟と言った時から、彼女は怒いかりと嫉妬に満ちた香りを放出している。おそらくその気持ちに突つき動かされているのだろう。

「……確かに忍びこみました。でもそれは、翡翠姫に命じられたからではありません。わたしの意思でやった事です」

　もう言い逃のがれはできないと思った。だったら真実をはっきり伝えなくてはならない。

　協力してくれた薔瑛や我嵐に迷めい惑わくはかけられなかった。蘭々が目を剝むく。

「絶対に噓よ。翡翠姫の命令に決まっているわ！　彼女を捕つかまえて！」

　羅来が、こちらに身体からだを向けた。

「淑しゆく妃ひの居室に忍びこんだのを証明する方々が大勢いますし、蘭々姫が訴えると仰っている以上、あなたは罪に問われます。一緒に来てもらいますよ」

「待て！」

　我嵐が慌あわてて声を上げたが、羅来はにんまりした。

「まさか、逃にがそうなんて思っていないですよね。我嵐大将軍も凜莉姫と仲がよろしいようだと噂で聞きました。ここで強ごう引いんにあなたが凜莉姫を連れて行くと、その噂を肯こう定ていする事になるのでは？　煌翔様の後宮の姫君と仲がよいなどと噂が広まるといろいろ大変ですよ？」

（まずいわ！　ここで我嵐と羅来様がもめると彼まで罪に問われてしまうかもしれない……！）

　怒りに満ちた香りを放つ我嵐が何かを言う前に、羅来に向き直った。

「羅来様と参ります……！」

　驚おどろいたように羅来が目を見開いたが、すぐに苦く笑しようした。

「度胸のある姫君ですね。では、参りましょう。詳くわしい話を聞かせてください」

　我嵐が口を開こうとしたが、目でそれを制す。

　そして再び羅来に向き直り、軍人達に囲まれて彼のあとに続いた。

　これから自分がどうなるのかわからなくて、震ふるえていた。

　しかしそれを悟さとられると、我嵐は必ず助けようとして無む茶ちやをするだろう。

　だから気を強く持って、冷静な顔付きでその場を去った。







[image: 第三章]




　暗い牢ろうに入れられて、五日が経たっていた。牢の隅すみで座り込んでいた凜莉は唇くちびるを嚙かみしめる。

「どうして証拠を落としたの？　確かに懐ふところの奥に入れたはずなのに」

　ここに来てから何度も何度も考えた。落とした覚えも、落とすはずもないのに、羅来は証拠の紙を持っていた。[image: ]々の居室から逃げ出した時、入り口にいた姫達の数人にぶつかった。

　もし落としたとしたら、そのはずみとしか考えられない。

　羅来は居室の方からやってきたので、入り口の辺りに落ちていた証拠を拾ったのだろう。

　顔を上げて、鉄てつ格ごう子しの方に目をやる。

　微び動どうだにしない牢番は、まっすぐ前を見つめて直立不動で立っていた。

「翡翠はいまごろどうしているかしら……」

　牢番はどれだけ話しかけてもまったく口を開かないので、外の様子がわからなかった。

　自分を牢に入れた羅来も、あれ以来一度もここには来ない。

　牢に入れられた時の事を思い出して、小さく息をつく。あの時、我嵐も憮ぶ然ぜんとした表情でついてきた。そして羅来に気づかれないようにこっそり、必ず助けてやると言ってくれた。

　我嵐には最後に、証拠の事で気づいた〝ある事〟を調べてくれと頼たのんだ。

　その結果を聞きたいのに、我嵐も顔を見せない。翡翠や我嵐、そして煌翔はどうしているのか心配でたまらなかった。出された食事もほとんど喉のどを通らないし、夜も眠ねむれていない。

　俯うつむいていると、ギィィィとどこかの扉とびらが開く音がした。

　顔を上げると、鉄格子の向こうにいた牢番がいつの間にか姿を消し、男が立っていた。

　その男を見て、思わず息を吞のむ。

「煌翔様……」

　腕うで組ぐみをした煌翔の目は厳しかった。

「馬ば鹿か者ものが。何で最初に俺に相談しないんだ」

　叱しつ責せきの言葉には、どこか心配げな色が混ざっていた。

「お前の事だから、俺が雅が香こう会かいの準備を任されて大変だろうから迷惑をかけたくない、とか何とか考えて自分で動いたんだろう。だがこうしてもめ事が起きてから何があったのか知るのは、とても迷惑だ」

「申し訳ありません……」

　小さな声しか出なかった。

　それでも何とか気持ちを振ふるい起こして、鉄格子まで膝ひざでにじり寄った。

「翡翠姫はどうされていますか？　あの証拠はどうなったんですか？」

　ずっと気になっていたので、思わず一番に口に出た。

　煌翔は一度目を伏ふせたあと、再び視線をこちらに戻もどした。

「翡翠姫は、宴うたげの責任者を降りた」

　目を見開いて息を吞むと、煌翔が話を続けた。

「功徳は不正の証しよう拠こが出たが、本人は知らないと言っている。証拠が本物かどうかの判断がつくまで処分は保留だ。そして、お前は釈しやく放ほうだ。無罪放ほう免めんになったから、香こう妃ひ宮ぐうに戻れ」

　思わず耳を疑った。

「どうして釈放なんですか？　蘭々姫はわたしが部屋に忍びこんだと訴えました。あれから取り調べもなく、どうなっているのかとずっと心配していて」

「お前が取り調べを受けなかったのは、俺と我嵐で調べるからと他ほかの者を牢に近づけさせなかったからだ。お前が釈放になったのは……蘭々姫が訴えを取り下げたからだ。そのすぐあとに、翡翠姫が責任者を辞退すると言ってきた」

　それを聞いて、とても嫌いやな予感がした。

「まさか……」

　口元に手を当てると、煌翔が小さく頷いた。

「そのまさかだろうな。俺には、責任者を降りる理由は父親に不正の嫌けん疑ぎがかかっている為ためと言っていた。そして次の責任者には蘭々姫をと推すい薦せんしてきた。確かに父親が罪に問われれば翡翠姫も責任を取る必要は出てくるだろうが、まだ罪が確定したわけではない。おそらく違ちがう理由があったんだろう」

　あまりの事に、身体が震えた。

「つまり翡翠姫ひめが責任者を降りる代わりに、蘭々姫に訴うつたえを取り下げさせてわたしを釈放させたって事ですよね？」

　煌翔は返事をしなかったが、やや目を伏せた。

「そんな……そんな、わたしのせいで」

　顔を覆おおって項うな垂だれた。涙なみだがこぼれそうだったが、必死でそれを堪こらえる。

「悲しんでいる場合ではないぞ。外はお前が思っているより十倍はひどい状じよう況きようだ」

　煌翔の声は冷静だったが、ひどく疲つかれている時の香かおりがした。

「ひどい状況……？」

「功徳を信じて、証拠はねつ造だと訴える一派と、功徳を糾きゆう弾だんする一派が睨にらみ合っていて、宮きゆう廷ていが真っ二つに割れている。もう、雅香会どころではない」

　煌翔がこんな否定的な発言をするなんて、滅めつ多たにない。

　それだけ事態は最悪なのだと察して、ひゅっと息を吞んだ。

「本当……ですか？」

「不正の証拠が羅来に渡わたったのがまずかった。あいつは我嵐と俺を殺したいほど憎にくんでいる。あいつにとって、陛下に忠誠を誓ちかう功徳の不正は、俺と我嵐を苦しめる為の恰かつ好こうの材料だ」

　羅来と呼ばれていた、細身で優やさしそうな軍人の顔を思い出した。

「彼はいったい何者なんですか？　羅来様は我嵐をいとこだと言っていました。でも、羅来様も我嵐もお互たがいに敵対心を持っているようでしたが」

「あいつは昔、我嵐と大将軍の座を争って負けたんだ。それ以来、我嵐に恨うらみを持っていて、数年前に我嵐に不正の罪を着せて、牢ろう獄ごくに入れた事がある」

　それを聞いて、はっとした。

「その話は我嵐に聞いた事があります。でも我嵐を陥おとしいれた犯人は捕つかまったと聞きましたが」

「ああ。だが、あの事件を本当に仕組んだのは羅来だ。しかしあいつが裏で糸を引いているという証拠がどうしても見つからなかった。羅来に操あやつられていた男は捕まえたが、あいつは罪に問えなかった」

　煌翔は珍めずらしく悔くやしそうな顔を見せた。

「あいつが宮廷にいると、いつ寝ね首くびをかかれるかわからない。だから、国境の警備という名目で左さ遷せんさせた。あいつはその事で俺にも恨みを募つのらせているんだ」

　煌翔は苦々しい顔で鉄格子を摑つかんだ。

「しかも、今度の証拠は本物の可能性が高い。筆ひつ跡せきを調べさせたら、間違いなく功徳のものだという結果が出た。だが俺が見たところ、功徳は気が小さい男で不正なんてできるはずないんだが」

　同じような事を翡翠も言っていた。蘭々の居室で証拠を見付けた時の事を思い出す。

「あの不正の証拠はねつ造された可能性があります。あの紙からは、木蓮の残り香ががしたんです。彼があの証拠を用意したのかもしれません」

　胸に手を当てて訴えると、煌翔が目を見開いた。そして顎あごに手を当てて考え込む。

「やっかいな話になってきたな。あいつがそんな物を用意して何をしようとしているんだ？」

「わかりません。ですが、あの証拠が偽にせ物ものの可能性がある事と木蓮の香りがした事を、わたしが説明します。そうしたら、宰さい相しよう様への疑いも晴れるのではないでしょうか？」

「無理だな」

　煌翔のひと言に愕がく然ぜんとした。

「俺はお前の絶対嗅きゆう覚かくを信用している。しかし、他の者が全員それを信じるとは思えない。客観的な証拠を示さない限り、功徳を目の敵かたきにしている奴やつらは、攻こう撃げきをやめないだろう」

（客観的な証拠……。牢に入る前に我嵐に頼んだ〝あれ〟はどうなったのかしら。もしあれが証明されれば、客観的な証拠になるかもしれないけど……。でも、一いつ瞬しゆんの事だったから、自分でも自信はないわ）

　考えていると、煌翔がこちらに向き直った。

「凜莉、お前はこれからどうする？」

　じっと目を見つめられた。その言葉の意味を考える。

「煌翔様、ご迷めい惑わくをかけて申し訳ありませんでした。……いまは翡翠姫の力になる事が最優先だと思います」

「それはそうだが、事態はかなり深刻だ。もうお前が何かして、解決できる問題ではなくなったぞ」

「わかっています。ですがこのまま知らないふりはできません」

　牢ろうに入れられていた間は、自分のせいで翡翠達が罪に問われるかもしれないという不安で、心が引き裂さかれそうだった。それでもここから出られれば、きっと自分にもできる事があるはずという気持ちを声に込めると、煌翔が一度目を瞑つぶった。

「普ふ段だんはぬぼーっとしてるくせに、こういう時ははっきりものをいうんだな」

　苦く笑しようした煌翔が牢の鍵かぎを開けてくれた。

「ここにいた方が安全かもしれない。そう思って、俺はいままでお前に会いにこなかった。それでもお前がここから出て行動したいというなら、俺は全力でお前を守ろう。ただし、今度は何もかも俺に包み隠かくさず話すんだ。約束だぞ」

　その言葉に頷うなずいた。優しくて何より頼たよりになる言葉が、心に染しみた。
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　人が憎み合っている時に出る香りが、この世で一番嫌な臭においだと凜莉は思う。

　牢から外に出ると、一番に感じたのは、その嫌な香りだった。

（宮廷の中にこれだけの香りが充じゆう満まんしているという事は、かなり揉もめているんだわ）

　前を歩く煌翔を見つめた。煌翔は口には出さないが、かなり疲れているようだ。

　宰相の不正の証拠が出た事で宮廷が分ぶん裂れつし、もう雅が香こう会かいどころではないといっていた。

「煌翔様、万が一の事を考えて、雅香会の中止も視野に入れられてはいかがでしょうか？」

　思い切って口を開く。これだけ憎しみの香りが漂ただよっていれば、いつ争いが起こってもおかしくない。しかし煌翔はすぐに首を横に振ふった。

「中止にした方がましかもしれないが、無理だな。雅香会まであと十二日だ。客達には招待状を出しているし、他国からの客人はすでにこちらに向かって出発しているはずだ」

　小さく息をついた煌翔がさっと振り返った。

「それより凜莉、本当に行く気か？」

　顔にはありありと気が進まないと書いてある。

「はい。いまの状況を実際に見たいです」

　今日は雅香会の為の打ち合わせがあるらしい。

　大広間に宰相と軍の警備担当者、各省の長おさ達が集まるという。

「毎日のように打ち合わせをしているが、功徳の不正の証拠が出てからはまともに話し合いはできていない。見ても不快なだけだぞ」

　それでも頷いた。煌翔は仕方なさそうにまた歩き出す。

　煌翔達が政まつりごとを行う時に使う静せい秀しゆう宮に入り、奥まで進んで小さな部屋に通される。そこに座っていた我嵐がこちらを見て、目を見開いた。しかしすぐに煌翔に向かって礼をする。

「……準備はできております。そちらに今日の話し合いの内容が書かれていますので、一度目を通してください」

　煌翔が頷いて、部屋の中央にある文ふ机づくえに向かう。我嵐がそっと近づいてきた。

「良かった。凜莉。無事で」

　心からほっとした声だった。

「心配かけてごめんなさい。我嵐……〝あれ〟はどうなったかしら？」

　気になっていた事を聞くと、我嵐は顔を曇くもらせた。

「羅来がなかなか手放さなくて。いま何とか説得しているところだ。もう少し待ってくれ」

　その言葉に唇くちびるを嚙かみしめた。煌翔がこちらに目を向ける。

「凜莉、いまから話し合いが始まる。この戸の向こうが大広間だ。もうみんな集まっているから俺と我嵐は行くが、ここから見ているといい」

「はい」

　頷くと、煌翔は我嵐と一いつ緒しよに戸を開けて大広間に入って行った。

　戸は閉められたが、わずかに隙すき間まがあるので、そこから覗のぞいてみる。

　大広間には、三十人ほどの身なりのいい男達が座っていた。

（香道省の長の還送様がいらっしゃるわ。内ない侍じ省しようの長の後こう輪りん様も。各省の長が揃そろわれているみたいね。我嵐と羅来様、それに宰相様が前方に座ってらっしゃる。……それにしても憎にくしみの最悪な香かおりがして、気持ちが悪いわ）

　吐はき気がこみ上げてきていたが、何とか堪こらえて様子を見守った。

　煌翔が姿を見せると、みんなが頭を下げた。

「みな、よく来てくれた。さっそくだが、雅香会の……」

「お待ちください。煌翔様」

　皇太子である煌翔の話を遮さえぎるなんて、とんでもない事だ。

　そんな不ふ遜そんな事をしたのは、不敵な笑えみを浮うかべている羅来だった。

「失礼だぞ。羅来殿どの。煌翔様のお話の途と中ちゆうだ」

　我嵐が注意しても、羅来は顔色一つ変えなかった。

「失礼は重々承知ですが、言わせて頂きたい。罪人と煌翔様が同じ場に座るのは、宮きゆう廷ていを守る軍人としては我が慢まんがなりません」

　いち早く反応したのは壬功徳だった。

「まだ羅来殿はそんな事を言われるのか！　私は不正など行っておらぬ。罪人ではない！」

「罪人はそう簡単に自分の罪を認めません」

　余よ裕ゆうのある態度で、羅来は堂々と言い切った。じろりと彼を睨にらみつけたのは、還送だ。

「功徳殿が不正を行ったという証しよう拠この紙があるようだが、それには香道省の名も記されていると耳にしました。ですが私はそんなものは書いた覚えはない。功徳殿が罪人だというなら、私もそうだと疑っておられるのか？」

　威い厳げんのある態度に、一瞬羅来が怯ひるんだ様子をみせた。

　しかしすぐに気を取り直したように口を開く。

「還送様を疑っているわけではありません。証拠には香道省の印が押してありましたが、署名はなかった。あなたではなく、香道省の前長がお金を渡わたしたのだと思われます。その前長は、確か陛下を暗殺しようとして逃とう亡ぼうしたとか」

　木蓮の事を言っているのだろう。羅来は、にんまりとした。

「でしたら、功徳様は陛下の暗殺未遂の件にも関かかわっていた可能性があるのでは？」

　とんでもない話だったが、羅来の周りにいる軍人達は頷いている。

「そうだ、そうだ！」

「宰相を罪に問わねば！」

　血気盛んに叫さけぶ者達に腰こしを浮かせたのは、功徳の周りにいる官かん吏り達だった。

「何を言っている！　宰相様はそんなお方ではない！」

「そうだ！　まだ不正の証拠の調べが終わっていないのに、宰さい相しよう様を罪人扱あつかいするのはおかしいだろう！」

　煌翔は証拠を調べた結果、筆ひつ跡せきは宰相のものだとわかったと話していたが、それはまだ公おおやけにはしていないようだ。

　部屋にいる男達が睨み合いを始めていた。煌翔が大きく息を吸い込む。

「いい加減にしろ！」

　その一いつ喝かつで、その場の空気ががらりと変わった。

「雅香会はもうすぐだ。みんな協力しなければならないのに、このざまは何だ？　功徳の件はいま調べている最中だ。はっきりした事がわかるまで、みんな落ちついて待っていろ」

　煌翔の鶴つるの一声に、みんな黙だまり込んだ。

　互たがいへの敵対心は続いているようだが、その場は何とか収まった。

（さすが煌翔様だわ。だけど、この状じよう況きようは本当にまずい。みんなから不満がたまっている香りがする。きっとささいな事でも爆ばく発はつするわ）

　そうなったら、宮廷はどうなってしまうのだろうか。

　そう考えていて、ふと前にも同じような状況を目にした事があったと思った。

（これは……まるで麗華宮の翡翠と蘭々姫ひめの対立が宮廷にも広がったような感じだわ。もし、これが意図的に作り出されているとしたら……）

　その原因を作った人物には心当たりがあった。

（蘭々姫から、木蓮の香りがした。そしてあの不正の証拠からも。……きっと彼はすべてを知っているはずだわ）

　不正の証拠を落としたせいで、いまの状況を招いてしまった。

　翡翠は自分を牢ろうから助け出す為ために責任者を降りた。

　宮廷が荒あれているせいで、煌翔も頭を悩なやませている。

　雅香会を成功させようと心を尽つくしたつもりだったが、結果的に邪じや魔まをしてしまった。

「木蓮が偽にせの証拠を作ったと認めてくれれば、翡翠も助けられるし、雅香会も無事に開かい催さいできるかもしれない。その為には木蓮の居場所を突つき止めて、彼に事情を聞く必要があるわ」

　木蓮の行方ゆくえは宮廷を挙げて捜そう索さくしているがわかっていない。

　しかし実は、木蓮の居場所について一つ、心当たりがあった。

（……できたらこの手は使いたくなかった。だからいままで先延ばしにしてきたけど……）

　もちろん、もう無む茶ちやな事はできないとわかっている。

　いまの自分でもできる事をやろうと、静かに立ち上がった。
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　木蓮は暗くなってきた空を見上げて、息をついた。

「ため息か？　木蓮、僕達の計画はうまくいっているのに、どうしてため息なんてつく」

　背後から〝彼〟の声が聞こえた。

〝彼〟は仲間であり、香こうの調合においては一目置くほどの相手だ。

「せっかく僕が宮廷で災わざわいの種を育てているのに、お前はこの隠かくれ家がにいるだけ。闇やみ香士団の長おさとして、そんな事でいいと思っているのか？」

　責めるような口調だった。黙っていると、〝彼〟はくすりと笑った。

「なあ、僕に長を譲ゆずったらどうだ？　僕なら、もっと派手に楽しく神瑞国を破は滅めつに導ける」

　それだけは絶対にだめだと心の中で叫んだ。

〝彼〟に長を任せたら、自分の大切なものがめちゃめちゃにされてしまう。

「闇香士団の長は私です」

　静かに言い切ると、〝彼〟はむっとした。

「お前に本当に長が務まっているのか？　僕が本格的に動き出したから、宮廷を混乱に陥おとしいれられたんだ。あの邪魔な凜莉を牢に入れる事にも成功したぞ。これで計画も順調に進むだろう」

　凜莉が淑しゆく妃ひ宮ぐうに侵しん入にゆうした罪で牢に入れられて五日経たつと聞いていた。

　しかし、いまの状態なら牢の方が安全ではないかとすら思う。

「いいか、木蓮。いまは凜莉を殺さない。だけど、生きているのが辛つらいってほどの目に遭あわせてやる。その方が僕の気が晴れる」

　ほくそ笑む〝彼〟の言葉に眉まゆ根ねを寄せた。

「……計画の下準備をしてくださったのは感謝しています。ですが、これから先は私が仕切ります。あなたはせいぜい宮廷で正体がばれないようにしてください」

　微笑ほほえむと〝彼〟はふんっと鼻を鳴らしてその場をあとにした。

　神瑞国を揺ゆるがす嵐あらしは、もうすでにこの国を覆おおい尽くそうとしていた。
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「凜莉様！　よかった。ご無事で」

　香妃宮に戻もどると、涼果が出で迎むかえてくれた。凜莉は、涙なみだぐんで胸に飛びこんできた涼果を受け止める。涼果がはっとした表情になって、慌あわてて離はなれた。

「すみません。うれしくて、つい。牢に入れられたと聞いて、ずっと心配しておりました。帰ってこられてよかったです」

　ほっとして座り込んだ涼果の前に、腰を下ろした。

「凜莉様。帰ってこられると伺うかがっていたので、お食事は凜莉様のお好きなものを作っておきました。いますぐ準備しますので、たくさん召めし上がってください」

　心こころ遣づかいがうれしかった。涼果は最初に後宮に入った時から何もかも知っていて、協力してくれた。香妃宮に住み始めてからも、女官として精いっぱい尽くしてくれている。

　それがよくわかっていたから、いままで気づかないふりをしていた。

　食事の用意の為か立ち上がろうとした彼女に、意を決して声をかける。

「待って、涼果。食事よりも欲しいものがあるの」

　微笑もうとして失敗した。涼果が振ふり返ってきょとんとする。

「何が必要ですか？　すぐにご準備致いたします」

「ありがとう。では────木蓮の居場所を教えて」

　涼果が目を見開いて、唇くちびるを震ふるわせる。そしてすぐに俯うつむいた。

「私は何も知りませ……」

「知らないはずないわ。美人会の時に、わたしは何者かに薬を嗅かがせられて、気を失った。そして目が覚めたら木蓮のところにいたわ。木蓮の隠れ家では聖雷様とお会いした。彼はさらったのは自分だという風に仰おつしやったけど、薬を嗅がせたとは言わなかった。それがずっと引っかかっていたの。涼果、あの時薬を嗅がせてわたしを眠ねむらせたのは、あなたでしょう？」

　涼果は真っ青で、息をするのも苦しそうだった。

　その時の事を思い出す。美人会で踊おどる舞ぶ踏とうの練習の為に、朝日が昇のぼったと同時に起きて、手早く身み支じ度たくをして舞踏場に行った。そこで何者かに薬を嗅がされた。

「あの時はまだ麗華宮の門は閉まっている時刻で、夜間の警備態勢だったはず。門番が厳重に見張っているし、兵が見回りをしているから警護は万ばん全ぜんよ。いくら聖雷様が隣りん国ごくの皇太子で行動を大目に見られているからといって、そんな時刻に麗華宮に入るのは無理だと思うの」

　その考えを決定的なものにしたのは、やはり自分の嗅きゆう覚かくだった。

「あのあとしばらく経ってから、涼果とすれ違ちがいざまに漂ただよってきた匂におい香の香かおりを嗅いで、ふいに薬を嗅がされた時もその香りがしたようなって思いだしたの。でも本当にかすかだったから、自信がなくて言えなかった。それに涼果がそんな事するはずないって信じたかった」

　涼果は小刻みに震えていた。唇を嚙かみしめている彼女の顔をのぞき込む。

「木蓮が調合した香のおかげで、お母様の病気が良くなったのよね。だから彼に恩がある。最初にわたしが後宮に噓うそをついて潜せん入にゆうする事を知っていて協力したのも、木蓮から頼たのまれたからだった。……あなたは本当は、最初から木蓮が闇香士団の長だって知ってたんでしょう？」

　涼果がびくっと身体からだを震わせた。

「涼果がとても優やさしくて忠誠心が厚いのはよくわかっている。わたしに対して尽くしてくれるのと同じ気持ちで、木蓮にも尽くしているのよね？」

　涼果は木蓮が宮きゆう廷ていから姿を消した時も、彼が闇香士団の長で皇こう帝ていを暗殺しようとしていたと聞いた時も、驚おどろいた顔を見せた。しかし、その時自分の優ゆう秀しゆうな嗅覚は気づいていた。

　涼果から緊きん張ちようしている時に出る汗あせの香りがする事に。

　あれからずっと、木蓮の話をする時は、その香りが彼女からしていた。だから彼女は本当は何もかも知っていて、だけど知らないふりをしているのではと思っていた。そして薬を嗅がされた時に、かすかに彼女の香りがした事を思い出したのが決め手となった。

「涼果。いまの状じよう況きようがわかっているでしょう。これは木蓮が仕し掛かけた罠わなである可能性が高いの。わたしは……木蓮を止めたい」

　涼果の肩かたに手を置いた。

「だから彼の居場所を教えて。あの不正の証しよう拠こからは木蓮の香りがしたわ。彼が証拠をねつ造した可能性が高いの。いまのままだと木蓮も復ふく讐しゆうの渦うずから抜ぬけ出せない。彼も不幸になるわ」

　涼果の顔がはっとしたものになる。しばらくそのまま無言だったが、やがて目を閉じた。

「木蓮様が宮廷を去った時に、凜莉様は処分されようとした私を庇かばってくださいました。あの時から、これからは凜莉様に一生尽くそうと決めたんです。でも木蓮様は母を救ってくださった恩人で……。だから一度だけという約束で、凜莉様に薬を嗅がせたんです」

　震える身体を自分で抱だきしめるようにして、涼果は話を続けた。

「木蓮様が凜莉様とどうしても話をしたいから、宮廷でゆっくり話せる場所を確保して、そこに連れて行くだけですぐに戻すからって……。舞踏場で一人で練習する時を見計らってあの薬を嗅がせて眠らせてくれと。首しゆ尾び良よくいったら、凜莉様を納なん戸どに隠して、怪あやしまれないようその場を離れて、木蓮様にだけわかる合図を送るよう言われました」

　涼果が堪こらえられないように、嗚お咽えつをもらした。

「それで、凜莉様を眠らせたあと、食事の用意をするふりをして合図ののろしを上げました。でも、やっぱりこれはいけない事だと思い直して舞踏場に戻ったんです。そうしたら、もう凜莉様はいなくなっていて……」

　涼果から噓をついている時に出る香りはしなかった。おそらく、人ひと気けのない時刻を見計らって涼果が薬を嗅がせ、合図を見た聖雷が納戸で眠っていた自分を連れ去ったのだろう。

　聖雷が涼果の事を何も言っていなかったのは、彼も誰だれが薬を嗅がせたのか知らなかったからかもしれない。木蓮は二人をうまく使って、後宮にいる自分を連れ出したのだ。

「あれからは木蓮様に何を言われても協力しない事にしました。でも……凜莉様の宮廷での様子が知りたいと仰って。断ろうと思ったんですが、純じゆん粋すいに凜莉様が心配だという気持ちが伝わってきて、それは噓ではないと思ったので文ふみを書いて教えていました。でも誓ちかって凜莉様以外の宮廷での話はもらしていません」

　涼果はまっすぐこちらを見つめた。その黒い瞳ひとみから一筋の涙が流れる。

「木蓮様がどこにいるかは知らないんです。文を書いて決められた日時、決められた場所に置いておいただけで」

　涙を流しながら語る涼果の背中を、そっと撫なでた。

「正直に話してくれてありがとう。では、その手紙を置く場所を教えて。きっとそこに木蓮の手がかりがあると思うの。煌翔様に伝えて、木蓮を捜さがしてもらうわ」

　涼果が怯おびえた表情になった。

「そうするべきだって、頭ではわかってます。でも話したら、たくさんの軍人達が木蓮様を捕つかまえに行くんでしょう？　木蓮様は恩人です。罪人だとはわかっていますが、捕まってほしくないというのが本音です」

　涼果の気持ちは痛いほどわかった。正直に言うと、自分も同じ気持ちだ。

「それでも、木蓮があの不正の証拠にどう関かかわっているのか、聞かなくてはならないわ。このままでは宮廷でも麗華宮でも争いが起こってしまう。たくさんの人達が苦しむわ」

　話しながら、ある提案が頭をかすめた。

　しかし、それは煌翔との約束を破るもので、それこそ命の危険を伴ともなうものだ。

（こんな事を考えてはならないとわかっているけど……）

　頭の冷静な部分がそう囁ささやいた。しかしある思いが心を動かした。

（わたしが不正の証拠を落としたせいで、いまの状況を招いてしまった。翡翠は宴うたげの責任者を降りたし、雅が香こう会かいだって開かい催さいが危あやぶまれている。煌翔様の次期皇帝としてのお披ひ露ろ目めも兼かねているんだから、何とか成功させたい。その為ためには、もうこれしか方法はないわ……！）

　右手を胸に当てて、涼果をじっと見つめた。

「じゃあ、わたしにだけその場所を教えて。誰にも木蓮の情報はもらさないと誓うわ」

「情報はもらさないって……どういう意味ですか？」

「わたしがそこに行って、何とか木蓮の居場所の手がかりを探してくる。軍人達が行って、もし木蓮の手がかりを見付けて彼を捜し出したとしても、そう簡単に本当の事を話してくれないと思うの。わたしが話した方が、きっと木蓮の説得もしやすいと思う」

　煌翔に何もかも包み隠かくさず話すと約束していた。それなのにまたそれを破ろうとしている。

　そう考えると、息苦しさと罪悪感で胸が締しめ付けられた。それに一人でそんな事をするなんて、恐きよう怖ふと不安な気持ちでいっぱいだ。後宮の姫ひめが宮廷をこっそり抜け出したらどうなるか、それもよくわかっている。それでも、涼果に木蓮の情報を話してもらい、いまの宮廷と麗華宮の状況を何とかしたいという気持ちが背中を押していた。

「そんな……！　危険です！　私は凜莉様が危ない目に遭あうのは嫌いやです」

　涼果が何度も首を振る。危険なのはわかっていたが、命をかけてでもやらなければならない事はある。涼果の顔をのぞき込んだ。

「わたしを見て、涼果。もう一度言うけど、いまのままではいつ争いが起こってもおかしくないわ。それを止めるには、木蓮と話すしかないの。わたしは自分が招いてしまった状況への責任を取りたい。だからお願い、わたしを助けて」

　じっと目を見つめると、涼果が何度も目を彷徨さまよわせて、ぎゅっと瞑つぶった。

　そしてしばらくの時が流れて、ようやく目を開ける。

「……手紙は伝でん奏そう寺じに置いていました。月に一度、外出する日に置いておくと決めていて」

　伝奏寺は知っていた。下町にいた時に住んでいた長屋の近くにあって、子どもの頃は友達と境けい内だいで遊んだものだ。そう考えていて、ふとある事に気づく。

「ねぇ、涼果。外出って、お母様の体調があまり良くないから、様子を見にいつも実家で一いつ泊ぱくして帰ってくる時の事よね。確かそれって……」

　顔をのぞき込むと、涼果が頷うなずいた。

「はい、明日です……」

　小さく息を吞のんだ。時間は待ってくれないと改めて思い知った気持ちだった。
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　凜莉は布ふ団とんに座り、夜になるのを待っていた。着ているのはいつもの豪ごう奢しやな襦じゆ裙くんではなく、下町でよく着ていたものだ。母が縫ぬってくれたもので、質素ではあるが大切なものだった。

　頭にさした赤い珊さん瑚ごをあしらったかんざしも、母に秘宝香を調合する為に後宮に入ると手紙で伝えた時に、返事と一いつ緒しよに送ってきてくれたものだ。このかんざしは、父からもらった大切なものだと母はよく話していた。これを贈おくるから後宮でも頑がん張ばるよう手紙には書かれていた。

　小さな布ぬの袋ぶくろにはわずかなお金が入っている。きらびやかな装そう飾しよく品はすべて外して、薄うすくしていた化け粧しようも落とした。鏡を見ると、下町に住んでいた頃の自分の姿があった。

　昼間、涼果から話を聞いて大急ぎで準備したのだ。本当は涼果も明日あした実家に帰る予定だったが、残って宮きゆう廷ていを抜け出したのがばれないよう時間を稼かせぐと約束してくれた。

「後宮に住む姫が宮廷を勝手に出た事がわかったら、死罪だわ……」

　顔には不安の色があった。煌翔との約束を守れない事への罪悪感が心を覆おおい尽つくしている。

「ごめんなさい、煌翔様……。でもこれはわたしがやらなければいけない事なんです」

　口の中で呟つぶやいた。再び鏡を見ると、そこに映る自分は下町にいる時と同じ恰かつ好こうだが、表情が違ちがうと思った。後宮に来てからいろんな事があった。大好きな香を作って後宮の姫達に喜んでもらえたし、異国にも行った。そして、煌翔や我嵐と会えた。

　ここを出たら、もう二度と彼らには会えないかもしれない。

「煌翔様の夢のお手伝いや、我嵐への返事をしたかったけど、もうきっとできない……。生きて後宮に戻もどって来られるとは思えないもの。でも……」

　鏡の中の自分が心を決めた顔付きになった。

「わたしが不正の証拠を落としたせいで、宮廷が荒あれている。わたしの責任だわ。この状況を何とかしなくては。たとえ命をなくそうとも。煌翔様や我嵐と会えなくなるとしても。必ず木蓮に会って、不正の証拠に彼が関わっている事を認めてもらわなくてはならないわ」

　決意を言葉にして、震ふるえている足を叱しつ咤たして立ち上がった。







　凜莉は香妃宮の奥にある厨ちゆう房ぼうに来ていた。

　香妃宮はもともと、数百年前に国を救ったという正香士が住む為に造られた宮だ。

　当時の皇こう帝ていの妻でもあった彼女を称たたえて、長い年月修理を繰くり返しながら保存されていた。

　現在、香妃宮に女官は涼果しかいない。食事なども彼女が用意してくれるので、一人では大変だろうと時々手伝っていた。そんな時にこの厨房で、ふと気になる香かおりが鼻をついた。

「……ここだわ」

　厨房はさほど広くない。奥に竈かまどがあって、その隣となりには作り付けの棚たながある。

　壁かべに沿って柱を立てて、板を取り付けてあるだけの簡易な棚だった。

　棚にあるものを全部下ろして、取り外しができる板を丁てい寧ねいに外した。

「最初は食べ物の香りが強かったからわからなかったけど、ここから……」

　壁に手を当てて、鼻に意識を集中させた。そして思いっきりそこを押してみる。

　すると、壁はガタッと音を立てて、動いた。

　真ん中を軸じくに壁がぐるりと回転して、奥に暗くら闇やみが広がっている。

「ここは数百年前に香妃が住んでいた。彼女は秘宝香を作れる正香士だったから、それを狙ねらう敵にいつ襲おそわれてもいいように、逃にげ道を確保していた」

　憶おく測そくだったが、間ま違ちがってはいないだろうという自信があった。

　実はこの壁の抜ぬけ道を開いたのは初めてではない。最初に気づいた頃に、好こう奇き心しんからこの先に進んだ事があった。その時は昼間で、狭せまくて薄うす暗ぐらい道を怖こわ々ごわ進むとまた壁にぶつかった。

　おそるおそるその壁を押すと、やはりそこも回転して外に出られるようになっていた。

　壁から外に出てみると、見知らぬ川のほとりだった。

　自分が通ってきたのは、川に面した山にある洞どう窟くつだったようだ。

　洞窟は宮廷の裏手にあるらしく、振ふり返ると山の向こうに宮廷の屋根が見えていた。

　この川のほとりが宮廷の外であると気づいて、びっくりしてすぐに戻った。もし勝手に宮廷を出たと知られると死し刑けいだ。あれ以来、この抜け道の事は思い出さないようにしていた。

「こんな時に役に立つとは思わなかったけど」

　暗い洞窟を一歩踏ふみ出すのは怖こわくて仕方なかったが、意を決して顔を上げる。

　後ろ髪がみを引かれる思いだったが、前を向いて歩き出した。
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　夜の下町は、懐なつかしい光景だった。

　凜莉は前に母親と暮らしていた長屋を通り過ぎ、涼果が教えてくれた伝奏寺まで来ていた。

　草がぼうぼう生えて荒れている境内に、身を屈かがめて入り込む。子どもの頃に遊んでいた時から、ここは無人寺だった。夜中にこんな場所に入るなんて不気味だ。

　周りに人はいないし、荒れた寺の境内なんて一歩踏み出すのも恐おそろしい。

　それでも、木蓮と会わなければという気持ちが、どうにか足を動かしていた。

　涼果の話によると、母親が骨折してしばらく実家で看病していた時に、手紙を置いた次の日にも見に来たらしい。その時にはもう手紙がなくなっていたので、もしかしたら木蓮は手紙を置いたらすぐに取りにくるのかもしれないと言っていた。

「誰だれかが手紙を読んでしまう可能性だってあるから、長くはここに置いておきたくないって、きっと木蓮は思っているはず。手紙を置く日は決まっているから、ここを見張っていれば、木蓮に会えるはずよ」

　胸むな元もとには涼果の手紙が入っている。涼果の代わりに、境内にある地蔵のところに行き、足もとに手をやった。ガタッと音がして、地蔵の足もとにぽっかりと穴が空く。

　中に手紙を入れて、再び蓋ふたをした。そしてそのまま、近くの植え込みに身を隠す。

「あとは、じっと待つしかないわ」

　夜よ更ふけの境内で恐ろしさに身を震わせつつも、地蔵から目を離はなさないようにした。
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　それは三年前の出来事だった。

　煌翔は大将軍になったばかりの豪我嵐が、賄賂わいろをもらった罪で牢ろうに入れられたという話を耳にした。馬ば鹿かな男が馬鹿な罠わなにはまったと、心の中であざ笑ったのを覚えている。

　しかしその馬鹿な姿を見てみようと牢に足を向けたのは、自分でもどういう風の吹ふき回しだったのか覚えていない。

　薄暗い廊ろう下かを進んだ先にある小さな石造りの牢。

　その奥に正座して背筋を伸のばしている男がいた。母親譲ゆずりだという艶つややかな長い黒くろ髪かみと、鋭するどい黒い瞳ひとみ。鍛きたえ上げた身体からだは逞たくましく、同じ男から見てもほれぼれするほどだった。

「ぶざまだな」

　牢の鉄てつ格ごう子し越ごしに声をかけると、顔を上げた我嵐がこちらを見つめた。

　その顔には、訝いぶかしむ表情がありありと浮うかんでいる。

「どうしてこんなところに来たのかわからない、この人は何を考えているんだと怪あやしんでいるな。そうやって思っている事が顔に出る間ま抜ぬけだから、こんなところに入れられるんだ」

　腕うで組ぐみして笑ってやった。子どもの頃ころから知っているが、我嵐は正義感が強くて武道に精通している。しかし融ゆう通ずうが利きかない頑がん固こ者だ。

「父親の跡あとを継ついで大将軍になった途と端たん、罠にはまってこんなところに入れられて。このままだと処しよ刑けいされるかもしれないぞ」

　いつも冷静な顔をしている我嵐の泣き顔が見てみたかった。

　からかうように再び声をかけると、我嵐はわずかに口元を綻ほころばせた。

「……罠にはまって、と仰おつしやいましたね。では、煌翔様は俺の無実を信じていらっしゃる。こんな状じよう況きようで俺が無実だとわざわざ言いにきてくださって、ありがとうございます」

　頭を下げられて、思わず目を見開いた。

「違うだろう！　このままだと本当に死刑だぞ。助けてくださいとか言ったらどうだ？」

　思わず鉄格子を握にぎり締しめた。我嵐がすっと目を閉じる。

「これは、俺が大将軍として軍をまとめられなかったから起こった事です。真実はどうあれ、こんな事をさせてしまうほど、軍の仲間を苦しめていたのかと思うと……」

　声がやや小さくなった。二、三日前、ある軍人が我嵐が賄賂を受け取ったと突とつ然ぜん告発した。我嵐はその軍人を信しん頼らいしていて、いろんな相談をする仲だったようだ。

　そんな彼に裏切られて、強い衝しよう撃げきを受けたのだろうと予測はつく。

「いまの状況は軍の上に立つ者として、部下を掌しよう握あくできなかった俺の責任です。賄賂はもらっていませんが、部下を掌握できなかった責任はとらなければ」

　やはりこいつは本当の馬鹿だと思った。だったらこのまま死刑になってしまえと心で呟く。

　背を向けようとして、ふと子どもの頃の思い出が頭をよぎる。散々からかっていじわるをしてきたが、我嵐はいつでもまじめな顔付きで、嫌いやだとも言わずにあとをついてきた。

　そして、母が毒を盛られて亡なくなった時、一人になりたいと言った自分にこう言った。

〝いま一人にはできません。俺の母親も去年亡くなりました。俺はその時、人目もはばからずに泣きました。煌翔様は皇太子であらせられるので、そう簡単には人前で涙なみだを見せる事はできないと思います。でも辛つらいはず。俺は何も見ていないし、何も聞いていません。ですから、いまだけは泣いていいんです〟

　まだ少年だった我嵐が正座して、目をぎゅっと閉じて両手で耳を塞ふさいでいる姿は、何だか滑こつ稽けいだった。口元には笑えみが浮かんだが、それと同時にずっと堪こらえていた涙が溢あふれてきた。

　この男は馬鹿だけど、優やさしい奴やつだとその時初めて思った。

　再び牢の中にいる我嵐に目をやって、心の奥底からふつふつとある感情がわき上がる。

「────俺はいま、猛もう烈れつに腹が立っている」

　低い声を出すと、我嵐が再び頭を下げた。

「不出来な大将軍で申し訳ありません。煌翔様が俺に腹を立てているのは、十分……」

「違ちがう！　俺が腹を立てているのは、本当の犯人にだ。そいつはお前のそういう無骨でまじめで馬鹿なところを利用しているんだ。あまりに簡単に罠にかかったお前に拍ひよう子し抜ぬけしているだろう。そんなに簡単に人を騙だませると思ったら、大間違いだと俺が証明してやる！」

　何でそんな事を言ってしまったのだろう。自分でも驚おどろいたが、我嵐も呆ぼう然ぜんとしている。

　我嵐のまっすぐな目で見つめられるのが何だか恥はずかしくて、背を向けた。

「お前がいないとからかう相手がいなくてつまらないから犯人を捜さがしてやる。……お前は友だ。友を傷付ける奴は許さない。必ず守ってやる」

　背を向けているので、我嵐がどんな顔をしているか、わからなかった。彼を死なせてはならないという強い思いに突つき動かされるように、牢から外に出て大きく歩を進めた。
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「釈しやく放ほうだぞ」

　煌翔は、牢の中で昨日とまったく同じ姿で正座する我嵐に向かって声を上げた。

　顔を上げた我嵐は、驚きに目を見張っている。

「お前が無実だという証しよう拠こは調べたらすぐに出てきた。お前がそんな事をするはずがないと軍の主だった奴らが独自に調査を始めていて、そのおかげで早期解決できたっていうのもある。何より、お前が賄賂を受け取った証あかしとなった署名が、お前の筆ひつ跡せきとはまったく別ものだった」

　牢の扉とびらを開けたが、我嵐はまだ信じられないような顔付きで座り込んでいた。

「本当に俺の為ために動いてくださったんですか？　煌翔様が？　子どもの頃からいじめられ……いや、おもちゃ扱あつかい……いや、からかわれてばかりいたので、嫌きらわれていると思っていました」

　頭が混乱しているのか、我嵐が目を白黒させている。

「嫌いだが、お前は使える男だから助けてやる。一生俺にからかわれて生きていけ。それが俺の友としてのお前の役目だ」

　あえてふざけた口調にした。こっぱずかしくて仕方なかったからだ。

　我嵐は話を整理しているのか、しばし目を瞑つぶっていたが、やがて頭を下げた。

「この命をかけて、一生忠誠を誓ちかいます。あなたに刃やいばを向ける者がいたら、俺の槍やりで蹴け散ちらしてご覧に入れます。────ありがとうございました」

　最後の声はわずかに震ふるえていたようだったが、気づかないふりをした。
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「あいつは三年経たっても、まったく変わっていないな」

　煌翔は自室に座り、簞たん笥すにしまっていた刀を取り出した。

　我嵐は牢を出て、一番初めに手にした刀で、長かった黒髪を惜おしげもなく切り落とした。

〝煌翔様のお役に立つ為に、大将軍として生まれ変わります〟

　宮きゆう廷ていに仕える官かん吏りも軍人も、長ちよう髪はつが多い。正式な場では結ゆう必要があるからだ。結べないくらいの短髪は、正式な場で髪を結う機会がない下級役人の証として侮ぶ蔑べつされる事もあった。

　それを承知で髪を短く切ったのは、騙されて牢に入れられた自分を戒いましめる為だろう。

　これはその時に髪を切った刀だった。大将軍になる時に父親から贈おくられたものだそうだが、忠誠の証として受け取ってほしいと言われた。

　馬鹿でまじめで誠実で、だからこそ信頼のおける男。それが我嵐だった。

　彼はいまでは互たがいに認める親友だ。戦いの中で、背中を預けて戦えるのは彼だけだと思っている。それなのに……と口の中で呟つぶやいた。

「我嵐の奴、どうして凜莉を好きになったんだ」

　いくら我嵐でも、凜莉は譲れなかった。

　彼女は〝特別〟だ。

「凜莉……」

　思い出すとせつなさで胸が苦しくなった。自分にこんな思いをさせる女性は、あとにも先にも一人だけだろう。子どもの頃、凜莉は自分を皇太子だと知らないで、それでも身を挺ていして賊ぞくから庇かばってくれた。その時の事はいまでも鮮せん明めいに思い出せる。

　後宮で再会してからも、彼女の行動は読めない事が多くてはらはらさせられたが、信念に従っているのがわかっているので、応おう援えんしたいと素す直なおに思えた。初はつ恋こいを美化しているのではと思っていた事もあったが、彼女と再会して行動をともにするうち、どんどん惹ひかれていく自分に気づかされた。

　恋こい敵がたきが我嵐でなかったら、どんな手を使ってでも宮廷から追い出してやるところだ。

　大人げないとわかっているが、それぐらい凜莉が大事だった。

　我嵐や凜莉の事、そして宰さい相しようの不正の事。頭が痛い事ばかりだが、いまはまず雅が香こう会かいの事に集中しなければと刀を簞笥にしまっていると、ふいに襖ふすまの外から声がした。

「煌翔様。お食事のご用意ができておりますが」

　女官のようだ。一度息をついて、気持ちを切り替かえつつ、腰こしを上げる。

「もうそんな時間か」

　いまの状じよう況きようでは食事の時間も惜しいが、非常事態の時ほど、食べられる時に食べておくべきだとわかってもいる。

「今日のお食事は麗華宮の方で用意してございます。翡翠貴き妃ひがご相談があるそうで」

「翡翠姫ひめが？　珍めずらしいな」

　美しさも賢かしこさも立ち居振ふる舞まいも麗華宮一といえば、誰だれもが翡翠を思い浮うかべるだろう。

　そのぐらい彼女は完かん璧ぺきだ。おそらく后こう妃ひとして一番ふさわしいのは、彼女だとみんな思っているだろう。だが、自分は違う。妻にしたいのは凜莉だけだった。

　しかしどうすれば、彼女を妻としてそばに置けるのか、自分でもわからないでいた。

　権力を使って妻にする事は可能だろうが、凜莉に心から自分を好きになってほしかった。

　部屋を出て、女官に続いて廊ろう下かを歩き、麗華宮の広間に足を踏ふみ入れる。

　広間には、翡翠が一人で座っていた。食事の用意がしてあるものの、おかしな感じがした。

　麗華宮で食事を摂とる時は、四妃と数人の姫。そして女官が世話をする事になっている。

　それなのに、この場には翡翠しかいなかった。女官が心得たように外に出て、襖を閉める。

「どうかしたのか？」

　翡翠は平静を装っているが、よく見ると顔色が悪かった。

「申し訳ありません。どうしても二人だけでお話がしたくて」

　翡翠が顔を上げた。目には涙がたまっている。

「雅香会の宴うたげの事か？」

　思いつくのはそれだけだった。もともと責任者だった翡翠は凜莉を牢ろうから出す為に、蘭々にその座を譲ゆずっている。蘭々は張り切って宴の準備をしているようだが、今度は翡翠派の姫達が蘭々の命令を聞いていないらしい。

　翡翠が責任者だった時は、姫達は対立していたものの、何とか準備は進んでいた。

　しかし蘭々は責任者にはなりたいようだが、姫達に仕事を手配する能力は翡翠に劣おとるようで、宴の準備は混乱を極きわめているようだった。翡翠は、大きく息を吸い込んだ。

「それよりも、もっと急を要する事態が起きました」

　顔付きが尋じん常じようではなかった。眉まゆ根ねを寄せると、翡翠が胸に手を当てた。

「凜莉が……凜莉姫がいなくなりました。香妃宮にも麗華宮にもいないんです！」

　血の気が引いて、生まれて初めて息がとまりそうになった。
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　夜が明けて、朝日が昇のぼってどれぐらい経っただろう。

　凜莉は伝奏寺の境けい内だいにある植え込みに隠かくれて、一いつ睡すいもせずに地蔵を見つめていた。

　眠ねむいはずなのに、眠気は一いつ切さいなかった。

　木蓮が来るのを待っているが、昼間になっても境内を訪おとずれる人はいない。

　静けさと虫が鳴く声。そして木々の香かおりが辺りに充じゆう満まんしている。

　本当に木蓮は来るのだろうかと心に疑念が渦うず巻まく。

（大だい丈じよう夫ぶ、必ず木蓮は来るわ。彼に会って不正の証拠が偽にせ物ものだと証明しなくては。それができたらきっと事態を変えられるはず）

　民たみの為に貴族がいて皇こう帝ていがいる。そんな世の中になってほしい。

　そして女性でも香こう士しになれるような世の中になってほしい。

　願いを叶かなえる為には、いまできる事をするしかなかった。
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　やがて日が暮れてきて、夕日が空を覆おおい始めた頃ころ、凜莉はある香りを感じ取った。

　息すら止めて、鼻に意識を集中させた。

　そのままじっとしていると、黒い頭ず巾きんを被かぶった男がゆっくりと境内に入ってくる。

　男は辺りを見回すそぶりをしながら地蔵の方に歩いて行った。

（この香り……間ま違ちがいないわ！）

　懐なつかしくて、でも苦しくて、そしてせつない香り。自分が木蓮の為に調合した香だ。

　深呼吸して立ち上がった。そして息を吸い込む。

「木蓮……。ようやく会えた」

　声を上げると、頭巾の男がこちらを向いた。男は驚おどろいたように立ち尽つくしていたが、やがて頭巾をゆっくりと取る。そこにいたのは、眼鏡をかけた優やさしい顔立ちの男性だ。

　会いたくて、でも会えなくて。ずっと彼とどう話していいか悩なやんでいた。

　だけど、いまは意志が固まっていた。

「話があるの。二人だけで」

　木蓮は目を見開いていたが、すぐに口元に笑えみを浮かべる。

「宮廷の外で会えるとは思わなかった。おてんばがすぎて、後宮を追い出されたのかな？」

　軽口のようだが、目は笑っていなかった。

「自分で出てきたの。理由はわかっているでしょう？」

　小さく微笑ほほえむと、木蓮がすっと真顔になる。

「誰かに見られると面めん倒どうだ。行きましょう」

　木蓮がこちらに背を向けた。一歩踏み出すのがとてつもなく勇気がいった。

　それでも、ここで逃にげるなんて選せん択たく肢しはない。深呼吸して、彼のあとを歩いた。







　木蓮に連れて来られたのは、以前住んでいた下町の隣となり町まちにある小さな建物だ。

　凜莉は木蓮に続いて、その建物に足を踏み入れる。

「お帰りなさい。先生」

　中にいた若い女性が微笑んだ。室内には治ち療りように用いられる香の香りが充満していた。

「ただいま。患かん者じやさんは来なかったかい？」

「はい、今日は珍しく静かでした」

「そう。ならもう帰っていいよ」

「はい」

　女性はこちらにちらちらと目を向けてきたが、何も聞かずに荷物を持って出て行った。

「凜莉。こちらに」

　木蓮が手招いた。奥にある座ざ敷しきに入って、木蓮と机を挟はさんで座る。

「ここって医い療りよう所でしょう。木蓮がやっているの？」

「まあね。香で治療出来る患者だけ受け入れている。これでもけっこう忙いそがしくて」

　木蓮は香道省の長おさだった。調合の腕うでは天下一品で、特に医療用の香を作る事に長たけていた。

　その木蓮が毒香を操あやつる闇やみ香士団の長だと聞いた時は、信じられない思いでいっぱいだった。

「凜莉、お茶をどうぞ」

　茶器を差し出して微笑む彼は、昔の彼と同じだ。だからといって油断してはならない。

「……ありがとう。いただきます」

　木蓮がやや驚いた顔をした。

　少し前なら敵である木蓮にお茶を勧すすめられても、飲む勇気はでなかっただろう。

　しかしいまの自分は違ちがう。ある覚かく悟ごを決めてきたからだ。

　お茶はいい香りがした。毒香を操る木蓮なら、自分が気づかないような毒を仕込む事も可能かもしれない。しかしものおじせずにお茶を飲み干した。

　その様子を見て、木蓮がすっと表情を引き締しめる。

「今日は少し感じが違うね。麗華宮を出てきたと言っていたが、何か覚悟を決めてきたように見えるよ」

　茶器を机において姿勢を正した。

「ええ。どうしても木蓮に聞きたい事があって、命の危険があるとわかっていても、あなたに会いに来たの。……宰さい相しようの不正の証しよう拠こをねつ造したのは木蓮でしょう？」

　単刀直入に聞いた。遠回しに探さぐりを入れるなんて、木蓮相手にできるとは思っていない。

　こうした方が、感情の変化で放たれる汗あせの香りの判別もしやすいと思った。

　木蓮が発している汗の香りが、わずかに緊きん張ちようした時のものに変わった気がした。

　木蓮は冷静な顔付きで、お茶を一口飲む。

「何の事かな？」

「とぼけないで。宰相様の不正の証拠から、あなたの残り香ががしたわ。あの証拠をねつ造して、宮きゆう廷ていを混乱に陥おとしいれるのが目的でしょう。お願い、木蓮。それを認めてほしいの」

　机に身を乗り出すと、木蓮がくすりともらした。

「私は何も知らないよ。もし知っていたとしても認めるはずないじゃないか」

「本当の事を言って。そうしてくれたら……」

　声に出すのは勇気がいった。頭に煌翔の顔が浮かぶ。煌翔の夢の手伝いがしたい。翡翠の泣く姿は見たくない。下町に住むみんなに幸せになってほしい。そんな思いが背中を押した。

「そうしてくれたら、わたしはこのまま宮廷には戻もどらず、闇香士団に入るわ」

　さすがに虚きよを衝つかれたのか、木蓮が目を見開いて息を吞のんだ。

「わたしは、麗華宮では匂におい香を作るぐらいしかできないけど、闇香士団では役にたてると思うわ。わたしの絶対嗅きゆう覚かくは木蓮も知っているでしょう。わたしの嗅覚と木蓮の調合の腕があれば、香でどんな事だってできるわ」

　これは、宮廷を出る前から考えていた事だった。

　木蓮を説得するならば、こちらも覚悟を決めなければと、息を調ととのえて話を続けた。

「心しん静せい香こうの事は木蓮も知っているでしょう。心臓の病の発ほつ作さにとても効くわ。湖蘭国の皇帝陛下はあれが喉のどから手が出るほど欲しいって。心静香のようにいろんな病気に効く香をあなたとわたしなら作れる」

　落ちついて、冷静にと心で唱えながら、木蓮の表情を観察しつつ口を開く。

「どんな人だって病気にはなるわ。闇香士団が自分達の居場所が欲しいというなら、病気を癒いやす香を作って資産を増やして自分達の国を作りましょう。復ふく讐しゆうに時間を費ついやすよりはずっと現実的で気持ちも楽なはずよ。わたしは何もかも捨てて、あなたについていく。だからお願い。あの証拠はねつ造だって認めて、神瑞国から手を引いて」

　祈いのるように手を組んだ。木蓮は驚いた顔で、やや首を傾かしげた。

「それでは、秘宝香を調合して父親の無念を晴らすという君の夢は叶わないよ。それが目的で、後宮に入ったんだろう」

　それを言われると心が苦しかった。

「かまわないわ。わたしの夢は叶わなくても」

　言い切ると、木蓮が再び目を見開いた。

「わたしね。後宮に入って、いろんな人達と出会って、父の無念を晴らす事だけが自分のやりたい事なのかと考えるようになったの」

　静かに自分の気持ちを言葉に乗せた。

「煌翔様の思うような国作りの手助けがしたい。後宮でできた友達は麗華宮をまとめようと一いつ生しよう懸けん命めいになっている。そんな友達の助けにもなりたい。宮廷がこれ以上乱れれば、民達も苦しむ事になるわ。下町にいる友達をそんな目に遭あわせたくない」

　気持ちは決まっていた。だから言葉はすらすら出てきた。

「自分の夢を追うだけではなく、みんなの夢の手助けがしたいの。たとえ────その為ために後宮を出る事になったとしても」

　毅き然ぜんと見つめると、木蓮は戸と惑まどう様子を見せつつも息をついた。

「煌翔様や我嵐大将軍に二度と会えなくなるよ」

　その言葉が胸を貫つらぬいた。そこから耐たえられないほどの痛みが溢あふれてきたがぐっと堪こらえる。

「わかっているわ。わかっていて、わたしはここに来たの」

　決意の言葉を聞いて、木蓮は何か言おうとして、すぐに口を閉じた。

　そしてしばらく黙だまっていたが、やがて口を開く。

「考えさせてくれ」

　いままでとは違う木蓮の返事に、大きく頷うなずいた。
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　煌翔は香妃宮に足早に入った。中はしんとしていて、人の気配がない。

　凜莉はいないとわかっていたが、それでも自分の目で確かく認にんしないと気がすまなかった。

　翡翠が用事があって香妃宮を訪おとずれたら、凜莉は具合が悪くて臥ふせっていると女官が話したらしい。心配だったので見み舞まいをしたいというと、女官の様子がおかしくなったそうだ。

　それを見て嫌いやな予感がしたという。翡翠は麗華宮を取り仕切る貴き妃ひなので、すべての宮ぐうに許可なく入る事が許されている。強ごう引いんに香妃宮に入って捜さがしたが凜莉はおらず、女官に話を聞いても何もいわないので、慌あわてて報告したらしい。

「凜莉！　凜莉っ」

　声が焦あせっていると自分でもわかっていたが、それを気にする余よ裕ゆうもなかった。

　ガタッと音がして振ふり返ると、女官の涼果が廊ろう下かの端はしの方に立っていた。

「凜莉はどこに行ったんだ？」

　涼果は震ふるえながら、立ち尽つくしている。

「私は……知りません」

　声も震えていて、怯おびえているというよりは後こう悔かいしているような表情をしていた。

「いや、お前は凜莉がいないのを誤ご魔ま化かそうとしたそうだな。だったら、どこに行ったのかも知っているはずだ」

　鋭するどく聞くと、涼果は慌てたように首を横に振った。

「いいか。姫ひめが勝手に後宮を出た事が知られたら処しよ刑けいだ。凜莉は首を切られて死ぬぞ」

　わざと嫌な言い方をすると、涼果がびくっと大きく震える。

「いまなら、凜莉がいなくなったのを知っている者は少ない。二、三日なら何とか誤魔化せるだろう。その間に連れ戻せれば、何もなかった事にできるんだ。彼女を助けたくないのか？」

　本当は涼果が女官として仕えるのには反対だった。彼女は木蓮と繫つながりがあったからだ。

　しかし凜莉は涼果を信じるといった。

「凜莉は不正の証拠を落としたせいで宮廷が荒あれていると悔くやんでいた。その証拠から木蓮の残り香がしたとも。……凜莉はお前から木蓮の居場所を聞いて、直接会いに行ったんだろう」

　確証はなかったが、自信はあった。涼果が息を吞んで俯うつむいた。

「それは……」

　何かを言いかけて、涼果が口を噤つぐんだ。迷うように視線が揺ゆれている。

　思わず、彼女の肩かたを摑つかんだ。

「誰だれにも言わないと、凜莉と約束したんだな？　だがこのままでは、見つかったら死刑は免まぬかれない。何より木蓮のところに一人で行くなんて危険だ。────頼たのむ。凜莉の行き先を教えてくれ。……彼女が心配なんだ」

　皇太子である自分が頭を下げた事に、涼果は目を見開いた。

「恐おそれ多いです。煌翔様が私なんかに……」

　普ふ段だんなら何があっても他人に頭を下げるのはごめんだ。だが、凜莉の為なら何でもできる。

　顔を上げて涼果の目をじっと見つめた。

「凜莉が大切なんだ。連れ戻したい。教えてくれ」

　必死の説得に、涼果が一度目を閉じた。

「……凜莉様は、伝奏寺に行かれました。私は毎月そこに凜莉様のご様子を書いた文ふみを置いていたんです。木蓮様に頼まれて……」

　途と切ぎれ途切れに話す涼果に、頷いて微笑ほほえんだ。

「ありがとう」

　言葉を残して、すぐにきびすを返した。
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　凜莉はさきほど木蓮と話をした部屋で、ふいに目を覚ました。

　どうやら眠ねむってしまったようで、戸の隙すき間まからは朝日が差し込んでいる。

「昨日、寺を見張っていて一いつ睡すいもしていなかったから……」

　疲つかれていたとはいえ、こんな状じよう況きようで眠れる自分に驚おどろきだ。

　しかし睡すい眠みんを取ったので、頭はすっきりしていた。

「喉が渇かわいたな……」

　周りを見回したが、茶のたぐいはないようだ。そういえばと思い出す。

「木蓮が部屋を出て行く時、廊下の先に台所があるから、お腹なかが空すいたらそこにあるものは適当に食べていいって言ってたわよね。飲み物とかもあるかしら」

　そっと立ち上がって入り口の戸に近づく。

　見張りがいるかもしれないと思ったが、戸を開けても誰もいなかった。

　どこが台所だろうと辺りを見回しながら廊下を進んで、ふと足を止める。

「ん？　あれって……」

　右手にある襖ふすまが開け放たれていた。中は広い座ざ敷しきで、どうやら調合室のようだ。

　香作りに使う道具などが整然と壁かべの棚たなに並んでいる。その棚に目が釘くぎ付づけになった。

「あの乳にゆう鉢ばちってもしかして……！」

　思わず、部屋に足を踏ふみ入れて棚に近づいた。

　そこにある乳鉢をじっくり見つめて、やっぱりそうだと頷く。

「これって、わたしが調合を始めたばかりの頃ころにお揃そろいで買った乳鉢だわ」

　使い込まれた跡あとがあるものの、綺き麗れいに磨みがかれていて大事にされているのがわかった。

　自分の乳鉢も香妃宮の調合室に置いてある。大切な思い出の品だが、以前木蓮はもう捨てたと言っていた。だからまだ持っていてくれているとは思わず、うれしくて涙なみだぐんだ。

「やっぱりあなたはわたしが知っている木蓮だわ。そうだとしたら、復ふく讐しゆうなんて事にこだわるはずがない。それなのに、どうしてやめないの？」

　ずっと感じていた事だった。木蓮は、物を大事に使い、苦しむ人には手を差し伸のべ、相手の痛みがわかる優やさしい人だ。彼なら復讐に身を投じるよりも、前を向いて歩こうと考えるはずだ。

　しかし、彼は頑かたくなに復讐にこだわっている。

「何か、わたしにはわからない事情があるのかも……」

　呟つぶやいて、ふとある香かおりがするのに気づく。

「あれ？　二つの香りがするわ。一つは木蓮の香りだけど、もう一つは……」

　嗅かいだ事のある香りだと思った。それが何か考えようとして、ふと別の事が気になった。

「昨日医い療りよう所にいた女性とは違ちがう香りだから、もしかしたら一いつ緒しよにいるのは闇やみ香士団の人かも。だったら、わたしがいるのを見られたら木蓮に迷めい惑わくがかかるかも……」

　どうしようかと思ったが、出入り口は一つしかない。木蓮達はそこから入ってくるだろうから、逃にげたら鉢合わせするだろう。辺りを見回して、奥にある大きな物入れが目に入る。

　箱のような長い物入れで、自分の身体からだより大きかった。とっさにその箱に手をかけ、蓋ふたを開けて中に入り込んだ。中には書類や巻物が入っていて、潜もぐり込んだらぎゅうぎゅうだ。

　それでも何とかうまく蓋が閉まってくれたので、どうにか隠かくれられた。

　そのままじっとしていると、誰かが部屋に入ってきた気配がする。蓋が完全に閉まっているので、外に誰がいるかはわからない。しかし香りはわずかにある蓋の隙間から入ってきた。

　香りは二つ。一つは木蓮で、もう一つは……。

（この香り……これは羅来様の香りだわ……！）

　我嵐のいとこで、細い身体をした軍人。優しげな顔をしつつも、我嵐を陥おとしいれた過去を持ち、宰さい相しようを責め立てる一派の急きゆう先せん鋒ぽうだ。まさかと思いつつ、そっと耳を傾かたむけた。

「……もうすぐ、神瑞国を破は滅めつに導ける」

　男の声はくぐもっていた。羅来の声かと聞かれれば、そうかもしれないし、違うかもしれない。しかし間ま違ちがいなく、羅来の香りは漂ただよってきていた。

「僕の計画は完かん璧ぺきに遂すい行こうできた。あの不正の証しよう拠こを凜莉からすりとってやったんだ。凜莉は自分が落としたと思って、ずいぶん悔やんでいるらしい。いい気味だ」

　くっくっくっと笑う男の声に、愕がく然ぜんとした。

（すりとった？　じゃあ、あれはわたしが落としたのではないって事？）

　あの時の事を思い出してみる。確かに証拠は胸むな元もとの奥深くに入れて、大切に持っていた。

　だからこそ、落としたはずはないと思っていたのだ。

（そういえば羅来様がふらついたのを支えたわ。もしかしたら、あの時にすりとられたの？）

　そう考えれば、すべてのつじつまが合う。

　あまりの事に凍こおり付いていると、外からまた声が聞こえてきた。

「蘭々を操あやつって翡翠に対たい抗こうさせたのもうまくいった。あの女は単純で野心家だから、すぐにこちらの思う通りに動くようになった。後宮というところは、実に面おも白しろい」

　男の笑いは止まらないようだった。彼の話を聞いていると、怒いかりがこみ上げてくる。

（麗華宮や宮きゆう廷ていが揉もめているのはすべてこの男が仕組んだせい？　許せない……！）

　翡翠の涙を思い出す。彼女は蘭々と対立して苦しんでいた。

　煌翔は宮廷が対立して、苦境に立たされている。その原因がようやくわかった。

「どうした？　木蓮。浮うかない顔だな」

「……いいえ。そんな事はありません」

　木蓮の淡たん々たんとした声が聞こえてきた。

「いいか、木蓮。我らは闇香士団だ。僕はいままでそれを隠して生きてきた。そして宮廷で暗あん躍やくし、ようやく皇こう帝ていへの復讐の機会を得た」

　羅来は調合ができると言っていた。もし彼が闇香士団の一員だったとしたら、宮廷で暗躍、という言葉はすんなり入ってくる。

「もうすぐ、待ちに待った雅が香こう会かいだ。いまさら中止にはできないから、煌翔達は雅香会をやらざるを得ない。最終日にある宴うたげでとどめの一いち撃げきを加えるというのが、僕の最終的な目的だ」

　それを聞いて目を見開いた。

（雅香会の宴で何をやろうとしているというの？）

　羅来は確か、雅香会の宴で行われる舞ぶ踏とうの警備を担当しているはずだ。

　煌翔や我嵐は宰相を糾きゆう弾だんする彼を警けい戒かいしているが、罪をおかしたわけではないし、大将軍を輩はい出しゆつする豪家の一員である彼を、理由もなく警備から外すわけにはいかなかったようだ。

　彼なら、何かを仕し掛かける事も可能だろう。そう思うと、ぞっとした。

「木蓮、いまの闇香士団の長おさはお前だ。皇帝を廃はいする九きゆう尾びの狐きつねとしての宿命を背負っているのはお前なんだ。自分の宿命を忘れるな。──いまさら逃げられないぞ」

　念を押すようなきつい言い方だった。

「わかっています。考えは変わっていません」

　毅き然ぜんとした木蓮の声が聞こえて、人が動く気配がした。

「それでいいんだ。では、僕は宮廷に戻もどるよ」

　戸が開く音がして、足音が遠くに去って行く。姿を一目見たかったが、見つかっては元も子もないと思った。どうやら木蓮も部屋から出たようで、二人の香りが遠ざかっていく。

　人ひと気けがなくなったのを確かく認にんして、蓋を開いた。

「雅香会の宴で何かするつもりなのね。何とかしなくては……ん？」

　物入れから出ようとしてふと声を上げた。

　足に紙が引っかかって、箱から飛びだしたのだ。それを慌あわてて拾う。

「まずいわ。戻しておかないと」

　紙を手に取って、何気なくそれに目を落とした。そして思わず目を見開く。

「これは……」

　とんでもないものを見付けたと、心臓がどきどきと脈打った。
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　煌翔は伝奏寺に来ていた。隣となりにいるのは、我嵐だ。

　連れて来ている兵は、我嵐が口が堅かたいと太たい鼓こ判ばんを押した数名だった。

「人気はないですね」

　我嵐が辺りを見回した。冷静な顔付きだが、内心では焦あせっているのが伝わってくる。

「寺を捜そう索さくしろ。近所にも話を聞きに行け。誰だれか何か見ているかもしれない」

　兵に指示を出すと、我嵐を含ふくめた全員が辺りに散った。

　それを見届けて、何か手がかりはないかと、境けい内だいを見回した。

「木蓮はここに涼果からの手紙を取りに来ていた。その手紙は地蔵の足もとに隠していた。凜莉は木蓮を捜さがしにきた。しかし木蓮に気づかれたら逃げられるかもしれない。彼からは見えないところでじっと隠れて待っていたはず」

　昼でも薄うす気き味み悪わるい境内だ。

　凜莉が暗くなってもここで木蓮を待っていたとしたら、怖こわかっただろうと胸が痛んだ。

「あの地蔵を見張るのにちょうどいい場所は……」

　そう考えながら辺りを見回すと、近くにある植え込みが目に入った。

「あそこからなら、地蔵を見張れるし、外から来ても見つかりにくい」

　植え込みに駆かけ寄った。その辺りをよく観察していると、ふと何かがきらりと光った。

「これは……」

　地面に落ちていたのは、赤い珊さん瑚ごのかんざしだ。それには、見覚えがある。

　凜莉が母親にもらったと大事にしていたものだ。やはりここにいたのだと確信する。

「煌翔様！」

　振ふり向くと、我嵐が駆け寄って来た。

「昨日の夕方、ここで遊ぼうとして訪おとずれた子どもが、若い女と黒い頭ず巾きんをした男を見たそうです。その時に男が頭巾を取ったのを見たそうですが、どうやら眼鏡をかけていたようです」

　眼鏡と聞いて、木蓮の顔が浮かぶ。

「二人はどこにいったんだ？」

「それはわからないそうですが、一いつ緒しよにいたその子どものいとこが眼鏡の男の方を見て、医い療りよう所の先生に似ていると言ったそうです。そのいとこは隣となり町まちに住んでいて、たまたま昨日こちらに遊びにきていたようで」

　木蓮は医療用の香こうを調合するのに長たけていた。それを思い出して、表情を引き締しめる。

「その医療所がどこか調べてあるだろうな」

「はい」

　さすがだと微笑ほほえんだ。こんな時に我嵐は誰よりも頼たよりになる。

「そこへ行くぞ」

　頷うなずいた我嵐が、散らばった兵達を集めるよう指示を出す。

「すぐに行くからな、凜莉」

　無事でいろよと呟つぶやいて、煌翔は兵を引き連れてその場をあとにした。
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　一人で部屋の真ん中にある椅い子すに座っていた凜莉は、背後の戸が開いたのに気づいて顔を向けた。そこには木蓮が冷静な顔付きで立っている。戸の向こうは廊ろう下かに面した庭になっていて、夕日が沈しずもうとしていた。木蓮が戸を閉めて、目の前の椅子に座る。

「考えが決まったよ」

　木蓮の声は強こわばって聞こえた。彼から緊きん張ちようしている時に出る汗あせの香かおりが漂ただよう。

「私は闇やみ香士団の長。そして皇帝に徳がないと判じた場合、皇帝を廃する為ために革命を起こす凶きよう獣じゆうとしての宿命を背負っている。その宿命からは逃のがれられない」

　覚かく悟ごしていた答えだった。それでも膝ひざに置いた手をぎゅっと握にぎる。

「そんな事はないわ。木蓮は確かな調合の腕うでを持っている。人生をやり直す事は可能よ。わたしも手伝うわ」

　何を言っても気持ちは変わらないだろうとわかっていたが、言わずにいられなかった。

「ありがとう。凜莉。でも、これはもう変えられない運命なんだ」

　木蓮がわずかに微笑んだ。

「闇香士団は、いま数十人いる。私が復ふく讐しゆうをやめると言っても、彼らは納なつ得とくしないだろう。私は殺されるだろうし、宮きゆう廷ていへの攻こう撃げきがやむ事はない」

「でも、長である木蓮が復讐をやめる決意をすれば、ついてくる人だっているんじゃない？　何とかみんなを説得して……」

「無理だ。絶対に説得できない人が一人だけいる。彼はみんなの信しん頼らいも厚い。彼についていく者達も多いだろう」

　木蓮の笑えみは、何もかも受け入れてでもいるような、達観したものだった。

「えっ……！」

　すっと表情を引き締めた木蓮が、椅子から立ち上がる。一歩近づいた彼に、ふわりと優やさしく抱だきしめられた。突とつ然ぜんの事に驚おどろいて声を上げると、耳元で木蓮が囁ささやく。

「凜莉、宮廷から抜ぬけ出した姫ひめは死罪だ。万が一それを免まぬかれたとしても、いまから宮廷はもっと荒あれ狂くるうだろう。大切な人が苦しむ姿を目まの当たりにして凜莉が泣くのは見たくない」

　優しい腕と言葉だった。それでも身じろいで、腕を解いた。

「いいえ。木蓮が考えを変えてくれないのだったら、わたしは帰るわ。宮廷が荒れるのは見ていて辛つらいし、人々が争うのはとても怖いわ。でも逃にげたくないの。後宮でわたしにもできる事がきっとあるはず」

　黙だまって出てきたのに、無事に戻れるとは思っていなかった。しかし木蓮を説得できなかったいま、彼らが雅が香こう会かいの宴で何かをしようとしていると煌翔に伝えなければと強く思った。

「そうはいかないよ」

　立ち上がろうとしたら、木蓮に腕を摑つかまれた。

「何もかも終わるまで、ここに閉じ込めておくよ。……もう帰さない」

　初めて聞くような情熱のこもった声だった。

「……放して！」

　何とか腕を解いて立ち上がった。そして戸を開けて逃げ出そうとする。

　しかし廊下に足を踏ふみ出す事はできなかった。

「もう帰さないっていったよね」

　背後から聞こえた木蓮の声に震ふるえが走る。目の前には黒い覆ふく面めんをした男が二人立っていた。

「凜莉を閉じ込めておけ」

　氷のような冷たい木蓮の声に、男達が頷いた。

　彼らに腕を摑まれて、引きずられるように廊下を移動する。

「木蓮！　やめて！」

　叫さけびは、閑かん散さんとした医療所に木霊こだました。
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　夜の闇やみが辺りを覆おおい尽つくす頃ころ、煌翔は古びた建物の前に立ち、息を潜ひそめていた。

　我嵐が聞き込んできた情報によると、ここは医療所らしい。といっても、ここにいるのは医師ではなく香で病や怪け我がを癒いやす香士だという。

　眼鏡をかけた香士は腕もよくて、ここらではちょっとした人気者らしい。

「木蓮。こんなに宮廷の近くにいたとは」

　皇こう帝てい暗殺未み遂すいの罪で追われているというのに、そう宮廷から離はなれていない下町で暮らしていたとは思わなかった。隣となりにいた我嵐が小さく頷く。

「この辺りは、事件が終わってすぐに捜そう索さくがされていました。その時はここは空き家だったようです。おそらく調べが終わってから、木蓮が医療所を開いたのではないかと」

「一度調べられているからかえって安全だと踏んだわけだ。実際その通りだったが」

「申し訳ありません」

　木蓮を追う指揮をとっていたのは、我嵐だ。彼は悔くやんだ表情で、視線を落とした。

「いまさら何を言っても仕方ない。いまは凜莉を無事に奪だつ還かんする事だけ考えろ。みんな集まれ」

　兵達と円えん陣じんを組む。

「最重要事じ項こうは凜莉を無事に助け出す事だ。相手は毒香を使う暗殺団だ。油断したら死ぬぞ。心しろ。行くぞ！」

　合図を出すとともに医療所に向かって走り出した。
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　凜莉は、座ざ敷しき牢ろうに閉じ込められていた。戸には頑がん丈じような錠じよう前まえもついていて、木き枠わく越ごしに見張りが二人いるのが窺うかがえる。眠ねむり香が作れれば見張りを眠らせて鍵かぎを取る事もできるかもしれないが、調合の道具を木蓮に取り上げられてしまった。

（早く雅香会で木蓮が何かしようとしている事を、煌翔様に知らせなくては）

　勝手に宮廷を出たので、処しよ刑けいは免れないだろう。それでも木蓮の事を伝えなければ。

　どうすれば逃げられるか考えていると、ふとある香りがした。

　何人もの人の香りだ。入り乱れて戦っている、興奮状態のようだ。

　そのあとに、耳に争うような声と足音が届いた。

「何？　どうしたの？」

　木枠を握り締めると、見張りの男達も騒そう動どうに気づいたようで、慌あわて始めた。

「お前はここにいろ」

　背の高い方の男がもう一人に言い置いて、廊下を駆かけていく。

　角を曲がろうとして、ふいに背後に吹ふっ飛ぶように倒たおれ込んだ。

「何!?」

　牢ろうの前にいた見張りが目を見開いた。廊下の角から、男が一人現れる。

「……煌翔様！」

　赤い燃えるような髪かみと、灰はい褐かつ色しよくの冷静な瞳ひとみ。大おお柄がらな体たい軀くで、手には鋭するどく光る刃やいばを持っている。こちらを見つめる煌翔を見て、思わず木枠を握り締しめて叫んでいた。

「凜莉、そこか！」

「渡わたすものか！」

　見張りが駆け寄って剣けんを振ふり上げようとしたが、それより早く煌翔が剣を振り下ろす。

　倒れる見張りを見て、思わず悲鳴を上げた。

「……きゃっ！」

「殺してはいない。捕とらえろ」

　煌翔が声を上げると、兵が背後から出てきて見張りを縛しばり上げ、腰こしから下げていた鍵を取り上げた。兵はそれを煌翔に渡して、見張りを引きずるように連れて行く。

　煌翔がこちらに駆け寄った。

「無事か？」

「はい……！」

　煌翔の顔を間近で見た途と端たん、ほっとした。足の力が抜けて、そのまま座り込みそうになったが、何とか堪こらえた。涙なみだぐんでいると、錠前を開けて戸を開いた煌翔が手招きする。

「早く出てこい」

　涙を拭ぬぐって外に出ると、ふいに煌翔に抱きしめられた。

　腕うでの力は強くて、熱かった。その熱さが本当に煌翔に会えたのだと実感させた。

　もう二度と会えないと覚かく悟ごを決めて宮廷を出た。

　死ぬかもしれないとも思っていた。しかしこうしてまた煌翔に会えた事がうれしくてたまらなかった。いつから彼の存在が、自分の中でこんなに大きくなってしまったのだろう。

　彼にはずっと探している初はつ恋こいの女性がいると知っている。その女性の存在が頭をかすめて、息苦しい気持ちになったが、いまは考えない事にした。煌翔が頭の上で囁く。

「見つかってよかった」

「すみません……。心配をかけて」

　目を落とすと、煌翔はゆっくりと身体からだを離した。優しかった顔が、一いつ瞬しゆんで怒いかりに染まる。

「本当に心配したぞ！　どうしてお前は勝手な事をするんだ！　俺には包み隠かくさず話す約束だろう」

　怒ど鳴なりつけられて、思わず首を竦すくめた。

「本当に、申し訳ありませんでした！」

　いろいろ事情はあったものの、煌翔との約束を破った事は間ま違ちがいないので、反論はできなかった。素す直なおに頭を下げると、煌翔がぽんっと肩かたに手を置いた。

「じっくり叱しかってやろうと思っていたが、いまは急ぐからこれで勘かん弁べんしてやる。まだお前が宮きゆう廷ていを抜ぬけ出した事は、一部の者しかしらない。いま戻もどれれば、何事もなかったふりができるだろう。だが、よく覚えておけ。帰ったらお仕置きだぞ」

　お仕置きという言葉には震え上がったが、いまならまだ後宮に戻れると聞いて、一筋の光が心に差した。

（また麗華宮に戻れれば、わたしにもこの国の為ためにできる事がある。木蓮達が雅が香こう会かいの宴うたげで何か企たくらんでいるって知らせて、煌翔様や我嵐達と一いつ緒しよに対応策だって練れる……！）

　もしそうなら、どんなお仕置きをされても、我が慢まんができると思った。

　ついさっきまで、木蓮と行動をともにするか、宮廷に戻って死し刑けいになるかと心の中で震えていた。煌翔が助けに来てくれて、そしてまた自分が精いっぱい役に立てる場所に連れ帰ってくれると聞いて、どう彼に感謝していいかわからない。

　そっと見上げた煌翔の顔は優やさしそうに微笑ほほえんでいた。

　そんな煌翔につい見み惚とれてしまう。

（何でわたし赤くなってるの!?　煌翔様は恰かつ好こういいけど、そんなのわかっていた事じゃない。でも何だか今日はとても輝かがやいて見えるわ。どうして!?）

「凜莉！」

　聞こえた声にはっとして振り向くと、我嵐が駆け寄ってくるところだった。

「無事でよかった。本当によかった……」

　ほっとした顔付きで、我嵐がそっと微笑んだ。彼に頭を下げる。

「ごめんなさい。心配かけて」

　煌翔や我嵐とまたこうして話ができるなんて、うれしくて胸がいっぱいだ。

　こみ上げて来た涙を袖そでで拭ふいていると、煌翔が我嵐に目を向ける。

「医い療りよう所は制圧できたか？」

「はい。医療所の中にいた者は全員捕らえました。ですが、木蓮の姿はありません」

　煌翔がちっと舌打ちした。

「仕方ない。とりあえず宮廷に急ごう。凜莉がいない事がばれる前に戻らないと」

　煌翔がこちらを向いて手を差し出した。

「行くぞ」

　手を握にぎっていいのかと一瞬考えた。我嵐の目が気になるからだ。

　彼には好きだと言われていた。雅香会が終わったら返事をくれとも。

　我嵐は顔には出さないが、自分と煌翔を見て、いったいどんな気持ちでいるのだろう。

　我嵐は好きだ。それが恋こい人びとの好きかはわからないが友達としては一番好きだと断言できた。だから彼を傷付けたくない。

「凜莉」

　しかし煌翔に促うながされて、おずおず手を伸のばして彼の手を握った。

　ずっと一人で不安だった。死ぬ覚悟もしていたが、怖こわくて仕方なかった。

　差し出された手の温ぬくもりが、いまは何よりうれしかった。
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　凜莉が煌翔達と宮廷に戻った時は、すでに夜が明けていた。

　宮廷の敷しき地ちに足を踏ふみ入れると、少し離はなれていただけなのに懐なつかしく感じる。

　再びこの場所に帰ってこられた事に、心の底から感謝していた。

　人目を忍しのんで香妃宮に入ると、泣きながら涼果が出で迎むかえてくれる。

「よかった、凜莉様が無事で……」

「心配かけてごめんなさい」

　抱だき付いてきた涼果を受け止める。泣きじゃくる彼女の背中をさすりながら振り返った。

　そこには煌翔と我嵐がいる。伝奏寺の事は、涼果から聞いたと煌翔が話していた。

　彼女が木蓮と通じていた事も、煌翔は知っているようだった。

「涼果を罰ばつしないでください。わたしが木蓮の居場所を教えてと頼たのんだんです。彼女は木蓮に情報を伝えていましたが、それはわたしに関する事ばかりで、宮廷の大事な情報をもらしたりはしていません」
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　涼果は母親を救ってくれた木蓮を恩人だと思って、行動していただけだ。

　その気持ちは純じゆん粋すいなものだと思った。煌翔がため息をつく。

「お前はそう言うと思っていた。……涼果がしていた事は許されない事だ。しかし涼果も凜莉が心配だったから、情報を教えてくれたんだろう。その事には感謝している。だから今回は見み逃のがしてやるが、二度と木蓮と連れん絡らくはとるな。いいな」

「はい……」

　涼果の背中を慰なぐさめるようにもう一ひと撫なでしてから、煌翔達に向き直った。

「我嵐。頼んでいたあれはどうなった？」

　ずっと気になっていた事を確かく認にんしようと話しかけると、我嵐が大きく頷うなずく。

「羅来がなかなか渡わたさなかったから時間がかかったが、調べる為と言ってようやく一昨日おととい手に入れた。すぐに香道省に渡して、昨日結果が出たようだ。さっき確認したが、お前が言っていた通りだった」

「よかった……！　わたしも木蓮の隠れ家がで、あるものを手に入れたの。それと我嵐に頼んだものが揃そろえば、宰さい相しよう様の無罪が証明できるはず……！」

　拳こぶしを握ると、煌翔が軽く目を見開いた。

「ちょっと待て。何の話だ」

「はっきりしてからお伝えしようと思ってました。煌翔様、わたしの話を聞いてください」

　煌翔に救われた命だ。精いっぱいの事をして、彼に恩返しがしたい。

　戸と惑まどった表情をみせつつも、煌翔が頷いた。
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　木蓮の隠かくれ家から戻った次の日。宮廷の大広間に集まっているのは、皇こう帝ていと皇太子である煌翔。そして宰相の壬功徳と豪家の羅来と我嵐。後宮からは翡翠と蘭々だった。

　凜莉は一番後ろに座り、全員が集まったのを見届けて、小さく頷いて合図を送る。

　頷き返したのは煌翔だ。彼は皇帝の朱しゆ令れい聞ぶんに向かって跪ひざまずき、頭こうべを垂れた。

「陛下。話し合いの場を設けて頂き、ありがとうございます」

「うむ。いったい何事だ。何やら宮廷が騒さわがしいようだが」

　体調が悪く、最近は宮廷のほとんどの事を煌翔に任せて臥ふせっている皇帝にも、騒ぎが耳に入っているようだった。

「申し訳ありません。実は宰相である壬功徳が賄賂わいろを受け取ったという証しよう拠こが出まして」

　煌翔が証拠の紙を取り出した。宰相が真っ青になる。

「陛下！　そんなものは私は存じません。何者かが仕組んだのです」

　羅来が跪いたまま嫌いやな笑えみを浮うかべた。

「しかし陛下。その証拠には確かに功徳様の筆ひつ跡せきで受け取った金額と署名が書かれています。これはれっきとした不正の証拠。この事は宮きゆう廷てい中の人間がもう知っております。功徳様の罪を罰せられた方がよろしいかと」

　強い口調だった。皇帝が顔を顰しかめる。

「わしは、賄賂をもっとも憎にくむ。功徳、知っておるな」

　視線は功徳に向けられていた。

「存じております。陛下を裏切るような事は絶対にいたしません。信じてください」

「いいえ。陛下。証拠があるのです。功徳様の言葉こそ、信じてはなりません！」

　羅来も負けていなかった。凜莉は彼の後ろ姿を見つつ、鼻に意識を集中させた。

　広間には護衛や官かん吏り達も含ふくめて十人以上いるので、いろんな香かおりが混ざり合っている。

　しかし、木蓮の隠れ家でした羅来の香りは、いまも彼からはっきり感じ取れた。

　おそらく羅来は木蓮の仲間だろう。しかし、羅来が木蓮と会っていたと証明できるものが、絶対嗅きゆう覚かくしかない。この能力を知っている人は話に耳を傾かたむけてくれるかもしれないが、知らない人に信じてもらうのは難しいだろう。それに顔を見て確認したわけではないので、万が一間ま違ちがいだったならという不安は大きかった。

　煌翔に報告すれば、羅来は捕とらえられるだろう。しかしもしも違っていたら、羅来に煌翔を攻こう撃げきする理由を与あたえてしまう。

　まずはいま確実に証明できる事からしようと、気を引き締しめる。

「お話し中、申し訳ありません」

　頭を下げると、羅来が顔を顰める。

「無礼でしょう。陛下の御ご前ぜんですよ」

　煌翔が羅来を制するように手を動かした。

「俺が発言していいと事前に許可したんだ。陛下、凜莉姫ひめの話を聞いてやってください」

　煌翔の言葉に、皇帝が頷いた。

「凜莉姫か。いいだろう。前に来い」

　手招かれて、頭を下げた。そして立ち上がり、皇帝の前に進み出る。

　皇帝がじっとこちらを見つめた。

「何か話があるのか、凜莉姫」

「はい。単刀直入に申し上げますと、宰相様の筆跡で書かれた証拠はねつ造されたものです」

　部屋中がざわっとした。血相を変えたのは、羅来と蘭々だ。

「どういう事ですか？　何を証拠にそんな事を言われるのです」

　羅来の言葉に頷いたのは蘭々だった。

「そうです。その証拠は私が翡翠姫の部屋で見付けたんです。翡翠姫が父親と一いつ緒しよに賄賂を受け取っていたに違いありません」

　蘭々に向かって視線を投げかけた。

「証拠は最初は蘭々姫が持っていました。翡翠姫の部屋で見付けたといいますが、これが本物だとしたら、その辺に置いておくような愚おろかな真似まねは翡翠姫もされないと思います。部屋を探さぐらないと出てこなかったと思いますが、どうやって見付けたんですか？」

「それは、その……」

　蘭々がはっと目を見開いて、もごもごした。翡翠が胸に手を当てる。

「天地神明に誓ちかって、そんなものは知りません。私の部屋にあったはずがないわ」

　毅き然ぜんと言い切った翡翠に、蘭々はやや気け圧おされ気味の表情を浮かべた。

　黙だまり込んだ彼女の代わりに、羅来が大きく息を吸い込んだ。

「どこで手に入れた物でもいいでしょう。功徳様だけが使う桔き梗きようの花のすかしが入った紙に、功徳様の筆跡で金額と署名が書かれているのです。功徳様が書いた物ではないという方が不自然だ。いいですか、その桔梗の花のすかしが入った紙は特別に作られていて、他ほかでは手に入りません」

　羅来は勝ち誇ほこった表情だ。しかし、それに対する答えはすでに用意していた。

「いいえ。そもそもその紙は、宰相様が普ふ段だん使われているものではないのです」

　煌翔が持つ証拠の紙を指さして言い切ると、羅来が目を見開いて、そして苦く笑しようした。

「何を馬ば鹿かな事を。どうして違うと言い切れるんです」

「信じてもらえないかもしれませんが、わたしは絶対嗅覚を持っていて、香りでいろんな情報を得る事ができます。宰相様が使われている桔梗の花のすかしが入った紙は、麻あさが原料です。ご存じの方も多いと思いますが、宮廷で使われている紙はすべて麻でできています」

　羅来があざ笑うような表情になる。

「それがどうしたんです？」

「証拠の紙を最初に見付けた時に香りで気づきましたが、その紙は麻が原料ではないんです」

　羅来が一いつ瞬しゆん目を見開いたものの、すぐに声を上げて笑った。

「それは君のその〝絶対嗅覚〟とやらで嗅かぎ分けたという事かな？　でもそれって君にしかわからない事でしょう。それで証拠がねつ造だと言い切るのは少々乱暴だと思いますが」

「そう言われると思っていました。ですから我嵐大将軍に頼たのんで、この証拠の紙を香道省で調べてもらいました。雅が香こう会かいで今年発表する香道省の新しい技術に、香の原料や分量を特定するというものがあります。それを応用すれば、紙の原料も調べられるのではと思いました」

　目をやると我嵐が頷いた。

「香道省の長おさである還送様に直接話をして、紙を調べてもらいました。やった事がないので、時間がかかると言われましたが、還送様は香士達を総動員して徹てつ夜やで調べてくださいました。その結果は────確かにこの紙の原料は麻ではないそうです」

　広間にいた人々が再びざわっとした。やっぱりと頷いて、ある確信を持って声を上げた。

「もしかしたら、原料は竹だと仰おつしやっていませんでしたか？」

　我嵐がやや目を見開いて、大きく頷いた。

「ええ。還送様は確かに原料は竹だと仰ってました。凜莉姫の絶対嗅覚はさすがですね」

　褒ほめてくれたのはわざとだろう。

　これでみんなの絶対嗅覚に対する信しん頼らいが高くなったはずだ。

「まさか！　そんなはず……！」

　羅来が声を上げたが、我嵐が睨にらみつけた。

「還送様が調べられた事を否定されるおつもりか？」

　香道省の還送は、宮廷でも堅かた物ぶつとして有名だ。皇帝の信頼も厚く、官吏達や軍人達からも一目置かれている。怒おこらせるとやっかいだと、羅来もわかっているのだろう。

　羅来は悔くやしそうに、唇くちびるを嚙かみしめた。

「疑いがあるなら、香道省まで来られたし、と還送様は仰ってました。どうしてそういう結論に至ったか、直接説明してくださるそうです」

　我嵐は手に持った巻物を皇帝にうやうやしく差し出した。

「こちらに調査の内容はまとめてあります」

　皇帝が受け取ったのを見て、口を開いた。

「わたしの絶対嗅覚だけでは信用してもらえないと思い、香道省にも調査を頼みました。結果は、いまの通りです。原料が違うその紙は、何者かが宰さい相しよう様が使う紙に似せて作った物だと思われます」

　皇帝が巻物に目を通して、大きく頷うなずいた。

「なるほど。わざわざ功徳が一枚だけ原料が違う紙を使って、賄賂わいろの受け取りを書くはずがない。誰だれかが用意した偽にせ物もので、筆跡も誰かが功徳の字を真似たという事か。ふむ、筋は通るな」

　心の中でぐっと拳こぶしを握にぎった。皇こう帝ていがみんなを見回す。

「わしは還送から、香道省が雅香会で発表する新技術について何度も説明を受けておる。実際に香の原料を調べる場にも立ち会った。素す晴ばらしい出来だった。還送がそれを応用して調べて紙の原料が竹だと判じたなら信じるに値あたいするだろう。つまりこの証しよう拠こは偽物の可能性が高い」

　皇帝の言葉を引き継ついだのは、煌翔だった。

「ええ。犯人の失敗は見た目はそっくりでも、原料が違う紙を用意してしまった事です」

　まだ納得していないような表情の羅来を見つつ、懐ふところに手を入れた。

「この紙をご覧ください。これは……我嵐大将軍が清せい木蓮の隠かくれ家がから押収したものです」

　本当はこれを見付けたのは自分だ。

　木蓮が謎なぞの男と話していたあとに、隠れていた物入れから出ようとして見付けたのだ。

　しかし本当の事は言えなかった。自分が宮廷を出た事は、幸い一部の人間しか知らない。

　この証拠を見付けたのは、我嵐だという事にしようと煌翔達と打ち合わせしていた。

「あとから香道省に調べてもらいますが、わたしの嗅覚によると、この紙からはその偽にせの証拠と同じ竹の香りがします」

　みんなに見せるように掲かかげた。それは、偽の証拠と同じ桔梗の花のすかしが入った紙だ。

　木蓮の部屋の物入れにあったこの竹の香りがする紙には、乱れた文字が書かれている。

「おそらくですが、宰相様の筆跡を真似ようとして失敗した書き損じだと思います。これを木蓮が持っていたという事は、不正の証拠を作ったのは彼である可能性が高いと思われます」

　余計な事は言わず、事実とそれから導き出される答えを告げた。

　黙って聞いていた皇帝が、ゆっくりと頷く。

「なるほど……。木蓮はわしを恨うらんで暗殺しようとした。今回の事も、彼が宮きゆう廷ていを混乱に陥おとしいれようと仕組んだとしたら、納得がいく。……我嵐。木蓮の隠れ家を見付けたのか？」

　我嵐が胸に手を当てて、頭こうべを垂れた。

「はい。しかし木蓮には逃にげられました。申し訳ありません。彼の配下を数人捕つかまえましたので、いま詮せん議ぎをしているところです」

「わかった。必ず木蓮の居所を聞き出せ。それと……」

　皇帝の目は功徳に止まった。

「功徳、嫌けん疑ぎは晴れたようだな。凜莉姫に感謝するといい」

　微笑ほほえんだ皇帝に、功徳の目が輝かがやいた。

「陛下、ありがとうございます……！」

　頭を下げた功徳を見て、翡翠が涙なみだぐんでいた。そんな彼女と目が合う。

（よかったわ。翡翠……！）

　気持ちが伝わったのか、彼女がそっと頷いた。

「さて、まだ問題はあるな」

　皇帝がじっと見つめたのは、蘭々だった。

「この偽の証拠を持っていたのはお前だと聞いたぞ。いったい、どこで手に入れたのだ？」

　皇帝直々の言葉に、蘭々は真っ青になって震ふるえ上がった。

「それは……その、翡翠姫ひめの……いえ、あの……」

　蘭々は翡翠の部屋で見付けたと言っていたが、その噓うそをこの状じよう況きようで突つき通す度胸はないようだ。しどろもどろの蘭々に、煌翔が立ち上がって一歩近づいた。

「はっきり言え。もともとはこの偽の証拠をお前が持っていたせいで、麗華宮も宮廷も揉もめたんだ。これ以上噓を言ったり誤ご魔ま化かしたりしたら、どうなるかわかっているな」

　凍こおり付くほど冷たい声こわ色いろだった。

　蘭々は怖こわすぎて泣く事も出来ないのか、目を見開いて身体からだを強こわばらせている。

「お待ちください。そんなに責めたら、話したくても話せません」

　声を上げたのは翡翠だった。彼女は静かに蘭々に膝ひざでにじり寄る。

「蘭々姫。真実を話しなさい。それがあなたの為ためになるわ」

「翡翠姫……」

　蘭々が唇を震わせて。涙をこぼした。

「すみません、すみません……！　私は……」

「泣くのはあとよ。私達は煌翔様に仕える四し妃ひよ。煌翔様の為になる事をしなくては。いまあなたにできるのは、真実を語る事よ」

　蘭々がしゃくり上げながら、何とか口を開いた。

「あの紙は……ひ、拾いました」

「拾ったの？　どこで？」

「うっ、うぇっ、れ、麗華宮です……。翡翠姫がいつも使われている部屋の近くに落ちていて……それで翡翠姫が落としたんだろうって思って……本当にすみませんでした！」

　蘭々が頭を下げた。散々蘭々にひどい目に遭あわされたのに、翡翠は優やさしく彼女の背中を撫なでている。皇帝が大きく息をついた。

「本当に拾ったのか？　お前は木蓮と関かかわりがあるのではないか？　彼は神瑞国に徒あだなす反乱者だ。木蓮の手伝いをしたとすれば、お前も極きよつ刑けいは免まぬかれぬぞ」

　厳しい言葉に、蘭々が首を横に何度も振ふった。

「本当です！　木蓮様の顔は存じてますが、一度も口を利きいた事はありません。私はただ、翡翠姫の弱みが握れたと……もしかしたら煌翔様の后こう妃ひになれるかもと、つい魔まが差したんです。子どもの頃ころに煌翔様を一目見た時から、ずっとお慕したいしていたので……」

　蘭々からは噓をついている時の香かおりはしなかった。以前彼女から木蓮の香りがした事もあったが、やはりそれは何かの間ま違ちがいで本当に何も知らないのではという思いが強くなった。

　皇帝が眉まゆ根ねを寄せる。

「麗華宮と宮廷を混乱に陥れた罪は大きいぞ。覚かく悟ごはできているな」

「そんなつもりはなかったんです！　ただ、いまのままでは翡翠姫が煌翔様の后妃になられるだろうから、何をしても勝てないと思い、それで……」

「だからといって翡翠姫を脅おどす理由にはならないぞ」

　冷たく言い放ったのは煌翔だ。蘭々が一気に泣き崩くずれる。

「お待ちください」

　静かな声を上げたのは翡翠だった。蘭々が驚おどろいたように顔を上げる。

「麗華宮の責任者は私です。蘭々姫がこんな事をしてしまったのは、私の責任です。私が蘭々姫を教育しなおしますので、どうか機会を与あたえてもらえないでしょうか？」

　翡翠が跪ひざまずいて皇帝に頭を下げた。煌翔が眉根を寄せる。

「蘭々姫にかなりいろいろとされていたと思うが、それでも庇かばうのか？」

　煌翔は蘭々のやっていた事を知っていた。口を出すと余計に揉めるかもしれないので、黙だまっていたようだが、翡翠を不ふ憫びんには思っていたようだった。翡翠はわずかに微笑む。

「蘭々姫とは子どもの頃からのお友達です。少し周りに流されやすい性格ではありますが、根は悪くありません。今回も悪い人の計画に利用されただけだと信じています」

　それを聞いて、凜莉は思わず一歩膝で進み出た。そして皇帝に向かって頭を下げる。

「陛下。わたしもそう思います。木蓮と口を利いた事もないと言っている蘭々姫からは、噓をついている時にでる香りがしないんです。彼女は本当に何も知らないと思います」

「凜莉姫まで……庇ってくれるの？」

　目を丸くした蘭々に小さく頷うなずいた。そしてもう一度皇帝に目を向ける。

「利用されただけなのに、罰ばつを受けるのはあんまりだと思います。翡翠姫が教育をし直すと仰おつしやっていますし、もちろんわたしもできる限りお手伝いします。それに、蘭々姫は舞ぶ踏とうの名手です。雅が香こう会かいの宴うたげには絶対に必要な方です。宴の成功の為にも、ぜひ！」

　雅香会という宮廷最大の行事は、皇帝も成功させたいはずだ。感情論よりもそこを攻せめた方がいいと思った。翡翠が考えに気づいたのか、唇くちびるを少し綻ほころばせて頭を下げた。

「そうです、陛下。蘭々姫は舞踏の責任者です。彼女がいないと、舞踏はなりたちません。お客様をもてなす舞踏がないと、宴が盛り下がってしまいます。みんなも必死で練習していますので、どうか蘭々姫が舞踏に出られるようにしてくださいませ」

　蘭々が責任者になってからも、麗華宮は姫達が対立していた。翡翠が陰かげながら姫達を説得して、どうにか準備を進めさせていたようだが、舞踏はほとんど練習できていないと聞いていた。

　いまから準備して満足してもらえるものができるか疑問だが、そう説得するしかなかった。

「お願いします！」

　三人で頭を下げた。頭の上から凜り々りしい声がする。

「陛下。俺からもお願いします」

　声は煌翔だった。彼も一いつ緒しよに頭を下げる。

「宮廷を混乱に陥れた蘭々姫の罪は見み逃のがすわけにはいきません。本来なら処しよ刑けいでもおかしくありませんが、今回は罰として淑しゆく妃ひの位を剝はく奪だつし、翡翠姫に身み柄がらを預けようと思います。宴もある事ですし、それでいかがでしょう」

　淑妃の位を剝奪と聞いて、蘭々は泣きそうな顔になった。それでも涙はこぼさなかった。

　皇こう帝ていは口元に手を当てて考え込んでいる。

　静かな時間がしばし流れて、ようやく皇帝が口を開いた。

「……よかろう。雅香会まであと八日だ。もう数日したら他国の客人が宮廷を訪おとずれるだろう。ここで事を荒あら立だてたくはない。蘭々姫の淑妃の位は剝奪するが、麗華宮に残る事は許そう」

　蘭々が目を見開いた。

「よいか、蘭々姫。お前は本来なら命をもって罪をあがなわなければならないのだぞ。お前を助ける為に尽じん力りよくしてくれた人達の事を決して忘れるでない」

　蘭々が目にいっぱい涙をためて、頭を下げた。

「はい……！　決して忘れません。ありがとうございます！」

　顔を上げた蘭々は、隣となりにいる翡翠にも頭を下げた。

「申し訳ありませんでした。翡翠姫……。どうか、どうかお許しください！」

　泣きじゃくる蘭々の肩かたに翡翠が手を置いた。

「泣かないの。宴の舞踏では頑がん張ばってもらうわよ。もう時間がないんだから、死ぬ気で練習なさい。もし失敗したら、その時は容よう赦しやなく追い出すわよ。いいわね」

　厳しい言葉だが、優しい声だった。蘭々が微笑ほほえんで、大きく頷く。

「はい！　絶対に成功させます」

　蘭々と翡翠が微笑み合うのを見て、心の底からほっとした。

（これで麗華宮の足並みが揃そろうわ。雅香会の宴まで、あと八日。急いで準備しなくては！）

　心に気合いを入れ、皇帝に挨あい拶さつしてから広間を出た。
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　雅香会の始まりを告げる、二に胡こや太たい鼓この賑にぎやかな音楽が宮きゆう廷ていに鳴り響ひびいていた。

　雅香会は香こうを尊ぶ神瑞国では、一番大きな宮廷行事だ。凜莉は麗華宮の廊ろう下かを急ぎながら、外で行われているはずの開会の儀ぎ式しきに思いを馳はせていた。

「開会の儀式が終わったら、さっそくお客様方に香道省の新技術が披ひ露ろうされるって聞いたわ。……ううっ、見たい、すっごく見たい！」

　宮廷には隣りん国ごくの湖蘭国や蔡さい倫りん国こくの皇族達も訪れているらしい。人々のざわめきがここまで聞こえていて、華はなやかな儀式が行われている様子が伝わってきていた。

　しかし麗華宮はそれどころではなかった。再び責任者となった翡翠のもと、一丸となって明後日あさつて行われる宴の準備を進めていた。

「新技術は雅香会が終わってから、改めて見学させてもらう事になっているんだから、我が慢まんよ、我慢。さ、急がなくっちゃ！」

　何とか気持ちを切り替かえた。翡翠から舞踏の様子を見てきてほしいと頼たのまれていたので、舞踏場に足を踏ふみ入れる。その途と端たん、男性の声が聞こえた。

「違ちがう違う！　もっと大きく艶あでやかに舞まって！」

　声は六日ほど前に湖蘭国から戻もどって来た聖雷だ。彼は舞ぶ台たいがよく見える正面に立ち、腕うで組ぐみをしつつ厳しい表情を浮うかべていた。舞台には蘭々を含ふくめた十人ほどの姫ひめ達が、楽器に合わせて踊おどっている。曲が終わるのを待って聖雷に近づき、そっと声をかけた。

「少しよろしいですか、聖雷様。舞踏はいかがでしょうか？」

　聖雷が振ふり向いた。いつもひょうひょうとしている聖雷だが、珍めずらしく難しい顔付きだ。

「けっこう厳しいね。戻って来ていきなり、凜莉に舞踏の練習を見てほしいって頼まれた時は本当に驚いたよ。あの時点で演目がようやく決まって練習を始めたばかりだったなんて、今年の雅香会はいったいどうなっているんだ」

　呆あきれたような声に、思わず頭を下げた。

「すみません！　聖雷様は素人しろうとだったわたしをどうにか舞えるまでにしてくださったぐらい、ご指導がお上手だから頼たよってしまいました。……舞踏、宴までには仕上がらないでしょうか？」

　おそるおそる聞いてみると、聖雷は肩を竦すくめた。

「難しいけど精いっぱい指導はするよ。君には借りがあるから、頼まれたら断れない。何より助かったのは、もともと舞踏をしっかり学んだ姫達ばかりだから、覚えるのが早い事だ。このまま彼女達が必死で頑張ってくれたら、宴までには何とか仕上がる……かもしれない」

　歯切れの悪い言葉だったが、それを聞いていたのか蘭々が舞台を降りて近づいてきた。

「聖雷様。練習が遅おくれたのは私の責任なんです。寝ねる間を惜おしんで練習します。どんなに厳しくてもついていきますので、ご指導お願いします！」

　蘭々が頭を下げた。その様子は、数日前までの傲ごう慢まんだった彼女とはまったく違っている。

　蘭々がこちらに目を向けた。

「凜莉姫。聖雷様に指導を頼んでくれてありがとう。とても素す晴ばらしい振り付けをしてくださるのよ。しっかり練習して、宴では最高の舞踏を披露するわ」

　憑つき物が落ちたとはこの事かもしれない。蘭々はまじめな顔付きで、一礼した。

　彼女に味方していた姫達も、蘭々が翡翠姫へ敬意を払はらうようになったのを見て、急に態度を翻ひるがえした。いまは全員が翡翠に従い、宴の準備を行っている。

「衣装をお届けに参りました！」

　広間に入ってきたのは、薔瑛だった。

　衣装や小物を準備する責任者の彼女は、数人の姫ときらびやかな衣装を手に舞台へ近づく。

「合わせて頂けますか？　もし寸法が違うなら、急いで直しますので」

　薔瑛がちらりとこちらに目を向けつつも、蘭々に話しかけた。

「ええ、ではこちらにみんな集まって！」

「じゃあ、私は外で休きゆう憩けいしてくるよ」

　気を利きかせたのか、聖雷が舞踏場から出て行った。

　衣装あわせの邪じや魔まにならないように壁かべ際ぎわに移動すると、薔瑛がそっと近づいてくる。

「ようやく、凜莉姫とお話しできました。牢ろうに入れられたと伺うかがったので、すごく心配で。ご無事で何よりです」

　薔瑛が花が綻ぶように微笑んだ。

「心配かけてごめんなさい」

　薔瑛には、不正の証しよう拠こを見付ける為ために、蘭々の居室の場所を教えてもらっていた。

　あれからずっと彼女と話す機会がなくて、気になっていた。

「蘭々姫が変わられたのは、凜莉姫が何かされたからなのでしょう？　すごい！」

　両手を合わせて目を軽く見開いた薔瑛が、とても可愛かわいらしかった。

「蘭々姫を変えたのは、わたしではなくて翡翠姫です。それにしても宴うたげが何とか無事に開かい催さいできそうでよかったですね」

「はい。……あの、結局私は何もできませんでした。本当に私は意い気く地じがなくて。凜莉姫が捕つかまった時も、どうにかしようと思ったんですが、怖こわくて足が竦んでしまって。すみませんでした……」

　薔瑛が俯うつむいて、やや声を震ふるわせた。

（そういえば、証拠を探しに蘭々姫の居室に忍しのびこんで見つかった時、薔瑛姫もいたわね）

　しゅんとしている薔瑛の肩に手を置く。

「薔瑛姫が協力してくれたから、いまがあるんです。……薔瑛姫は可愛らしくて、お裁さい縫ほうも上手で頭もよくて。もっと自信を持ってもいいと思いますよ。わたしが言うのも何ですけど」

　彼女なりに精いっぱい協力してくれたと思う。だから、悔くやんでほしくなかった。

　薔瑛が顔を上げて、破顔した。

「凜莉姫にそう言ってもらえるとうれしいです。私……凜莉姫に憧あこがれているんです。優やさしくて自分の考えをしっかり持っていて行動力もあって」

「憧れてるって、そんな。それにわたしはみんなに迷めい惑わくをかけてばかりなんです。よかれと思って行動して裏目に出る事も多くて。結果的に宮廷や麗華宮の対立がなくなってよい方向に進んだけど、もっとうまく立ち回れたのではと反省するばかりです」

　思わず本音を吐と露ろした。俯くと、薔瑛が小さく首を振る。

「いいえ、凜莉姫はとても頼りになります。麗華宮を救ってくださってありがとうございました」

　薔瑛の言葉はうれしかった。そっと微笑むと、舞台の方にいた蘭々が手招いた。

「薔瑛姫。この衣装だけど……」

「はい、いま参ります」

　慌あわてて駆かけ出した薔瑛を見送って、舞ぶ踏とうは何とかなりそうだとほっとした。

　宴で出す食事や酒の準備も何とか間に合いそうだと、珠華が話していた。

　会場となる麗華宮の大広間の飾かざり付けも、いま姫達が総出で行っている。

　宴は何とか開催できそうだが、大きな問題が一つ残っていた。

「木蓮は、雅が香こう会かいの宴で何かしようとしている」

　呟つぶやくと、凜莉の心を大きな不安が占しめた。彼とは隠かくれ家がで会ったきりだ。

　何とか説得したいと思っていたが、結局だめだった。煌翔や我嵐にも木蓮が何か企たくらんでいると伝えたので、警備に通常の二倍の軍人が配置される予定だった。

　守りは完かん璧ぺきなはずだが、それでも木蓮がじわじわ近寄ってくる気配がするようで怖かった。

「木蓮。もうやめて。もしここに来たら、今度こそ捕まってしまうわ」

　皇こう帝ていとなる煌翔の為に尽つくしたい、みんなで努力して準備した宴を台無しにしてもらいたくない。そんな思いと、師し匠しようであり恩人である木蓮に捕まって欲しくないという心の奥底にある本音がぶつかり合い、胸が張り裂さけそうに苦しかった。
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　雅香会は順調に進み、とうとう最終日になった。夕刻には客達が麗華宮の大広間に訪おとずれる予定だ。揃そろいの薄うす桃もも色いろの交領襦じゆ裙くんに身を包んだ姫達は、この日の為に用意された酒や料理の準備に大おお忙いそがしだった。彼女達の邪魔にならないよう、凜莉は宴で焚たく練り香を入れた香こう炉ろを、大広間の目立たない場所に設置していた。

「これで、終わりね。……あっ」

　煌翔が入り口に姿を見せたのに気づいた。彼はまっすぐこちらに向かってくる。

「凜莉、香こうの準備はいいか？」

　大広間はかなりの広さがあり、準備の為に姫が数人と警護の軍人が数人いるが、近くに人はいない。それを確かめてから、声を潜ひそめた。

「大だい丈じよう夫ぶです。……煌翔様、木蓮が宴で何をしようとしているかわかりましたか？」

「いいや、まだだ。あいつが何をするのかわからない以上、警護の軍人を増やすしか対応策がとれないのが現状だ」

　煌翔が腕うで組ぐみをした。

「湖蘭国や蔡倫国の皇帝達もいらっしゃっているし、神瑞国の貴族達も集まっている。彼らは、雅香会での香道省の技術にとても満足している。最後に宴で彼らをもてなすのが、雅香会の通例だ。この宴は各国の皇帝や要人達が話し合う為の場でもある。危険が迫せまっているなら、未然に防ぐしかないんだ」

　煌翔の声は自分に言い聞かせているかのように強かった。

　雅香会の主しゆ催さい者しやは煌翔だ。彼の為にも必ず成功させたいという思いは自分も強かった。

「わかりました。木蓮が何をする気なのかはわかりませんが、彼の得意な香で何かを仕し掛かけてくる可能性が高いと思います。それなら、わたしの嗅きゆう覚かくが役に立てると思います。少しでも異変を感じたらお知らせします」

「そうしてくれ。念の為言っておくが無茶はするな。何かあったら本当に知らせるんだぞ」

　心配そうな煌翔の顔に、思わず微笑ほほえんだ。

「はい」

　煌翔が頷うなずいて、手を頭にぽんっと置いてから背を向けた。大きな手の温ぬくもりを頭で感じて、彼の為にも絶対に宴を成功させたいという思いが更さらに強くなった。

（香かおりの異変に気づく以外で、わたしができる事と言ったら……）

　煌翔が舞ぶ台たいの方へと近づいていくのを見送って、ちらりと大広間の右手に目を向けた。

　そこに羅来が見張りの軍人と話をしている姿がある。

　宰さい相しようを糾きゆう弾だんしていた羅来だが、証拠が偽にせ物ものだとわかった途と端たん、大人しくなった。彼は正義の為に宰相を糾弾していたにすぎない。証拠が偽物だなんて夢にも思わなかったと訴うつたえたのだ。

　その後も宴の準備に何食わぬ顔で参加している。羅来に賛同して宰相を糾弾していた者達もいまは静かになり、宮きゆう廷ていは落ちつきを取り戻もどしたかに見えた。

（でも、宮廷に漂ただよう不満や憎にくしみの〝香り〟は続いているわ……。みんな表面上大人しくしているだけにすぎない）

　危機感が心を覆おおい尽くそうとしていた。木蓮が隠れ家で話していた男からは、羅来の香りがした。彼は我嵐を陥おとしいれようとして煌翔に左さ遷せんさせられた過去を持つ。羅来が我嵐や煌翔を見ている時、顔は何気ない風を装っていても、憎しみの香りをむせかえるほど放っていた。

「羅来様が木蓮と繫つながっているとしたら……」

　本来なら、警備の厳しい宮廷に木蓮達がそうやすやすと入って来られはしない。

　しかし、羅来が手引きをすればどうだろう。

（煌翔様に羅来様の事を話すべきなんだろうけど）

　何度もそう思ったが、隠れ家で羅来の香りがしただけで、顔を直接見て確かく認にんしたわけではない。煌翔に話して羅来を捕とらえても、彼と木蓮が繫がっているという証拠がでなければ、まずいことになる。

（宮廷が分ぶん裂れつしそうになった時に思ったけど、羅来様は人心掌しよう握あくに長たけているような感じだわ。軍にも我嵐の言う事より、羅来様の言う事を聞く人達がいるようだし。彼に煌翔様を攻こう撃げきする理由を与あたえてしまうと、また宮廷が分裂するような騒さわぎになるかも）

　慎しん重ちようにならなければならないと思った。雅香会の宴の準備に追われていたのも重なって、煌翔にはなかなか伝えられずにいた。考え込んでいると、ふいに声がかけられる。

「凜莉、どうした？」

　振ふり向くと我嵐が立っていた。宴の警備の責任者は彼だ。様子を見に来たようだった。

「もうすぐ客人が大広間に入る時間だ。香は大丈夫か？」

「ええ。……我嵐、少し相談があるの」

　羅来がもし宴で何かしたらと思うと、やはり黙だまっていてはいけないと思った。

　思い切って切り出すと、我嵐が眉まゆ根ねを寄せる。

「どうした？」

「実はわたしの嗅覚だけで感じた事で、はっきりしていないから言えなかったんだけど……」

　隠れ家での事を我嵐に話した。自分一人で考えていても、解決できないと思ったからだ。

　すべて話し終えると、我嵐が顎あごに手を当てる。

「羅来か……。あいつが木蓮と手を組んで、神瑞国に仇あだをなす可能性は、確かにある」

　言い切った我嵐に目を見開いた。

「彼は我嵐を陥れようとした事があるんでしょう？　もしかしてそれが原因？」

「ああ。三年前に、ある男が俺が不正をしたという証しよう拠こを見付けたといって訴えたんだ。俺は何を言っても信じてもらえず、牢ろうに入れられた。死し刑けいになってもおかしくなかったが、煌翔様が無実だと証明してくださったんだ。おかげで、釈しやく放ほうされた」

　我嵐が羅来に目をやりつつ、息をついた。

「俺を訴えた男は捕らえられて、羅来に言われてやったと自白した。だが羅来はそんな事は知らないと言い張ったんだ。調べたが、羅来がやらせたという証拠は見つからなかった。本当なら、あいつが大将軍に就任する予定だったから、軍にもあいつを支持する奴やつが多くて、そいつらが口裏を合わせてあいつを庇かばったんだ」

「え!?　待って、本当は羅来様が大将軍になる予定だったの？」

　羅来と我嵐は大将軍の座を争ったと煌翔に聞いていた。

　だが、羅来が大将軍に就任予定だったというのは初耳だ。

「先々代の大将軍はあいつの父親だった。しかし皇帝を襲おそってきた賊ぞくと戦い、名めい誉よの死を遂とげた。あいつは幼かったから、先々代の弟である俺の父が大将軍を継ついだんだ。あいつが成人したら、大将軍の座を譲ゆずる予定だった」

　我嵐は腕組みをして、もう一度壁かべ際ぎわにいる羅来に目をやった。

「だけど、あいつは昔から金や物で人を操あやつろうとするところがあって。いまでも軍であいつを支持する奴が多いのは、奴にいろいろと便べん宜ぎを図はかってもらったからだ。父はそういうところを嫌きらって、俺に大将軍を継がせたんだ」

　確かに羅来ならやりそうだと思った。

　もし彼が、皇帝を守る鳳ほう凰おうの称しよう号ごうを持つ大将軍になっていたらと思うと、ぞっとした。

「羅来は俺を嫌っている。父がまだ軍に入ったばかりの俺を大将軍に指名したから、その時から俺を恨うらんで、陥れようと思っていたんだと思う」

　我嵐は苦しげな顔付きだった。彼が大将軍としていまの地位を築き上げるまで、いろいろあったのだと思う。彼の苦労を思うと、胸が苦しくなった。

「我嵐……」

　思わず呟つぶやくと、彼は苦く笑しようした。

「そんな顔をするな。俺は大将軍となってよかったと思っている。神瑞国を守る仕事を誇ほこりに思っているし、何より……お前に会えた」

　微笑んだ我嵐の顔が眩まぶしくて見ていられず、つい俯うつむいた。

「あ……すまない。こんな事を言うつもりではなかったんだ。……つまり、羅来が俺を恨んで木蓮に荷か担たんする可能性は高い。羅来は香の調合が趣しゆ味みで、木蓮が香道省の長おさだった時につきあいがあったはずだ。二人には接点もある」

　我嵐が表情を引き締しめた。

「しかし木蓮の隠かくれ家がで、羅来の香りを嗅かいだという凜莉の証言だけでは、あいつは拘こう束そくできない。そもそも、凜莉がどうして木蓮の隠れ家にいたんだと突つっ込まれるのはまずい」

　それは自分でも思っていた。頷くと、我嵐がこちらを見つめた。

「羅来は狡こう猾かつだ。決定的な証拠を見付けないとすぐに言い逃のがれをして逃にげてしまう。……宴うたげの間、俺があいつを見張ろう。あいつは優やさ男おに見えるが、剣けんの腕うでは一流だ。俺でも敵かなうかどうかわからないが、何かする気配を見せたら死ぬ気で止めてみせる」

　我嵐は槍やりの名手で、軍の中でも向かうところ敵なしだと聞いていた。

　その彼がここまで言うからには、羅来は本当に強いのだと驚おどろいた。

「一人では危険だわ」

「大丈夫だ。まだ証拠がない以上、事情は他人には話せない。この事は煌翔様には？」

「まだよ。わたしも香りしか証拠がないから、言えなかったの」

「それでいい。俺が証拠を見付けてやる。任せておけ」

　男らしい笑えみを浮うかべて、我嵐が背を向けた。
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　二に胡こや太たい鼓この音とともに、華はなやかな舞ぶ踏とうが始まった。

　大広間の奥に作られた舞台では、蘭々を含ふくめた十人ほどの姫ひめが艶あでやかな舞まいを披ひ露ろうしている。

　凜莉は大広間の隅すみで舞踏の様子を見ながら、香こう炉ろに火をつけた。

　招待された客達は二百人を超こえていた。みな身なりがよく、黒くろ髪かみ黒目の神瑞国の民たみとは違ちがって、銀色の髪かみや薄うす茶ちやの髪、緑や青い目などを持つ異国の人々も多く見受けられた。

　雅が香こう会かいの主しゆ催さい者しやである煌翔は、客のもてなしに忙いそがしそうだ。麗華宮の姫達は、食事や酒の配はい膳ぜん、客達の世話をする為ために、長い着物の裾すそを翻ひるがえして動き回っている。

　大広間にはいない姫達は裏方だ。舞踏の準備を行い、宴で奏かなでる音楽も姫達の役目だった。

　夕方から始まった宴は、夜空を星が彩いろどる頃ころには、盛り上がりを見せていた。

　客達と舞台を見つつ、香炉から立ち上がる煙けむりを嗅いで、香りを確かめる。

（舞踏の力強さを表現する為に、最初は強めの香りの香こうを焚たいて、少し落ちついたらゆったりした気持ちになれる優しい香りの香に変えて……）

　宴の進行にあわせて考えた香は、自分でも満足できるような香りだった。

「凜莉。久しぶりだな」

　声をかけられて振り向くと、湖蘭国の皇こう帝ていである燈とう亜あ廉れんが、側近達を従えて立っていた。

「陛下。ようこそお越しくださいました。お身体からだの調子はいかがですか？」

　慌あわてて膝ひざを折って頭を下げた。雅香会に出席するとは聞いていたが、亜廉は六十代半ばで心臓を患わずらっている。神瑞国まで旅ができるのかと心配していた。

「うむ。お前が調合してくれた心静香のおかげで、ずいぶん良い。お前とゆっくり話したくて、何日も前から来ていたのに、後宮にはさすがに入れなかった。会えなくて、寂さびしかったぞ。……どうだ、聖雷の嫁よめになる決心はできたか？」

　いたずらっぽく聞いてくるので冗じよう談だんだと思いたいが、本気もかなり混じっているとよくわかっていた。彼には、湖蘭国に行った時に、いろいろと大変な目にも遭あわされている。

「申し訳ありません。まだまだ神瑞国でやりたい事がございます。ご勘かん弁べんください」

　亜廉は大げさにため息をついた。

「そうか。残念だ。だが余は諦あきらめぬぞ。もう強ごう引いんな事はせぬが、お前への説得を続けようと思っている。気が変わったらいつでも言え。……お前には悪い事をした。何か困っている事があったら手を貸すぞ。望みがあるなら何でも叶かなえてやろう」

　湖蘭国に行った時、亜廉は心臓の病の発ほつ作さを抑おさえる香を調合できる自分を手元に置いておきたいと、強引に聖雷と婚こん礼れいを挙げさせようとした。

　あの時の彼は、まさに乱心している状態だった。

　しかしいろいろあって、いまはようやく落ちつきを取り戻もどしたようだ。

　皇帝としての余よ裕ゆうのある態度を見せた彼に、深々と頭を下げる。

「ありがとうございます。今日は陛下に宴を楽しんでもらう事がわたしの望みです。どうぞごゆっくり」

　微笑ほほえむと、亜廉も笑みを浮かべた。湖蘭国に行った時に会った彼と、いまの彼は別人のようだ。それはきっと彼が精神的にも肉体的にも落ちついた証拠だと思った。

　亜廉と別れて舞ぶ台たいに目を向けると、ちょうど蘭々達の舞踏が幕を下ろしたところだった。

（次の演目まで、少し時間があるわね。ちょっと廊ろう下かに出て、綺き麗れいな空気を吸おう。お酒とたくさんの人の香かおりで、気持ちが悪くなっちゃった）

　がやがやと談笑する客達から離はなれて、入り口の方へと足を向ける。

　大広間を出ると広い廊下はまっすぐ続いていて、右手は庭に面していた。そこにも数人の客達が酒を片手に話をしている姿がある。庭に顔を向けて、大きく息を吸い込んだ。

「ふうっ。いろんな香りが混じると頭が痛くなっちゃう。外の空気は美味おいしいわ」

　嗅きゆう覚かくが鋭するどすぎると、こんな時に不便だ。いつもなら我が慢まん出来るが、ここ数日は宴の準備で忙しくほとんど眠ねむっていなかったので、体調もいま一つだった。

「もうすぐ、舞台横の香が消えるわ。次に焚く香は……」

　宴の進行に合わせて香を焚いているので、その順序を頭で確かく認にんしていると、ふとある香りに気づいた。

「んっ？」

　それはごくわずかな香りで、自分の嗅覚をもってしても、気のせいかと思ってしまうくらいだ。しかし、風上の方から流れる香りは、とても思い入れがある匂においと同じ気がした。

「気品高い白びやく檀だんを基本として、優しさと温かさを感じる香りに仕上げた。……木蓮の印象を頭に思い浮かべながら、必死で作ったわ。これって……」

　調ちよう香こうを習いたての頃、教えてくれた師し匠しようの為に必死で考えて作り上げた香。

　初めて作った香を贈おくった時の木蓮の顔は、いまも忘れられない。

「宮きゆう廷ていに来ているのね。木蓮……！」

　風が強く吹ふいて、長い黒髪を揺ゆらした。
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「木蓮が来ている事を、煌翔様に伝えなくては！」

　廊下で木蓮の香りが漂ただよってくるのに気づいた凜莉は、きびすを返した。

　異変を感じたら、すぐに知らせる約束だ。しかし大広間に入ってすぐ、足を止めた。

「……雅香会は無事に終わり……」

　さきほどまで、舞踏が行われていた舞台に立っていたのは煌翔だ。

　煌翔は客人に向かって挨あい拶さつをしていた。

（あれ？　どうして煌翔様が挨拶しているの？　まだ舞踏の演目が残っているはずなのに。煌翔様が舞台に上がるのは、演目がすべて終わったあとの最後の挨拶だったはず。……あ！　もしかして、何か事情があって、挨拶の順番が繰くり上がったのかしら）

　舞台の下では、皇帝が側近達を従えて煌翔の挨拶に聞き入っていた。

（確かこの挨拶が終わったら、陛下が舞台に上がって正式に煌翔様を次期皇帝として紹しよう介かいされるはずだわ。今回の雅香会の目的の一つは、次期皇帝である煌翔様のお披ひ露ろ目めだもの。いままさにそれが行われようとしている。だったらしばらくは煌翔様に近づけないわ）

　辺りをさっと見回した。

「どうしよう。我嵐の姿も見えないわ。羅来様もいないから、きっと彼を見張っているのね。他ほかの人に事情を話すのは、さすがにまずいわよね。我嵐が帰ってくるまで待つ？　でもぐすぐずしていたら、木蓮が何か仕し掛かけるかも……」

　煌翔にも我嵐にも相談できない。だけど、木蓮の香りに気づいた以上、放っておくわけにもいかない。雅香会の一連の騒さわぎでは、煌翔に心配と迷めい惑わくをかけたので、もう二度と彼に内ない緒しよで勝手な行動はとらないと心の中で誓ちかっていた。だから、煌翔に黙だまって木蓮の様子を見にいくのはさすがにまずい。どうしようと迷っていると、ふと知っている顔が目に入る。

「薔瑛姫」

　舞台を見上げている薔瑛に近づいてそっと声をかけると、彼女は目を丸くした。

「どうかしましたか？」

「お願いがあります。煌翔様のご挨拶が終わったら、まずい事が起こったと伝えてもらえませんか？」

「ま、まずい事……？　いったい何ですか？」

「そう言って頂けたら、煌翔様にはわかってもらえます。わたしは先に様子を見に行くので、必ず伝えてください」

　いまこうしている間にも、木蓮が何か仕掛けているかもしれないと思うと、焦あせりが心と身体を支配した。目を瞬またたかせながらも頷うなずいた薔瑛に背を向けて、急いで大広間を出る。

　煌翔の挨拶を止めてまで報告して、万が一木蓮の香りがしたのが間ま違ちがいだったらどうしようもない。薔瑛が伝えてくれれば、すぐに煌翔は手を打ってくれるはずだ。

　他国の皇族達が集まる宴うたげで騒ぎが起これば、煌翔の責任となるだろう。彼の為にも、できる限りの事がしたかった。そしていま自分にできる事は、木蓮が宮廷にいるのか確認する事だ。

　廊下を走りながら、木蓮の顔が頭に浮うかぶ。心のどこかで、彼が捕つかまってほしくないという気持ちはあった。果たしてこの行動が正しいのかと自分の心に問いかけつつも足を速めた。
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　麗華宮の裏には、煌翔のお気に入りの小さな庭がある。

　その裏庭に足を踏ふみ入れた凜莉は、小さな池のほとりを歩いていた。

「香りはこちらからするわ。かなり近い気がする」

　身を低くして、辺りを観察しながら歩いていると、ふと東あずま屋やの辺りに人ひと影かげがあるのに気づいた。植え込みに身を隠かくして見つめると、東屋から誰だれかが出てくる。

　黒い装束で黒い覆ふく面めんをしているが、背せ恰かつ好こうと歩き方に見覚えがあった。

（木蓮だわ……！　絶対そう。煌翔様に報告しなくては！）

　彼を確認したら、すぐに煌翔に知らせに行こうと思っていた。

　宴を成功させる為ためには、そうするべきだった。しかしふと、頭にある光景が浮かぶ。

〝お腹なかが空すいているんですか？〟

　子どもの頃ころ、初めて会った時、彼はそう聞いた。

　父親が亡なくなって、下町に移り住んでしばらくした頃だった。

　身体からだが弱い母はあまり働けず、毎日空腹を抱かかえて生きていた。そんな時に彼は現れて、食べ物を買ってくれて、一人でも生きていけるように調合の仕方を教えてくれた。

　辛つらいなら泣いていいよと言ってくれた時の優やさしい木蓮の顔が忘れられない。

　あの時、彼が話しかけてくれなかったら、いまの自分はなかった。

　空腹に耐たえかねて盗ぬすみを働いたかもしれないし、母と二人で死んでいたかもしれない。

　秘宝香の調合法を知る為に近づいたと言っていたけれど、それでも木蓮が命の恩人には違ちがいなかった。このまま煌翔に知らせたら、彼は捕まるだろう。そして死し刑けいは確実だ。

（木蓮が捕まって処刑されたら、二度と会えなくなる。もう調合を教えてもらえないし、優しい笑えみも見られない。……それでいいの？）

　だめだと冷静な頭は囁ささやくのに、感情に揺さぶられた心を止められない。

「木蓮……」

　植え込みから立ち上がり、声を上げた。黒装束の男が立ち止まり、こちらに顔を向ける。

「木蓮でしょう。香りでわかるの。顔を見せて」

　心を強く持って、ゆっくり近づいた。この行動は身を滅ほろぼすかもしれないとわかっていた。

　どうしてもっとうまく立ち回れないのかと、自分で自分に問いかける。

　だけど木蓮は自分にとって、とても大切な人だという思いが、身体を突つき動かした。

　男はしばらく立ち尽つくしていたが、やがて覆面をとった。

　その姿を見て、こんな状じよう況きようなのに笑みが出る。

「覆面しているのに眼鏡もしてたの？　そういえば眼鏡がないと何にも見えないのよね」

　木蓮が眼鏡を押し上げた。

「眼鏡をして覆面をするのはなかなか技術がいるんだ。暑いしむれるし、覆面は嫌きらいだ」

　真顔で話す木蓮が何だかおかしかった。

　こんな風に何気ない会話をするのは、ずいぶん久しぶりだと思った。

「やっぱり来たのね。ここで会いたくなかったわ」

　正直な気持ちだった。木蓮の目が鋭くなる。

「これが九きゆう尾びの狐きつねとしての、私の宿命だからね」

　木蓮が持っているものに、目がとまった。

「……その香こう炉ろで何をする気なの？」

　香炉には何かの香が入れてあるようだ。まだ火はついていないが、香炉からわずかにする香かおりには覚えがなかった。おそらく木蓮が調合したものだろうが、どんな効果があるのか想像もつかない。木蓮が香炉に目を移して、ふっと笑った。

「私達は毒香を操あやつる闇やみ香士団だ。その私達がこっそり仕掛けるものは何だと思う？」

　その質問に対する答えは、一つしか思い浮かばなかった。

「毒香を仕掛けようと言うの？　他国の皇族と貴族達が集まるこの場で」

　言葉にするのも震ふるえるほど恐おそろしかった。それでも気を強く持った。

「ああ、でもこれだけではないよ。他の場所にも仕掛けている。毒香のように強い効果がある香は、火をつけなくてもこの蓋ふたを開けただけで近くにいる人は死ぬ。すべての香に火をつけたら、宮廷で生きている人間はいなくなるだろう。あっという間に死人の山ができる」

　とても恐ろしい事を淡たん々たんと言ってのけた木蓮に、ふと違い和わ感かんを覚えた。

「本当に、それは毒香なの？」

　思わず口にすると、木蓮が視線を鋭するどくした。

「どういう意味だい？」

「わたしは木蓮を知っているわ。木蓮は食事するのも忘れるぐらい調合が好きよ。特に医い療りよう用の香を考えて調合するのが得意だった」

　そっと目を閉じる。頭には、下町にいた時の事が昨日の事のように思い出された。

「わたし覚えているわ。下町で怪け我がをした男の子に、痛みが引く香を調合してあげた木蓮を。その香を嗅かいでしばらくして、男の子はようやく泣きやんだ。その子に香のおかげでずいぶん痛みが楽になった、ありがとうってお礼を言われたら、木蓮はとてもうれしそうだった」

　人を救う事を喜びとしていた木蓮を見て、自分も香士としてこうありたいと思った。

「涼果のお母さんだって、香で治療してあげたんでしょう。涼果はそれに感謝して、あなたが宮きゆう廷ていに刃は向むかっていると知っていても協力した。それに、木蓮はわたしとお揃そろいで買った乳にゆう鉢ばちをいまでも大事に使ってくれている」

　隠れ家がにあった乳鉢を思い出す。使い込んでいるのが一目でわかった。

　乳鉢からする香りも、つい直前まで痛みを和やわらげる香を作っていたと教えてくれた。

「乳鉢を買った時、木蓮はこれで調合に励はげみなさい。そして人の役に立つ香を作りなさいって言ったわ。自分もそうするからって。その約束を守ってくれていると信じている。木蓮は香が好きで、そして香で人を救う事が好きな優しい人よ。そんな木蓮が、人を殺す為に香を使うとはどうしても思えないの」

　目を開いて、じっと木蓮を見つめた。

「その香炉の中も毒ではないんでしょう」

　木蓮はおかしそうにくっくっと口の中で笑った。

「私は毒香を操る闇香士団の長おさだよ。それに私は優しくない。この香は毒だ。いまからたくさんの人が死ぬよ」

　木蓮はそう言い切ったが、違うと心が叫さけんだ。

「……わたしは木蓮を信じている。だから賭かけをしましょう」

　言葉を紡つむぐのは人生で最大の勇気を伴ともなった。

　しかし自分の考えがあっているなら、確かめるのはこの方法しかない。

「賭け？」

　木蓮が首を傾かしげた。胸に手を当てて、大きく息を吸い込む。

「ええ。わたしは木蓮が優しい人だと信じているし、香で人を殺さないと確信している。だから……その香をわたしが嗅ぐわ」

　さすがに度ど肝ぎもを抜ぬかれたのか、木蓮が啞あ然ぜんとした。

「何を馬ば鹿かな事を言っているんだ」

「馬鹿な事ではないわ。わたしは木蓮を信じているから、それは毒ではないと思っている。わたしが死ななかったら、賭けはわたしの勝ち。そうしたら、復ふく讐しゆうをやめてほしいの」

　祈いのるように手を組んだ。しかし木蓮は表情を変えなかった。

「本当に死ぬよ」

　冷たくて残ざん酷こくなひと言だった。

　心は怖こわくて震えているが、それを顔には出さないように必死だった。

「死なないわ。だって、木蓮は人殺しの為に香を使わないもの」

　その言葉と同時に木蓮に駆かけ寄った。虚きよをつかれたのか、木蓮の行動が一歩遅おくれる。

　彼の手にある香炉を強ごう引いんに奪うばい取った。

「凜莉！」

　木蓮は手を伸のばしたが、彼に背を向けて香炉の蓋を開ける方が早かった。
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　火をつけずとも、毒香のように効果が強い香はその香りを嗅いだだけでも効果がある。

　香炉を顔に近づけて、胸いっぱいに香りを吸い込んだ。

「だめだ！」

　焦あせった木蓮が香炉を取り上げて、蓋をした。それと同時に意識が遠くなる。

　倒たおれそうになった身体を木蓮が支えてくれた。

　その心配そうな顔を見つめる事もできないぐらい、まぶたが重かった。

（このまま死んだら、もう煌翔様には会えないのね……）

　それだけが心残りだと思った。
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　舞ぶ台たい上での挨あい拶さつを終えた煌翔は、嫌いやな胸むな騒さわぎがしていた。

　原因は凜莉の姿が見えない事だ。

　挨拶している最中から凜莉がいないのには気づいていた。

　捜さがしに行きたかったが、そう簡単に舞台を降りられなかった。

　父の具合があまり良くなくて、早く休みたいと言われて挨拶を繰くり上げたのだが、思いの外時間がかかった。ようやく舞台を降りて、一番にした事は凜莉を捜す事だった。

「翡翠姫ひめ。凜莉はどこだ？」

　宴うたげの責任者である翡翠は、舞台の袖そでで全体を見て指示を出していた。

　彼女なら何か知っているかと思って声をかけると、翡翠の表情が一いつ瞬しゆん強こわばった気がした。

　しかしすぐにいつもの冷静な顔付きになる。

「凜莉姫は香こうの準備をしているはずですが、大広間にいませんか？」

「ああ。いないんだ。何かあったら知らせろといったのに、あいつは……！」

　心配でつい口走った。翡翠が唇くちびるをきゅっと引き締しめる。

「手が空いている者に捜させます」

「いや、いい。警護の兵に捜させる。何か知っているかと思って聞いただけだ」

「お待ちください」

　背を向けると、翡翠が呼び止めた。振ふり向くと、彼女は胸に手を当てていた。

「……一度お聞きしたいと思っていました。煌翔様にとって、凜莉姫はどんな存在なのでしょうか？」

　勇気を振り絞しぼったかのような声だった。

「煌翔様は凜莉姫だけを呼び捨てにされます。お二人が話しているところを何度も見ました。とても親しげで、煌翔様は凜莉姫だけには優やさしい顔付きをされる。……四し妃ひではない凜莉姫に特別に目をかけると、他ほかの姫の嫉しつ妬とが彼女に向きます。それは、良くないと思うのですが」

「他の姫とは翡翠姫を含ふくめた麗華宮の姫達の事かな？」

　皮肉を交えてしまったのは、凜莉からは友達だと聞いていた翡翠が、こんな事を言うとは思わなかったからだ。翡翠はびくっとしたが、すぐに顔を上げた。

「はい。私は凜莉姫を友達だと思っていますが、それと煌翔様の事は別ですので」

　気が強い女だと思った。しかしその気の強さは嫌きらいではない。

「凜莉との事に口を出すな。凜莉は……特別だ」

　一瞬迷ったが、正直な気持ちを口にした。

　翡翠は目を見開いたものの、静かに頭を下げた。

「はい。失礼しました」

　女性の嫉妬は恐おそろしいと身に染しみている。

　母は後宮の姫達の嫉妬に吞のみ込まれて命をなくした。

　凜莉を絶対にそんな目には遭あわせたくない。

　翡翠が嫉妬に狂くるって凜莉を攻こう撃げきしないという保証はないが、それほど愚おろかではないと信じている。だからこそ本音を打ち明けたのだ。

　翡翠に背を向けて、入り口を見張る兵に近づいた。

「凜莉姫を見なかったか？」

「凜莉姫でしたら、さきほどあちらに向かって……」

「待て！　何だ、この臭においは……」

　思わず鼻を押さえた。開け放たれた窓や戸の外から、突とつ然ぜん鼻がつんとするような刺し激げきのある香かおりが風に乗って大広間に入ってきたのだ。

「この臭いは何なんだ……」

「どうしたんだ、いったい……」

　大広間の客達もざわつき始めていた。

　さきほどまでは、凜莉が用意した香が大広間に漂ただよっていた。目立ちすぎず、薄うすすぎず、とても落ちつく香りだった。しかしいま大広間に漂い始めたのは、あまりいい香りとはいえない。

　嗅かいだ事のない異様な香り、という言葉から連想されるある最悪の事態が頭に浮うかんだ。

「まさか……闇やみ香士団が毒香を？」

　口の中で呟つぶやいた。凜莉は木蓮が宴で何かをすると聞いたと言っていた。

　もちろん注意は払はらっているし、雅が香こう会かいは他国の皇族達も招かれるので、警備は厳しくなっている。木蓮達が宮きゆう廷ていに入り込むのは難しいはずとも思っていた。

　しかし、もし木蓮達が警備の隙すきをついて宮廷に入り込み、凜莉がそれに気づいて、彼を追っていったとしたら……。

　そして木蓮達が宮廷に毒香を仕込んだとしたら……。

　最悪の事態が起こる。そう考えて、兵に顔を向けた。

「我嵐はどこだ？」

「わかりません」

「こんな時に……。いい。兵を集めて、大広間の客達を避ひ難なんさせろ！」

「いまですか!?」

「いますぐだ！」




　ドオーン！




　叫さけんだ途と端たん、爆ばく音おんが響ひびいた。爆発かと一いつ瞬しゆん慌あわてたが、大きく開け放たれた戸の向こうには、夜空を彩いろどる花火が上がっていた。そういえば、宴の最後に花火を上げると我嵐が言っていたのを思い出す。大広間の客達が次々と廊ろう下かに出てきた。

「おお！　美しい花火だな」

「さきほどの臭いは花火の火薬だったのか」

　そんな客達の話が耳に入ってきたが、違ちがうと心の中で呟いた。

　客達も異変にはすぐに気づいたようだ。

「待たれよ。これは火薬の臭いではない。それにさきほどと、また違う匂においがしてきたぞ」

　客達がうろたえ始めた。確かにさきほどまで刺激のある臭いがしていたのに、いま大広間に広がっているのは、柔やわらかで優しい香りだ。

　いったいどういう事かと思っていると、舞ぶ台たいに一人の少女が進み出た。

「凜莉……！」

　思わず目を丸くした。凜莉はにっこり笑ってお辞じ儀ぎする。

「宴での香を調合させて頂きました、麗華宮の蓮れん凜莉です。ただいま大広間に香っているのは、〝変化する香〟です。香に火をつけた時は力強くて刺激があり、お酒の酔よいを覚まさせる効果が。しばらくすると、穏おだやかで優しい香りがして、眠ねむ気けを誘さそいます」

　凜莉の説明に、客達はしばし呆ぼう然ぜんとした。変化する香りなんて聞いた事がなかったから、そのせいかもしれない。しーんと静まり返った大広間で、ふいに拍はく手しゆが聞こえた。

　目をやると、湖蘭国の燈亜廉皇こう帝ていが凜莉に向かって手を叩たたいていた。

「なるほど。気き遣づかい感謝する。とてもよい香りだ。おかげでぐっすり眠れそうだ。みな変化する香りというのは初めてなので驚おどろいただろうが、神瑞国では女性でもこうして素す晴ばらしい調合をする者がいる。我が国も見習って、香を使ったよりよい生活をしたいものだ」

　湖蘭国の皇帝の言葉に、周囲の客達も頷うなずいた。

「本当によい香りだ。最初は驚いたが、面おも白しろい演出だな」

「うむ。飲み過ぎないようにとの心遣いも感じる。麗華宮には気の利きく姫がいらっしゃるな」

　拍手が広がって、凜莉が恥はずかしそうにもう一度お辞儀した。

　亜廉が堂々とした態度でこちらに近づいてくる。

「煌翔殿どの、今年は最高の雅香会であった。香道省の新技術は素晴らしかったし、宴も楽しませてもらった。ありがとう」

　亜廉が胸に手を当てて、頭を下げた。最大級の礼を尽つくした姿に、客達が息を吞む。

「おお、あの湖蘭国の亜廉皇帝が神瑞国の煌翔殿に……」

「湖蘭国と神瑞国が和解したというのは本当だったのか！」

　両国の境にある鉱山の事で、湖蘭国と神瑞国が敵対していたのは、周知の事実だ。

　その事もあってか、亜廉皇帝が雅香会に出席する事は珍めずらしく、いままでは神瑞国に来たとしても挨あい拶さつすらまともにさせてもらえなかった。

　宴の客達はそれをよく知っているらしく、今日の亜廉の行動には度ど肝ぎもを抜ぬかれたようだ。

　亜廉と同じように、胸に手を当てて、お辞儀をした。

「こちらこそ、神瑞国までご足労頂き、まことにありがとうございました。末永い、神瑞国と湖蘭国の友好を願っております」

　微笑ほほえんだものの、心は別のところにあった。凜莉が騒さわがないところを見ると、さきほどの刺し激げき臭しゆうは毒ではないのだろう。宴うたげで焚たく香はあらかじめ確かく認にんしたが、変化する香りを使うなんて、聞いていない。凜莉が舞台に立って発言したのも予定にはない事で、不自然だった。

　おそらく、自分の知らない何かが宴の裏で起こっている。しかし、それをいまは口にはできない。宴はもう終しゆう盤ばんだ。客達に異変を知らせず終わらせる事が大事だった。

　亜廉との挨拶が終わると、客達はみんな庭に移動した。

　客達が花火に夢中になっているのを見届けて、舞台から降りてきた凜莉に駆かけ寄る。

「どこに行ってたんだ、凜莉！」

　辺りに人はいなかったが、小声で話しかけた。凜莉は伏ふし目がちに頭を下げる。

「申し訳ありません。実は、賭かけをしていたんです」

「賭け？」

　眉まゆ根ねを寄せると、凜莉は小さく頷いた。

「いろいろとあったんです。いま、お話ししますね」

　凜莉の顔色はあまり良くなかった。

　彼女が無事でよかったと思いつつ、何があったかを把は握あくする為ためにも、話に耳を傾かたむけた。
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　凜莉が目を覚ますと、木蓮の心配そうな顔が目の前にあった。

　さきほど、木蓮が毒だと話す香こう炉ろの香を嗅いで死ぬか死なないかの賭けをした。気が遠くなって意識を失ったが、辺りの様子からすると、気絶していたのはほんのわずかのようだった。

「……賭けに勝ったみたいね。やっぱり木蓮は香で人を殺せないのよ」

　喉のどがひりひりしていた。身体からだもしびれているが、そのおかげで生きていると実感できた。

　木蓮が呆あきれた顔をする。

「無む茶ちや苦く茶ちやだ。本当に毒だったらいまごろ死んでいた……！」

「だから、木蓮が毒香を使うなんて、絶対にないって信じていたんだって。……それに正直に言うと、ここで死ぬならそれも運命だと思ってた」

　ようやく身体が動くようになったので、ゆっくり立ち上がった。木蓮は眉根を寄せている。

「何て事を言うんだ」

「後宮を抜け出して木蓮のところに行く決意をした時から、見つかったら処しよ刑けいだって覚かく悟ごしていたの。わたしがここで死んだら、木蓮も少しは心を動かされるかもって心づもりもあったわ。わたしは……死んでもあなたを止める覚悟をしていたの」

　凜りんとして響いた声に圧あつ倒とうされたかのように、木蓮が一歩後ずさる。そして苦く笑しようした。

「凜莉には敵かなわないな」

「木蓮。賭けはわたしの勝ちよ。だって死んでないもの」

　両手を拡ひろげて、微笑んだ。頭は少し痛いが、他ほかは何ともなかった。木蓮が小さく息をつく。

「この香炉の中はただのしびれ香だよ。毒ではないから死なないけど、少しの間しびれて動けなくなり、意識を失う。各国の要人や皇族が集まる宴でそんな異変が起これば、主しゆ催さい者しやの煌翔様の責任となるだろう。殺すより、そちらの方が神瑞国を苦しめる事ができる」

　木蓮の言葉には、違い和わ感かんがあった。

「ねぇ、木蓮。本当に九きゆう尾びの狐きつねとして皇帝を廃はいしたいと思っているの？」

　それはずっと心の中で思っていた事でもあった。

「それが宿命だと言ったはずだよ」

　木蓮の返事が異様に早すぎた。それがまた違和感を増ぞう幅ふくさせた。

「でも、言葉とやっている事がちぐはぐよ。本気でそう思っているなら、いままでだって毒香で陛下を殺す機会はあったはずよ。なのに今回だって、毒ではなくしびれ香を使っている。いろいろと理由をつけているけど、殺すつもりがないからそう言っているだけじゃない？」

　木蓮は沈ちん黙もくした。その様子を見て、自分の考えが正しいのではと確信を持つ。

「わたし……一つ気になっていた事があるの。宰さい相しよう様の不正の証しよう拠こだけど、あれを作ったのは木蓮でしょう。でも木蓮は宮きゆう廷ていにいたから、ここで使われている紙はすべて、麻あさが原料だって知っていたはず。神瑞国でも竹が紙の原料として使われるのは、ごく一部の地域だけだわ」

　それはずっと心に引っかかっていた事だった。

「それなのに、わざわざ偽にせの不正の証拠を竹を原料とした紙で作った。それって、わたしの嗅きゆう覚かくなら気づけると信じてそうしたんじゃない？」

　木蓮はすっと目を伏せた。

「木蓮、わたしは賭けに勝ったわ。だから本当の気持ちを教えて。わたしは命を賭けたんだから、それに見合う答えをちょうだい」

　自分の勝手な言い分だとわかっていた。勝手に賭けを持ちかけて勝手に実行したのだから。

　木蓮がそれに応じる必要はなかったが、それでも言葉を待った。木蓮は躊ちゆう躇ちよしているようで、何度も口ごもっていたが、根気強く待っているとようやく決意したように口を開く。

「凜莉が命を賭けた事に見合う答えを、私は一つしか知らない。ずっと黙だまっているつもりだったが、それを告白するしかないようだ」

　木蓮の言葉には、重い響ひびきがあった。何を言うのか、じっと待つ。

「凜莉、私は……本当の九尾の狐ではないんだ」

　衝しよう撃げきの言葉だった。一いつ瞬しゆん意味が飲み込めずに、目を見開く。

「九尾の狐ではない……？」

「闇やみ香士団には、香の調合において圧倒的な才能を持つ天才がいる。闇香士団の誰だれもが、次の長おさは彼だと思っていた。しかし前長が亡なくなった時、彼はまだ子どもだった。だから成人するまで私が一時的な長を任されたんだ。本当の九尾の狐はいまはもう成長して、虎こ視し眈たん々たんとこの国を狙ねらっている」

　木蓮は胸に手を当てた。

「彼は秘宝香の一つ、記き憶おくを取り戻もどす香の調合に成功したと言っていた。彼なら秘宝香を完全に再現するのも時間の問題だろう。もし彼が秘宝香を作り上げたなら、それを使って神瑞国を完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきつぶすはずだ」

　木蓮の声は苦しげだった。思ってもいなかった真実で、呆ぼう然ぜんと話を聞くしか出来なかった。

「いまはまだ闇香士団の長は私で、彼を抑おさえられる立場だ。復ふく讐しゆうは……実は私はもう終わらせたいという気持ちの方が強い。復讐に時間を費ついやすより、新たな人生を送った方が闇香士団のみんなの為だとも思っている。でも、彼はそうではない」

　木蓮は痛いほど真しん摯しな目をしていた。

「私が抑えなければ、彼はどんな手を使ってでも神瑞国を滅ほろぼすだろう。そうなったら、香でたくさんの人が死ぬ。凜莉が言う通り、私は香で人を救う事が好きだ。それが生き甲が斐いだと思っている。香で人が死ぬところは見たくない。彼は──とても危険な人物だ」

「……じゃあ、やっぱり木蓮はみんなを心配して……」

　復讐をやめたいが、そうすればその〝彼〟の暴走をとめられなくなる。

　そんな木蓮の気持ちが痛いほど伝わってきた。

「このままではいけない事はわかっている。私ではいつまでも彼を抑えられない」

　唇くちびるを震ふるわせて苦しげな表情をした木蓮を、初めて見た。

　彼もきっと苦しんでいたのだろう。そう思うと、胸がぎゅっと締しめ付けられた。

「木蓮、あなたがそれ以上苦しむ事はないわ。闇香士団を抜けて、逃にげて」

　思わず彼の両りよう腕うでを摑つかんだ。しかし木蓮は、首を横に振ふる。

「そんな事をしたら、彼を抑えられなくなる。彼が本気になったら、この国がどうなってしまうか……。それに、彼は凜莉に敵対心を持っているんだ」

　じっと見つめられて、思わず息を吞のんだ。

「わたしに？」

「さっきも言ったけど、彼は秘宝香の調合に挑ちよう戦せんしている。私が見たところ、才能は凜莉と互ご角かく。彼と凜莉、どちらが先に秘宝香を完成させるかは、私にもわからない」

　木蓮の手がそっと伸のびてきて、頰ほおを撫なでられた。

「彼も秘宝香を完成させられるのは、自分か凜莉のどちらかだと思っているようだ。だから凜莉に敵対心を持っている。私がいなくなったら、彼は凜莉に何をするかわからない」

「木蓮……じゃあ、いままで闇香士団にいたのは、わたしの為……？」

　思わず問いかけると、木蓮は苦笑した。

「そんな事はないよ」

　すぐに噓うそだとわかった。木蓮の優やさしさに、涙なみだがこみ上げる。

「お願い、木蓮。もう望まない事をしないで。わたしだったら大だい丈じよう夫ぶ。後宮に来てから、友達もたくさんできたって言ったでしょう。何かあっても、みんなで協力して乗り越こえてみせるわ。木蓮一人が苦しむのは嫌いやよ……！」

　何度も首を振った。涙が出ていたが、袖そでで拭ふいて泣かないように腹に力を込めた。

　大きな困難や苦しみがあっても、泣いているだけでは対処できない。

　泣きやんで、前に進むしかないとわかっていた。

　下町に住んでいた頃ころの自分だったら、こんな風には思えなかっただろう。

　しかし後宮にきてからの数ヶ月で、自分は変わったという自覚があった。

「望まない復讐で木蓮が板いた挟ばさみで苦しむなんておかしいわ。わたしは大丈夫だから逃げて」

　眼鏡の奥の優しい目を見つめると、少しだけ困った表情で木蓮が首を傾かしげた。

「そう簡単にはいかないよ。……もう時間だからこの香こうを焚たかないと、宮廷に潜せん入にゆうしている闇香士団の者達が来て私を殺すだろう。私が裏切るのではと、みんな心の中では思っている。私にできる事は、毒ではなくしびれ香を焚いて死者だけは出さないようにする事だけだ」

　木蓮の笑えみは何もかも諦あきらめているような、達観したもののように感じた。

　そんな表情をこれ以上彼にさせたくなかった。

「いいえ。逃げる時間を稼かせぎましょう。闇香士団の仲間にしびれ香を焚いたと思わせる時間を作って、その間に逃げるのよ」

「そんな事がうまくいくはずない」

「何とかやってみましょう。木蓮、何度も言うけど、わたしは大丈夫。煌翔様だって我嵐だって事情を話せば力を貸してくださるわ。その〝彼〟より早く秘宝香を完成させて、闇香士団の復讐を止めてみせる。だからお願い。もう苦しまないで……！」

　木蓮を助けたかった。彼は命の恩人で、師し匠しようでもあり、いまも陰かげながら守ってくれていた。

　今度は自分が守る番だ。

「でも……」

「木蓮。わたしはもう子どもじゃないわ」

　そのひと言で、木蓮がはっとした表情になった。

「木蓮と初めて会った時みたいに、何も知らない、生きる術すべを持たない子どもじゃないの。自分の事は自分でやれるし、どうしてもできない時は助けてくれる仲間がいる」

　目を見開いている木蓮に、話を続けた。

「木蓮に守ってもらわなくても、自分で戦うわ。わたしはその術を木蓮に教えてもらった。わたしをいつまでも心配するって事は、一人前だと認めていないって事でしょう。確かに危あやうく見えるかもしれないけど、わたしには仲間がいるから大丈夫」

　しっかりと目を見て、力強い言葉を心がけた。

　木蓮が少しでも不安に思ったら、説得は失敗する。彼をこれ以上犠ぎ牲せいにしたくなかった。

　そっと目を閉じた木蓮は、しばらく考え込んだあと、穏おだやかな笑みを浮うかべた。

「……大きくなった。ついこの間まで……後宮に来るまでの凜莉は、怖こわい物知らずの子どもだった。無む謀ぼうだったし、計画性はないし、気は強いし」

　苦く笑しようした木蓮に、思わず口を尖とがらせた。

「確かにそうだったけど、そこまで言う事ないでしょ」

「いつの間にか大人になった。……そして寂さびしい事に、成長して私の手を離はなれていく」

　木蓮が目を細めた。もう片方の手も伸びてきて、両手がそっと頰を包む。

「初めて会った時から、ずっと凜莉を見てきた。最初凜莉に近づいたのは、秘宝香の情報を探さぐる為ためだった。でもすぐに、凜莉に会いに行く理由がそれだけではなくなった」

　子どもの頃の思い出が頭を駆かけ巡めぐった。

「調合に失敗するたびに、木蓮には厳しく叱しかられたけど、いつも最後には飴あめをくれたわ。一日頑がん張ばったご褒ほう美びだって」

　あの飴の甘さは、いまも口の中に残っているような気がした。

「凜莉に幸せになってほしい。苦労はさせたくない。ここで私が逃げたら凜莉は辛つらい目に遭あう。そう思っていた。……でも間ま違ちがいだったようだ。凜莉はもう大人になった。いま、私ができる事で一番凜莉の為になる事は、離れる事かもしれない」

　木蓮がゆっくりと頰から手を放した。

「だったら私は姿を消そう。いまから先は、きっと苦しく辛い現実が待っているだろう。でも、凜莉なら乗り越えられると信じている」

「ええ。だから、木蓮はもう苦しまないで」

　大きく頷うなずくと、木蓮が懐ふところから何かを取り出した。

「これを受け取って。いま、私が凜莉の為にできる精いっぱいの事が書いてある。渡わたせる日が来るかもしれないと、ずっと持っていた。……これは私にできるせめてもの〝償つぐない〟だ」

　何だろうと思いつつ、文ふみを受け取った。

　折りたたんである文を開こうとして、ふいに木蓮にふわりと抱だきしめられた。

　そして耳元で囁ささやきかけられる。

「最後なので許してほしい。闇やみ香士団には私に賛同する者もいる。彼らは闇香士団の半数に達する。彼らを連れて逃げれば、闇香士団は弱体化するだろう。ただ、気をつけて。本物の九きゆう尾びの狐きつねはすでに宮きゆう廷ていに入り込んでいるから」

　思ってもいない衝しよう撃げきの言葉だった。

「〝彼〟は宮廷にいるの？」

「そうだ。宮廷の中で息を潜ひそめて、機会を窺うかがっている。油断してはいけない」

　木蓮の腕の力がぎゅっと強くなった。

「私にはもうこれぐらいしかできないが、いつまでも凜莉を見守っているよ。本当は凜莉に話さなければならない事があったんだ。でも私は意い気く地じなしだから、黙だまって消えるよ。もっと強くなって、凜莉が危機の時には必ず助けにくる。……どうか元気で」

　腕を放した木蓮の寂しげな顔が印象的だった。
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「……木蓮は自分に賛同する闇香士団の者達を連れて、宮廷を去りました。さきほどの香は、しびれ香を流したのを成功させたようにみせかけて、彼らが逃にげる時間を稼いだんです。ご心配おかけしました」

　凜莉は煌翔に頭を下げた。煌翔が目め尻じりをつり上げる。

「何かあったら知らせろと言ってあっただろうが！」

　叱しつ責せきは花火の音にかき消されて、周りには知られずにすんだ。

　しかし自分の耳にはしっかり届いていた。

「すみません……。それはわかっていたんですが、舞ぶ台たいで挨あい拶さつなさっていたので、邪じや魔まするわけにもいかず。木蓮が本当に宮廷にいるか確かく認にんしてからすぐに報告しようと思っていて。それに薔瑛姫ひめに言付けを頼たのんだのですが、聞いておられないのですか？」

「ああ。俺は挨拶が終わってすぐにお前を捜さがしに行ったから、きっと伝える暇ひまがなかったんだろう。緊きん急きゆうだったから仕方なかったんだろうが、お前が大広間からいなくなったと気づいた時は肝きもを冷やしたぞ」

　腰こしに手を当てた煌翔に再び頭を下げた。

「本当にすみませんでした。ですが、木蓮の説得には成功しました。木蓮は宮廷中に仕し掛かけたしびれ香を入れた香こう炉ろを、彼に賛同する仲間と一いつ緒しよにすべて回収してくれたんです」

　煌翔が憮ぶ然ぜんとしたまま腕うで組ぐみした。

「おかげで、しびれ香を焚かれて宴うたげをめちゃめちゃにされるって最悪の結末は防げたわけか。それにしても、木蓮が言っていた、本物の九尾の狐というのはどんな奴やつなんだ」

「それが……最後に聞こうとしたら人が来てしまい、聞けなかったんです。木蓮はその人物を〝彼〟と呼んでいました。前長が亡なくなった時、その彼がまだ子どもだったので、自分が一時的に闇香士団の長おさになったのだと。ですから、まだ若い男性だと推測されます。そして、香の知識に長たけているのは間違いないと思います」

　木蓮の言葉を思い返しながら整理して伝えると、煌翔が難しい顔をした。

「それだけの情報ではわからないな。いったい、それは誰だれなんだ……」

　煌翔の言葉と同時に、花火がドンッと打ち上がった。

　歓かん声せいが上がり、宴の盛り上がりは最高潮に達している。

「それはいまから調査する必要があると思います。……ですが、まずはいろいろありましたが、雅が香こう会かいが無事に終わった事を喜びましょう」

　客達の満足げな顔を見て、ほっとしていた。

　右手の少し離れたところに、湖蘭国の燈亜廉皇こう帝ていの顔が見える。

　彼はこちらに気づいて、軽く片手を上げた。そんな彼に向かって、深々と頭を下げる。

（木蓮達が逃げる時間を稼かせぐ為に、最初は刺し激げきの強い香かおりを流したけど、お客様達が騒さわいで混乱したらどうしようって心配だったわ。でも亜廉陛下がうまくみんなをなだめてくださった）

　何か困った事があったら助けると亜廉は言っていた。

　きっと異変が起こったのにいち早く気づいて、みんなを誘ゆう導どうしてくれたのだと思う。

　ここぞという時に助けてくれた亜廉や舞ぶ踏とうを指導してくれた聖雷。宴の準備の為に一丸となった麗華宮の姫達。友達の翡翠に協力してくれた薔瑛と、心を入れ替かえてくれた蘭々。

　そしていつも相談に乗ってくれる我嵐と、強い力で守ってくれる煌翔。

　みんな大切な人達だ。

　これからも大きな敵が神瑞国を狙ねらうだろう。自分に何ができるのかはわからない。

　いままでは木蓮に守られるばかりだったが、これからは違ちがう。

　自分には、絶対嗅きゆう覚かくという人にはない能力と、木蓮が鍛きたえてくれた調合の腕がある。

　それらを活いかして、皇帝となる煌翔の為に精いっぱいの事をして、神瑞国とそこに住む仲間達を守りたいと、凜莉は思った。
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「雅香会は大成功だった。客達は香道省の新技術に感かん嘆たんの息をつき、香士達が調合する香の効力に目を見開いていた。そして最終日の宴では、舞踏や香の演出、食事や酒と姫達のもてなしに大満足して帰っていった。みな、ご苦労であった」

　雅香会から五日が経たっていた。皇帝の部屋に呼ばれた凜莉は、深々と頭を下げる。

　皇帝の隣となりには煌翔が、そして自分の隣には翡翠がいる。

　煌翔が一番に顔を上げた。

「お褒ほめの言葉光栄にございます。他国からのお客様も多く、いい経験をさせて頂きました」

　煌翔がさっと目をやると、翡翠も顔を上げる。

「陛下からのお言葉、麗華宮の姫達にも伝えます。みんな喜ぶでしょう」

「うむ。翡翠姫。そなたもいろいろあったが、責任者としてよく頑張ってくれた。これからも麗華宮を頼むぞ」

　翡翠は頰ほおを染めて、喜びの表情を素す直なおに表している。そんな彼女を見たのは、初めてかもしれない。友達として、翡翠が褒められるのは自分の事よりもうれしかった。

「凜莉」

　皇帝の声にはっとして、前を向いた。

「はい」

「そなたも陰かげながら雅香会の成功の為に奔ほん走そうしてくれた。よくやったな」

「ありがとうございます」

　恐おそれ多くて再び頭を下げた。木蓮の事は、煌翔が皇帝に報告したらしい。

「そなたが、功徳の不正の証しよう拠こをねつ造だと証明してくれたおかげで、宮廷の騒ぎが解決できた。あのままだったなら、宮廷は真っ二つに割れていただろう。そうなったら、雅香会どころではなかった。あれは、まさしく神瑞国の危機であった」

　皇帝が小さく息をついて、やや身を乗り出した。

「それをお前は救ってくれた。礼を言うのはこちらの方だ」

「とんでもありません。わたしはわたしにできる事をしただけです」

　恐きよう縮しゆくしていると、皇帝が微笑ほほえんだ。

「いいや。お前はもう何度もこの国の為ために尽つくしてくれた。宴で亜廉皇帝と話をしたが、神瑞国と湖蘭国が友好関係を結べたのは、凜莉のおかげだと仰おつしやっていた。神瑞国が戦いくさの影に怯おびえずにすむようになって、わしがどれほどうれしく思っているか。……そこで、わしはその礼を形として表したいと思う」

　いったい何だろうと首を傾かしげていると、皇帝は右手にあった机から巻物を取って開いた。

「麗華宮、蓮凜莉才人。そなたの今回の働きを認めて、『香妃』の位を与あたえる事とする」

　皇帝が巻物をこちらに向けた。そこには、確かに香妃と記されている。

　あまりの事に驚おどろいて、うろたえた。

「で、ですが、香妃というのは、数百年前にこの国を救ったとされる正香士様の後宮での位でございますよね。そんな恐れ多い……」

　目を瞬またたかせていると、皇帝が微笑んだ。

「香を操あやつる妃きさきで香妃。そなたに何よりふさわしいだろう。そなたはいままでその調合の技術と鋭するどい嗅覚で何度も危機的状じよう況きようを打ち破ってきた。そなたにふさわしい位を与える事で、その労に報むくいたい。そなたには香妃として、麗華宮の四妃の一人となってもらいたいのだ」

　予想外の言葉に、思わず息を吞のんだ。

「わたしが四妃にですか？」

「そうだ。蘭々姫が淑しゆく妃ひの位を剝はく奪だつされて、現在麗華宮には四妃が三人しかおらぬ。そなたに淑妃になってもらおうかと思ったが、やはり香妃と名乗った方がふさわしかろうと思うのだ。だから麗華宮の四妃は特別に、貴妃、徳妃、賢けん妃ひ、香妃の四人とする。よいな、翡翠姫」

　隣を見ると、翡翠は何か考え込んでいるようだった。

　しかしすぐにはっとした顔でこちらを見て、それから皇帝に目を向ける。

「……凜莉姫は、香でみんなを癒いやしてくれます。確かに彼女の香の技術は、麗華宮の為になるでしょう。四妃が一人抜ぬけているいまの状況で、彼女が香妃として麗華宮をまとめる手伝いをしてくれるなら、心強いです」

　翡翠の言葉はうれしかった。しかし何かが引っかかった。

（あれ……？　翡翠、何だか浮うかない表情のような気がする）

　首を傾げると、翡翠がこちらを見て笑えみを浮かべた。

「一緒に麗華宮をもり立ててほしいわ。凜莉姫ひめ」

　その声も表情も、いつもの翡翠だったので、やはり気のせいだと思った。

「……はい。わたしでよろしければ、今後も麗華宮と煌翔様の為に尽くしたいと思います」

　恐れ多いが引き受けるべきだと思った。四妃になれば、もっと翡翠の手助けもできるようになるだろう。それに煌翔が初はつ恋こいの人に会えるまでの時間も稼げる。

　そう考えるとなぜか胸が痛んだが、頭をふってその気持ちを追い払はらった。

　皇帝が満足そうに頷うなずく。

「うむ。では、今後は四妃として煌翔の為、麗華宮の為に尽くしてくれ。煌翔が皇帝となるまで、あと五ヶ月ほどだ。そろそろ宮きゆう廷ていでも代だい替がわりの準備が始まる。麗華宮も一丸となって、今度は煌翔が皇帝となる儀ぎ式しきの為に動いてくれ」

　翡翠と一緒にうやうやしく頭を下げた。

　とんでもない大役だが、やりがいはあると思った。
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　麗華宮には、以前の殺さつ伐ばつとした空気が消えて、優やさしい香りが辺りに満ちていた。

　匂におい香こうを届けに来た凜莉は、廊ろう下かの向こうから歩いて来る翡翠に、跪ひざまずいて頭を下げた。

「ごきげんうるわしく。翡翠姫」

「ごきげんよう、凜莉姫」

　翡翠の後ろには、珠華と蘭々がいた。二人はしずしずと翡翠のあとをついてくる。

　廊下の端はしで翡翠達が通り過ぎるのを待っていると、蘭々がふいに立ち止まって、目の前で膝ひざをついた。そして耳元で囁ささやく。

「迷めい惑わくかけて……ごめんなさい」

　気まずそうに目をそらしていたが、どうやら正直な気持ちのようだ。

　蘭々はそれだけ言い置いて、急いで翡翠のあとを追っていく。

「よかった。みんな落ちついたみたいで」

　翡翠達を見送って立ち上がると、廊下の向こうから誰だれか来るのに気づいた。

「ごきげんよう、薔瑛姫」

　挨あい拶さつすると、薔瑛は泣きそうな顔でこちらに駆かけ寄った。

「凜莉姫、すみません。この間の宴うたげで、煌翔様に伝言を頼たのまれていたのに、私……」

　薔瑛は怯えたように震ふるえていた。そんな彼女の肩かたにそっと手を置く。

「伝え損そこねてしまったのでしょう。いいんです。急な頼み事をしてすみませんでした」

　薔瑛は、自分で刺し繡しゆうしたという夾きよう竹ちく桃とうの小花を散らした交領襦じゆ裙くんを身にまとっていた。

　愛らしいその姿を更さらに縮こめて、俯うつむいている。

「私、結局何にもお役に立てなくて。でも、最近麗華宮がすごくいい雰ふん囲い気きになりました。以前はどうしたらいいんだろうと悩なやんで毎日泣いていたんです。……これって凜莉姫が何かされたのでしょう？」

　蘭々が改心した本当の理由は、他言しないと翡翠と話し合っていた。蘭々の今後の事もあるし、もうこれ以上もめ事を起こさないようにとの配はい慮りよからだった。

　だからあいまいに微笑むと、薔瑛もようやく落ちついてきたのか、大きく深呼吸した。

「凜莉姫が香妃として四妃に加わってくださると聞きました。とても心強いです。凜莉姫がいらっしゃったら、きっと麗華宮は歴史に名が残るぐらい最高の後宮になると思います」

「そんな、それはあまりに言い過ぎだと思います」

　気き恥はずかしくなっていると、薔瑛はぶんぶんと首を振ふった。

「凜莉姫はとても素す晴ばらしい人です。……あの、私なんかにこんな事を言われるのは嫌いやかもしれませんがどうしても言いたくて。……友達になってくださいませんか？」

　真っ赤な顔で、勇気を振り絞しぼったように声を出した薔瑛が頭を下げた。

「私は、何もできませんし、友達になっても凜莉姫の得になるような事はありませんが……」

　頭を下げたままの薔瑛の手をそっと握にぎった。薔瑛が驚いて顔を上げる。

「薔瑛姫は……薔瑛の事はもう友達だと思っているわ。わたしの事も凜莉って呼んでね」

「そんな、呼び捨てだなんて……！」

「いいの。友達は頭を下げてなるものじゃないと思うわ。前にも言ったけど薔瑛は賢かしこくて可愛かわいらしくてお裁さい縫ほうが上手で、もっと自信を持っていいと思うの。実はわたしお裁縫が苦手で。匂い香の袋ふくろもろくに縫ぬえなくて、女官に手伝ってもらってるの。よかったら裁縫を教えて」

　微笑むと、薔瑛がぱあっと表情を明るくした。

「はい！　もちろんです。凜莉姫……あ、えっと凜莉……」

　真っ赤な顔の薔瑛も可愛らしかった。微笑んだ彼女の顔を見て、ふとある事に気づいた。

「薔瑛の目元のほくろ、笑うと隠かくれてしまって見えなくなるのね。そんな風にいつも笑っててほしいわ。薔瑛の笑顔はとても可愛いもの」

「そんな、可愛いだなんて……」

　更に真っ赤になった薔瑛を見て、微笑ましい気持ちになった。謝ってくれた蘭々も、友達になってほしいという薔瑛も、みんな大切な人達だ。自分に何ができるかはわからないが、精いっぱいの事をして麗華宮に住む彼女達を守りたい。凜莉はそう思った。
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「我嵐大将軍、少しよろしいですか？」

　凜莉は香妃宮の警備にやってきた我嵐に声をかけた。我嵐は隣となりにいる警護の兵に何かを告げて、門の中に入ってくる。そのまま二人で、香妃宮の庭に足を踏ふみ入れた。

「忙いそがしいのにごめんなさい。実はこの間の雅が香こう会かいで、木蓮と話した時の事なんだけど」

　我嵐とはまだゆっくり話す機会がなくて、木蓮との話の内容を詳くわしく伝えていなかった。

　あの時の事を話し終わると、我嵐が眉まゆ根ねを寄せた。

「木蓮が本当の九きゆう尾びの狐きつねではなかったというのは本当なのか？　しかも、本物は宮廷にすでに潜せん入にゆうしていると？」

　まだ煌翔からその事は聞いていなかったようで、我嵐は驚きよう愕がくした表情を見せた。

「ええ。木蓮が噓うそをつくとは思えないわ。それでわたし考えたの。九尾の狐は誰だろうって」

　自分の考えを整理する為ために、息を一つついて、話を続けた。

「わたしの予想では、九尾の狐は羅来様ではないかと思うの」

　口にするのは勇気が言った。本来、確証のない事は話すべきではないと思っている。

　しかし羅来の事をよく知っている我嵐の意見が欲しかった。我嵐が目を見開く。

「羅来が？」

「ええ。木蓮は本物の九尾の狐は調合において圧あつ倒とう的な才能を持つ天才だと言っていたわ。確か、羅来様も香にはかなりうるさくて、香道省で香士となるか、家か督とくを継ついで軍人になるか迷ったほどだと話していた。それに木蓮の隠れ家がに行った時、彼の香かおりがしたのよ」

　それが何よりの証しよう拠こだと思った。我嵐が何かを考え込んで、ようやく口を開く。

「それなんだが、お前が隠れ家で木蓮が謎なぞの男と話をしていたのを聞いていた頃ころ、羅来は宮廷にいたとわかったんだ」

　戸と惑まどうような我嵐の声に、思わず息を吞のんだ。

「まさか!?　本当なの？　何かの間ま違ちがいじゃない？」

「いや、本当だ。その時に雅香会の警護に関する話し合いが行われていて、羅来がそれに参加しているのを何人もの軍人が見ている。話し合いは半日かかって、その間羅来はほとんどその場を離はなれていないらしい。とても宮廷の外に出て、木蓮と話をする時間はなかったはずだ」

　愕がく然ぜんとしていると、我嵐が話を続ける。

「それに闇やみ香士団の前長が亡なくなった時、その謎の男が子どもだったから一時的に木蓮が長になったというなら、その男は木蓮より年下のはずだ。しかし羅来と木蓮はそう年は変わらない。もう一つ言うなら、羅来は調合が得意だと言うが実力は大した事はない。香士になれる程ほどの腕うで前まえだというのも奴やつが吹ふい聴ちようしているだけだ。とても奴が調合の天才だなんて思えないな」

「そんな……。じゃあ、あの隠れ家で嗅かいだ香りはいったい誰のものだったの？　声はくぐもっていてよくわからなかったけど、口調とかも羅来様によく似ていたのよ……」

　あの時の事を思い出す。確かに羅来の香りがしていた。あれは間違いだったのだろうか。

　我嵐が顎あごに手を当てる。

「もしかしたら、お前が聞いていたのを相手は知っていたんじゃないか？」

　その言葉に目を瞬またたかせた。

「どういう意味？」

「その謎の男は、調合が得意なんだろう。羅来の香りとそっくりな匂い香を作ってわざとお前に嗅がせたとしたらどうだ」

「何で、そんな事をするの？」

「羅来に罪を着せる為だ。そいつはすでに宮きゆう廷ていに潜入している。正体を探さぐられたくないから、羅来の香りをお前にわざと嗅がせて、自分から目をそらそうとしたんだ」

　まさかと思いつつも、もしそうだとしたらと考えて血の気が引いた。

「あれは確かに羅来様の香りだった。敵がわたしの嗅きゆう覚かくを騙だませるほどの匂い香を作れるとしたら、九尾の狐の技術はわたしより上なのかもしれない……」

　そう思うと背筋が寒くなった。

　宮廷を襲おそう嵐は収まるどころか、更に強くなる予感がした。







　凜莉は、まだ見ぬ本物の九尾の狐について考えていた。

　いまとなっては、木蓮の隠れ家で羅来の香りがした事を煌翔に話さなくてよかったと思っていた。もし話していたら、おそらくまた宮廷が荒あれるような事態になっていただろう。

　しばらく黙だまっていた我嵐が、拳こぶしを握り締しめて口を開く。

「凜莉……。こんな時で悪いが、雅香会が終わったらと言っていた事を覚えているか？」

　躊ちゆう躇ちよするような声にはっとする。我嵐に好きだと告白された。雅香会が終わったら、返事を聞かせてくれと。正直に言うと、いろいろあってどう答えていいかは考えられていなかった。

「あの、わたしは……」

　我嵐は好きだ。大事な友達だ。彼の為なら何でもしてあげたいと思っている。

　しかし、それが恋こい人びとの好きかと問われるとよくわからない。何より九尾の狐が暗あん躍やくしているこの状じよう況きようで、色恋を考える気持ちにはとうていなれなかった。

　言葉に詰つまっていると、我嵐が片手を上げる。

「いや、いい。返事はまだしなくて」

　見つめると、優やさしい顔には、少し寂さびしげな色も窺うかがえる。

「いろいろありすぎたし、まだ考えがまとまっていないんだろう？」

　見事に心の中を言い当てられて、どきっとしつつも頷うなずいた。

「急がなくていいから、じっくり考えてほしい。俺も大将軍をやめる覚かく悟ごをしているが、いまの状態ではやめられないと思っている」

　我嵐は表情を引き締めた。

「本物の九尾の狐が宮廷に潜入しているなら、捕つかまえなければ。そして煌翔様が皇こう帝ていとなられるのを見届けるのが、大将軍としての俺の務めだと今回の事で思った。凜莉にも俺との事を時間をかけて考えてほしいから、いまはまだ待つ」

　我嵐がゆっくりと微笑ほほえんだ。

「凜莉が出す答えに俺は従うつもりだ。でもこれだけはわかってほしい。俺は凜莉が好きだ。だから俺を選んでほしい。俺の気持ちはずっと変わらないから」

　率そつ直ちよくで真しん摯しな告白は我嵐らしかった。その気持ちを受け止める覚悟も拒きよ否ひする勇気もない。

「ごめんなさい。はっきりできなくて」

　どう答えていいかわからなかったのに気づいて、先手を打ってくれたのだと思う。

　そんな我嵐の優しさに、涙なみだが出そうだ。

「いいさ。いまは、九尾の狐の捜そう索さくに力を注ごう。……ただ、俺はお前が好きだから、機会があればお前を口説く。覚悟しておけ」

　そんな事を言うなんて信じられなくて驚おどろいていると、我嵐は照れた表情で背を向ける。

「じゃあな」

　手を振ふって去って行く我嵐を見つめて、ありがとうと心を込めて呟つぶやいた。
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　木蓮は、夕日が落ちていく様子を見つめて、ゆっくりと息をついた。丘おかの上に立っているので、遠くに宮廷の屋根が窺える。旅たび支じ度たくをしているが、なかなか一歩が踏み出せないでいた。

「本当にこれでよかったのか……」

　雅香会で凜莉と別れた時からずっと自問自答している。

「私の罪を告白しなければならなかったのに、とうとう言い出せなかった。それに君には秘密にしている事がいくつもある。凜莉が傷付くのが怖こわくて、それも口にできなかった」

　後こう悔かいはしてもしきれない。凜莉にすべてを話せなかったのは、憎にくまれたくなかったからだ。

　彼女にすべてを任せて逃にげるのかと、心の中で問い質ただす。だけど、どうしてもあの時真実を告白する勇気が出なかった。自分は意い気く地じなしだと思う。それに比べて、凜莉の成長ぶりはどうだろう。後宮に来たばかりの彼女といまの彼女では、考え方も行動もまったく違う。

「凜莉。君と肩かたを並べられるように、私も自分を鍛きたえてくるよ。もっともっと私が強くなったその時は、私の罪のすべてを聞いてほしい」

　呟いて、夕日に照らされている宮廷にもう一度目を向けた。

「凜莉、君が〝彼〟と向き合うのは運命なんだ。いまの私ではもう〝彼〟を止められない。もし止められるとしたらそれは……」

　凜莉の顔を思い出す。できる事なら辛つらい思いはさせたくなかった。この手を汚よごしてでも人を騙してでも守りたかった。しかし宴うたげの時に彼女と話をしていて、それが間違いだと気づいた。

「凜莉は本当に強くなった。君がもっと成長できるよう、私は一いつ旦たん姿を消そう。凜莉の手にこの国の未来がかかっている。私も精いっぱいの事をして君を助けるから、いまは姿を消す事を許してくれ。凜莉が危機の時には、必ず駆かけつけるから」

　断腸の思いで、宮廷に背を向けた。夕日が照らした空は、橙だいだい色いろに輝かがやいていた。
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　暗い部屋で、男はくっと笑えみを浮うかべた。

「木蓮に逃げられたのか？」

「はい」

　背後にちらりと目をやると、黒装束の男が膝ひざをついていた。

「木蓮についていった者達も多いようだな。残っている闇香士団の人数は？」

「二十人ほどかと。この人数で皇帝を討うつ事が可能かと、みなに不安が広まっています」

　男もその不安に苛さいなまれている一人だろう。困こん惑わくした表情を隠かくす事も出来ないようだ。

　彼に向き直って、自信に満ちた笑みを浮かべる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。僕がいる。僕がもともと闇やみ香士団の長おさになるはずだった。木蓮は僕が成長するまでのつなぎでしかない。僕が九きゆう尾びの狐きつねとして、お前達を導こう」

「本当ですか？」

　期待に満ちた目に、大おお仰ぎように頷いた。彼らの信しん頼らいを得るだけの実力が自分にはあった。

「ああ。任せておけ。二十人いれば十分だ。秘宝香が完成しさえすれば、僕一人だって皇帝を討つ事はできる。心配するな。みなにもそう伝えておけ」

「はい！」

　うれしそうな声を聞いてほくそ笑む。男は一礼して、部屋を出て行った。

　それを見届けて、その場に腰こしを下ろす。

「木蓮。お前がいなくなったのは、僕の計画通りだ。お前は復ふく讐しゆうを嫌いやがっていた。ぬるい手段ばかり使って、ずるずると時間を稼かせいでいた。正直、お前は邪じや魔まだったんだよ」

　独り言を呟く。あまりに自分の都合のいいように動いたから、うれしくてたまらなかった。

「お前を慕したっていた奴やつらも連れて行ってくれたおかげで、闇香士団がすっきりした。いま残っているのは、復讐に心を燃やしている者ばかり。……凜莉、僕は木蓮のように優しくないよ。覚悟していて」

　一つ誤算だったのは、凜莉の疑いを羅来に向けようとして、失敗した事だ。

　木蓮と隠れ家がで話していた時、凜莉が部屋に隠れていた事は知っていた。

「あの部屋の物入れから君の香かおりが漂ただよっていた。絶対嗅きゆう覚かくは君だけの特技じゃないんだよ。僕の嗅覚は君よりずっと優ゆう秀しゆうなんだ」

　鼻に指を当てた。生まれ持った特とく殊しゆな能力は、人の感情すら嗅かぎ分けられる。

　この能力においては、凜莉にも負けないと自負していた。

　木蓮が凜莉を隠れ家に連れて来ていたのは、手下から聞いて知っていたので、羅来とそっくりな匂におい香を使って彼女の嗅覚を騙した。

　同じ絶対嗅覚を持っているので、彼女が嗅覚から得られる情報に絶対の自信を持っているとわかっていた。だからそれを逆手にとってやったのだ。

　しかし、たまたま羅来があの時間宮廷にいた事が証明されたらしい。もう少し羅来にみんなの目を向けておきたかったのに、彼は国境の警備に戻もどされてしまった。

「凜莉、お前は本当にいまいましい。毒入りの菓か子しを食べてさっさと死ねばよかったのに」

　菓子に毒を仕込んで、煌翔からの贈おくり物として彼女に届けさせた事もある。

　凜莉の絶対嗅覚でも気づけないような無む味み無む臭しゆうの毒を作ったのに、煌翔が怪あやしいと感づいたらしく、未み遂すいに終わった。

　再び狙ねらおうかと思ったが、それより利用して苦しめてやろうと考えた。

　だから、手の込んだ芝しば居いを打ったのだ。

「凜莉はもう僕の手の内だ。生かすも殺すも僕次し第だい。あの間ま抜ぬけな女は僕の正体には絶対に気づかないだろうしな。……ああ、そろそろ宮きゆう廷ていに戻る時間だ。準備をしなくては」

　着物をするりと脱ぬいで、傍かたわらにある鏡に映る裸はだかの自分を見つめる。

　年は十五歳。まだまだ大人の男にはなりきっていない体型だ。

　身体からだ付きも細く、身長も男としては低い方だ。しかし今回はそれが役に立っている。

　身にまとったのは、黄色い地の交領襦じゆ裙くんだ。髪かみは綺き麗れいに結ゆい上げて豪ごう華かなかんざしをさす。

　そして顔には化け粧しようを施ほどこして、最後に紅を引いた。鏡に映った自分の姿は、我ながら可愛かわいらしいと思った。黄色の交領襦裙には、夾きよう竹ちく桃とうの小花が刺し繡しゆうされている。

「目元のほくろが笑うとなくなると言っていたな。そんな風に、いつも笑っていてほしいと。……馬ば鹿かな女だ。すっかり騙だまされて」

　腹からこみ上げる笑いが止まらない。鏡に映った自分も笑っている。

　そこに映っているのは、宮廷では廷てい薔瑛と呼ばれる少女だ。

　恥はずかしがり屋で、裁さい縫ほうが得意で、昨日は凜莉と友達になった。

「疑いもしないのだろうな。自分のすぐ近くに本物の九尾の狐がいるなんて。凜莉、近いうちに教えてあげるよ。夾竹桃は花も葉も枝も根もすべて毒だという事を。そして夾竹桃の花言葉は〝油断大敵〟だという事を」

　最初の仕し掛かけは蘭々を洗脳する事だった。

　その為ために宰さい相しようの筆ひつ跡せきを知る木蓮に、偽にせの不正の証しよう拠こを用意させた。

　凜莉達が湖蘭国へ出発したすぐあとに、その証拠を蘭々の目につくところに置いて拾うのを見届けた。そして翡翠を敬愛する気持ちと、煌翔の后こう妃ひになりたい気持ちで揺ゆれていた彼女に、そっと囁ささやきかけたのだ。

〝翡翠姫ひめはお美しくて、家いえ柄がらも良くて、頭も良くて完かん璧ぺきですね。きっと将来は后妃として、この国を治める煌翔様を立派に支えられるんでしょうね〟

『薔瑛』がうらやましそうに感かん嘆たんの息をつくと、蘭々の目の色がぎらりと変わった。

〝まだ翡翠姫が后妃になるとは決まっていないじゃない！〟

　嫉しつ妬とに彩いろどられた顔をした蘭々を見て、心の中でほくそ笑んだのを覚えている。

「後宮は女の嫉妬と野心でできている。表向きは仲が良くても、自分より美しくて能力がある女に嫉妬するのは、女の性さがだ」

　蘭々の心には嫉妬の花が咲さきかけていたが、それでも翡翠の弱みとなる不正の証拠を使うのは躊ちゆう躇ちよしていたようだ。だからことある事に蘭々に囁いてやった。

〝翡翠姫は素す晴ばらしい〟〝翡翠姫は麗華宮を立派に取り仕切っておられますね〟

　褒ほめ称たたえて蘭々の嫉妬を煽あおりに煽って、そして最後に禁断の言葉を囁いた。

〝噂うわさですが、近々翡翠姫が煌翔様の后妃になると正式に発表されるのだとか。うらやましいですよね。……きっと私達はもう煌翔様のお目にとまる事はないのでしょうね〟

　少しだけ寂さびしそうな表情を浮かべると、蘭々は〝そんな事はないわ！〟と叫さけんで、部屋に戻ってしまった。彼女が見えなくなってから、またほくそ笑んだ。

　完全に蘭々は術中にはまったと。

　思おも惑わく通り、蘭々は次の日から目に見えて翡翠に居い丈たけ高だかな態度をとるようになった。

　そして翡翠がそれに対して何も言い返さなかった事に満足した。

　きっとあの証拠をうまく使ったのだろう。煌翔や凜莉がいたら彼女達の変化にもいち早く気づいて手を打ったかもしれない。しかし彼らは湖蘭国に行って麗華宮を留守にしていた。

　その間に蘭々を唆そそのかしたのは、我ながらうまくやったと思う。

「凜莉、大事な時期に宮廷を留守にした君が悪いんだよ？」

　頭に再び凜莉の顔を思い浮かべた。蘭々の部屋から持ち出したはずの証拠を、羅来が取り出した時の凜莉の啞あ然ぜんとした顔が忘れられない。

「君が蘭々の部屋から証拠を持って逃にげようとした時、僕は他ほかの姫達と一いつ緒しよに入り口でわざと君にぶつかって証拠をすりとったんだ。そしてそれを目立つ場所に落とした。君が蘭々の部屋に忍しのびこむとわざわざ教えてくれたから、計画が立てやすかったよ。いつ忍びこむのか見張っているだけでよかったしね」

　蘭々は翡翠を脅おどしていたが、証拠を公表はしなかった。

　それでは面おも白しろくないと思っていた時、凜莉の計画を聞いた。だから一計を案じたのだ。

　あの時、証拠を羅来が拾ってくれたのは、こちらとしては都合がよかった。

　宮廷に恨うらみを持つ人物は、木蓮から聞き出してある。

　羅来は煌翔に左さ遷せんされた事を恨んでいた。そして雅が香こう会かいでは警備の為に戻ってくるという情報もあったので、彼を利用してやろうと考えていた。

　すべてうまくいったかに思えたが、もう一つ誤算があった。

　木蓮が原料が違ちがう紙を使って、偽の証拠を用意していたのだ。

　凜莉の嗅覚がその原料の違いを嗅ぎ分けるとわかっていて、わざとそうしたに違いない。

　それを知った時、木蓮はもう闇香士団に置いておけないと思った。

　育った土地では、竹を紙の原料にする事もあった。だからあの偽の証拠から竹の香りがする事には自分の絶対嗅覚も気づいていたが、おかしな事だと思わなかった。

　麗華宮と賢けん妃ひ宮ぐうを行き来するだけなので、宮廷で使われる紙の原料がすべて麻あさだという事までは、さすがにわからなかったのだ。

「……まあ、いい。宮廷にまいた争いの種は、他にもある。今回は闇香士団から木蓮を追い出した事だけでもよしとしよう」

　凜莉は絶対嗅覚に自信を持っているから、相手から漂う香りで噓うそをついていないかなどの判断をする。だからそれを誤ご魔ま化かす匂い香こうを作って身につけていた。そのおかげで、凜莉は完全に薔瑛を信用している。宴うたげの時に、煌翔への伝言を頼たのんできたのがその証拠だ。

　凜莉はまずい事が起こったと煌翔に伝えてくれと話した。

　それが木蓮が宮廷に入り込んだ事をさしているのだとすぐに気づいた。

　もちろん、わざと煌翔に伝えなかった。

　凜莉と木蓮が相対して、どういう結果を出すのか興味があった。

　木蓮が情に負けて凜莉を助けたら、九きゆう尾びの狐きつねにふさわしくないと糾きゆう弾だんして闇香士団から追い出せる。もし木蓮が凜莉の口を封ふうじて計画を実行すれば、神瑞国をめちゃめちゃにできる。

　どちらに転んでも、得をするのは自分だ。

　凜莉は同じ絶対嗅覚を持ち、同じく秘宝香の調合に挑ちよう戦せんしている。絶対に負けたくない。

「凜莉。僕は必ず君より先に秘宝香を作り上げてみせる。そして君と神瑞国を完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきつぶす。覚かく悟ごしておいてくれ」

　鏡の自分に話しかけて、薔瑛は残ざん酷こくな笑えみを浮うかべた。
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　皇こう帝ていから香妃の位を賜たまわって、数日が過ぎていた。

　香妃宮の自室に座った凜莉は、雅香会の宴の時に木蓮からもらった文ふみを読んでいた。







〝凜莉へ。ここに私が長年研究した秘宝香についてすべて記す。内密にしていたが、秘宝香の『記き憶おくを取り戻す香』に必要な香料はある程度わかっている。しかしそれを試ためす事ができなかった。君は秘宝香で記憶を消されている。この調合が正しいか確かめられるのは君だけだ〟







　初めてこれを読んだ時には手が震ふるえた。

「記憶を消す香に必要な香料は、湖蘭国に行った時に手に入れた青い沈じん丁ちよう花げの香こう木ぼくを加えれば、すべて揃そろったと思う。だけど、どの香料がどれだけ必要かというのはわかっていないから、まだ完成までは時間がかかるわ」

　そして記憶を取り戻もどす香は、まだ手つかずだ。煌翔が皇帝になるまでに秘宝香を完成させる約束なのに、間に合うかどうかわからなくて不安だった。

　しかし、これを参考にして本当に記憶を取り戻す香が作れるなら、大きな前進だ。

「この文に書いてある香料を集めて作ってみたけれど……」

　手には小さな練り香がある。文には必要な香料とそれらがどれだけ必要かという分量まで書いてあったので、これで本当に記憶が戻れば、記憶を取り戻す香が完成させられる。

　そうしたら、煌翔が皇帝になるまでに秘宝香を完成させられる可能性がぐんと上がる。

「だけど、もし失敗したら、どんな影えい響きようが出るかわからないわ」

　不安の一つはそれだ。記憶を操作する秘宝香は一歩間ま違ちがうと、とんでもない事になる。

　記憶を永遠になくしたり、自我を保てなくなったりするかもしれない。

　そしてもう一つ、自分にとって最大の恐きよう怖ふがある。

「煌翔様が、父さまが殺された時に、わたしはその場にいたって仰おつしやってたわ。秘宝香でその時の記憶を改ざんされているんだって。もしその時の事を思い出したら……」

　父が亡なくなった時の真実を知りたいと思っている。

　しかし父が血を流して死ぬ場面を思い出したら、平静でいられる自信はない。

「……でも、失われた記憶をすべて思い出せたら、秘宝香の完全な調合法もわかるわ。そうしたら、煌翔様が皇帝になられるまでに秘宝香を作るという約束が果たせる。秘宝香があれば、煌翔様が理想の国作りをされるのに、きっとお役に立つはず……！」

　その気持ちが心を奮い立たせた。じっと練り香を見つめて、大きく息を吸い込んだ。

「煌翔様の為ため、神瑞国の為よ。これを試さないと先には進めない。────覚悟を決めないと」

　練り香を香こう炉ろに入れて、火打ち石で火をつけた。

　ぼうっと火が灯ともり、練り香から白い煙けむりが上がる。意を決してそれを吸い込んだ。

　香からは蜂はち蜜みつのような甘ったるい香かおりがした。

　その香りを確かに知っていると感じた。しかしその瞬しゆん間かん、意識が遠くなっていく。

　気づいた時には、もう深い眠ねむりの中にいた────
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『香り？　香りで他人の気持ちがわかるのか？　そんな馬ば鹿かな』

　その声には聞き覚えがあった。凜莉は声がした方に顔を向ける。

　そこには少年が立っていたが、彼の顔も姿もわからない。

　ただ、声変わり前のやや甲かん高だかい少年らしい声とおおまかな身体からだ付きから、きっと十代前半の少年だろうなと察した。

　そう考えていて、ふとこれはいつもの夢だと気づいた。

　子どもの頃ころから何度も見る夢で、その時その時で少年との会話は変わるが、彼の顔がいつもぼやけているのは変わらない。

『馬鹿じゃないわ。わたしの特技は〝絶対嗅きゆう覚かく〟なのよ。ようするに、とっても鼻が利きくの。あなたから漂ただよってくる香りで、あなたの気持ちがなんとなくわかるの。父さまはわたしの鼻が、相手の汗あせの香りの変化を嗅かぎ分けるんだろうって言ってた』

　夢の中で、子どもの自分が少年に微笑ほほえみかけている。その様子を空中に浮かんでいる大人の自分が見ていた。実は何度も夢に見る少年には、特別な気持ちを抱いだいていた。

　現実にいるはずのない少年に、そんな気持ちを持つなんて馬鹿げていると自分でも思う。

　だけど夢を見るたびに、その気持ちは強くなっていった。

　二人が話しているのを見ながら、このまま少年と話していると、いつもある恐おそろしい出来事が起こると、危機感を募つのらせていた。

　大人の自分はそれを知っているが、子どもの二人は知らない。

　何とか伝えられないだろうかと焦あせっていると、植え込みががさっと動いた。

（まずいわ……！）

　目をやると、植え込みから黒装束の男達が数人出てきた。彼らは少年を狙ねらっているのだ。

『捕つかまえろ！』

　とっさに子どもの自分が香の灰を男達に投げつける。

『誰だれか！　誰か助けてーっ』

　叫さけぶと同時に、少年が前に進み出た。

『お前達の狙いは俺だろう。彼女に手を出すな！』

　庇かばってくれる少年の姿が、ふいに誰かと重なった気がした。

（あれ……？）

　ふっと辺りが明るくなった気がした。いつもの夢だと、辺りの光景も少年もふわふわした感じがするのに、とても現実味を帯びているような気がする。

　そして空中に浮いている大人の自分が、すうっと子どもの自分に吸い込まれた。

　一度目を閉じてゆっくりと開けると、そこに広がっているのは、見慣れた光景だ。

（ここは……麗華宮の裏庭だわ）

　小さな池と植え込みと東あずま屋やがあるだけの、人があまり来ない静かな裏庭。

　だけど植え込みも東屋も大きく感じた。

　子どもの自分に同化しているようで、目線がいつもより低いからのようだ。

　そして目の前には、少年がいる。

　こちらに背を向けている少年は、黒装束の男達に向かって声を上げた。

「彼女は俺が守る。絶対に！」

　声がはっきりと聞こえた。そしていままでぼんやりしてわからなかった少年の後ろ姿が、はっきり目に映る。手が届くほど近くにいる彼は、赤い髪かみをしていた。

「え……どういう事？」

　子どもの自分よりも少し年上で、赤い髪をしている男性を一人しか知らない。

　少年がこちらに顔を向ける。

「お前は逃にげろ！　こいつらは、俺を狙っているだけだ！」

　灰はい褐かつ色しよくの瞳ひとみは凜り々りしくて、大人になったいまと変わらない強い輝かがやきを放っていた。

「煌翔様……！」

　叫んだと同時に、また意識が遠くなっていった────
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「煌翔様……！」

　目が覚めた時には、辺りは暗くなっていた。

　凜莉は一瞬ここがどこだかわからなくて周りを見回す。見慣れた光景は香妃宮の自分の部屋だ。香炉の中の練り香はすでに途と絶だえているらしく、煙は上がっていない。

「記き憶おくを取り戻す香を嗅いで、眠ってしまったんだわ。でも、いまの夢は……」

　いつものふわふわとした夢ではなく、後半はしっかりした色しき彩さいを放つ現実味を帯びた夢だった。そして、いつも顔が見えなかった少年の姿がはっきりわかった。

「あの少年は、煌翔様だったの？」

　顔もわからない夢の中の少年に淡あわい気持ちを持っていた。

　きっと書物に出てくる人物に持つ、憧あこがれのような気持ちだろうと自分では思っていた。

　しかし、夢の中の少年が実在するなら、話は別だ。

「もしあの夢が現実に起こった事だったとしたら────わたしの初はつ恋こいの人は煌翔様なの!?」

　言葉にした途と端たん、顔が真っ赤になった。

　煌翔の顔を思い出しただけで、心臓がばくばくする。どうしていいかわからなかった。

　明日あしたから、煌翔に会ったらどんな顔をすればいいかと途方にくれた。
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「我嵐、ちょっといいか？」

　煌翔は、麗華宮の警護に向かう途中であろう我嵐に声をかけた。

　我嵐はすぐに立ち止まり、膝ひざをついて頭を下げる。

「はい」

「お前とゆっくり話したいと思っていたんだ。こっちに」

　手招いて、麗華宮の裏庭へと誘ゆう導どうした。我嵐は神しん妙みような顔でついてくる。

「我嵐、実はお前に伝える事がある」

　人ひと気けがないのを確かく認にんして、振ふり返って我嵐を見つめた。彼は口元を引き締しめる。

「凜莉に告白したのを、ここで見ていたんですよね」

　そう言われて、やや目を見開いた。

「知っていたのか？」

「はい。ずっと煌翔様にお仕えしております。ご様子がおかしいのは、気づいておりました。心当たりはそれしかなかったので。申し訳ありませんでした……とは言えません。あれは俺の真しん摯しな気持ちなので」

　そんな言葉に、思わず苦く笑しようした。

「お前らしいな。お前はまじめで融ゆう通ずうが利かなくていけない」

　しかしそんなところが、彼を信しん頼らいできる理由でもある。我嵐は、頭を下げた。

「主人である煌翔様の後宮の姫ひめを好きになったのは、罪だとわかっています。ですから、大将軍の位をお返ししようと思っていました。しかし今回の事で、いま宮きゆう廷ていを離はなれるわけにはいかないとも思いました」

　我嵐は苦く渋じゆうの表情で話を続けた。

「どうするべきかと悩なやんでいます。国の為ため、煌翔様の為に尽つくしたいと思っています。命を賭かけてでも。ですが、凜莉の事は諦あきらめ切れません。────好きなんです」

　きっぱりと言い切った我嵐の、まっすぐな気持ちは十分伝わった。

「お前の気持ちはわかった。だが、俺も凜莉が好きだ。俺も諦められない」

　堂々と言い切ると、我嵐がやや目を見開いた。

「驚おどろいたか？　はっきり口にするのは初めてだ。凜莉は……特別だ。あいつとの出会いは運命だと思っている」

　子どもの頃、初めてこの裏庭で凜莉と出会った。

　彼女は忘れているが、皇太子とは知らず、賊ぞくから守ってくれようとした。

　あの時から、ずっと彼女だけを思い続けている。

　彼女と六年ぶりに再会できた時、生まれて初めて神に感謝した。

「だが、お前の事も大事に思っている。お前は親友だ。背中を任せて一いつ緒しよに戦える信頼できる男だと思っている」

　我嵐が目を瞬またたかせた。

「そんな風に思って頂けているとは思いませんでした。うれしいです」

　戸と惑まどうような表情の我嵐に、ふっと微笑んだ。

「俺は凜莉もお前も失いたくないと思っている。どちらも大事だからな。俺は欲張りだから、恋こい人びとも親友もすべて手に入れたい。だからどうすればいいか考えた。そこで思いついたんだが、正々堂々勝負をしよう。我嵐」

　挑ちよう戦せん的な目で見やると、我嵐が小さく息を吞のんだ。

「勝負ですか？」

「ああ、凜莉の心をどちらが早く手に入れられるか勝負だ。凜莉がどちらを好きになっても互たがいに受け入れるのが条件だ。まあ、俺は負けないが」

　腕うで組ぐみをして微笑ほほえむと、我嵐はしばらく無言でいたが、やがて同じように笑えみを浮うかべた。

「すべて手に入れたいなんて、相変わらず傲ごう慢まんな方だ」

「傲慢、けっこうじゃないか。俺はいい言葉だと思っている。欲しいものを手に入れる為に努力して何が悪い」

　ゆっくりと右手を差し出した。

「人を好きになるのに、負い目を感じる必要はない。お前は優ゆう秀しゆうな男だ。大将軍として、皇こう帝ていとなる俺を守れ。そして凜莉が欲しいなら、お前も傲慢になる事だ。まあ、俺には敵かなわないだろうが」

　我嵐は大きく深呼吸した。そしてこちらをじっと見み据すえる。

「……木蓮の隠かくれ家がで凜莉を見付けた時、煌翔様が凜莉を抱だきしめているのを見ました。その時の事が頭から離れません。声をかけるのを忘れるぐらいの衝撃を受けました。お二人の前では平静を装いましたが、心の中は嫉しつ妬とで覆おおいつくされていたんです」

[image: ]

　おそらく我嵐の本音だろう。

　彼が心のうちをここまで明かすなんて、初めてかもしれない。

「好きだと告白してから、凜莉は俺を避さけるようになりました。きっとどうしていいかわからなかったんでしょうが、傷付きました。そして凜莉はあなたにはほっとしたような笑顔を向ける。あなたを頼たよっているのだと、すぐにわかりました。それには、もっと嫉妬しています」

　不敵な笑みを浮かべる我嵐は、右手を差し出してこちらの手を握にぎった。

「あなたには負けたくないと思っています。たとえ、あなたが俺の主人だとしても。命を賭けて仕えようと思っていますが、凜莉の事だけは引くつもりはありません。俺は凜莉の心を必ず手に入れてみせます」

　堂々とした宣戦布告だった。親友は恋こい敵がたきとなったようだ。

　煌翔は笑みを浮かべた。凜莉も我嵐も手放す気はない。そしてこの神瑞国も守ってみせる。

　人はそれを欲張りだ、傲慢だと言うかもしれない。

　しかし必ずできると自信を持っていた。

　二人の男の恋の勝負は、いま始まったばかりだった。







[image: あとがき]




　こんにちは。伊い藤とうたつきです。

『後こう宮きゆう香こう妃ひ物もの語がたり　鳳ほう凰おうの将しよう軍ぐんと愛いとしき定さだめ』をお送りしました。

　いかがだったでしょうか？







　四巻目です！　いろいろあって時間はかかりましたが、無事に新刊をみなさまにお届けできて、うれしいです。

　担当さんから、コミカライズの計画が進行中というお話も聞いて、小こ躍おどりしています。

　そこそこ長くお仕事させてもらっていますが、小説をマンガにしてもらうのは初めてなので、どんな風になるのかいまから楽しみです。







　今回は、いろんな人達の気持ちが動いた巻だと思います。シリーズを始めたくらいからずっと考えていた事などもやっと書けたので、自分としては満足です。







　イラストを描かいて下さったカスカベアキラ様。お忙いそがしいのに素敵なイラストをありがとうございました。いつもうっとり眺ながめています。







　あとがきが苦手なので、いつも何を書いていいのかとっても悩なやみます。

　あとがきを長く書くくらいなら、短編を書く方がいいなと密ひそかに思っているんですが、そういうわけにもいかず。

　ただあとがきで一番伝えたいと思っているのは、この本を手に取ってくださった読者様への感謝の気持ちです。こうして新刊を出せるのは、読んでくださる方達がいればこそなので。

　本当にありがとうございました！

　それではまた、次に会える事を願って。





伊藤たつき
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